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巻頭言

国庫補助う歯対策予算について

会長　湯　浅　泰　仁

　心身ともに健康な児童・生徒を育成するために，学校保健に関わる事業を拡充，新設す

ることは，まことに急務であります。

　長年にわたる歯科保健活動にもかかわらずわが国のう歯罹患率は年々増大し，実に憂れ

うべきものがあります。

　このような現況にかんがみ歯科保健指導，管理をさら充実し，う歯予防対策を強力に推

し進めたく国庫予算措置について要望，陳情を行なってきました。

　新年度予算大蔵原案が各省に1月13日内示されました。日本学校歯科医会はその対策に

つき早くから関係当局とともに全力を挙げて対処して，原案内示までに国会方面に理解を

求めつつ陳情を喧ねました。昨年末衆議院選につづいて新内閣の成立などで国会の関係委

員に多少変動もあり，その協力要請についてば少なからず苦労がありました。

　本会は文部省，学校保健会とともに昨年8月以来概算要求を提示していたものの，新規

取付けは容易ではなく，学校歯科保健に関する試金石としてこの成立に全力を挙げました。

政府は苫しい財政の中に景気回復をねらうことで精一杯で，わが方に対する配分について

は簡単にはいかないようでした。国のばく大な予算支出からみればまことに微々たるもの

ですが，その助成対象たるや国民学童の保健の中で最も重要なう蝕抑制対策で，この成否

こそまことに重大な問題である。ぜひともこの機会に獲得しなければならないと力説をつ

づけた結果，最初はゼロ査定段階から逐次話がまとまり，1月15日から16日にかけてよう

やく復活折衝に成功したものであります。

　御存じの通り，文教・福祉など極力抑えられているものの，時代の趨勢はわれわれの主

張，要請を疎略にはできず，ようやくにして念願の橋頭墜を得たことは，一にかかって各

位の熱意と協力の賜であります。

　文教施策の一端である学校保健関係の中で，他部門に比べわれわれ歯科領域がはじめて

些少ではあるが，新規予算として日の目を見たことは，まことに同慶のいたりで，さらに

今後連帯感をもって一段の施策運用に期待を寄せるものであります。

　今や歯科界の事情困難なる折柄，医事行政需要を増大させることはあっても後退させる

ことはできません。与野党伯仲の国政下とはいえ，ぜがひでも成立を期さなければなりま

せん。第二の国民たる学童保健の活力をよみがえらせるべく，私どもは世論を結集して一

致団結，互いに奮起されるよう望んで止まないものであります。
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これからの学校保健のあり方
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日本女子大学教授医学博士　船川幡夫
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1．教育のための健康，健康のための教育

　わが国では，明治5年学制が公布されてからす

でに100年あまりとなっている。この間，健康に

ついての学校教育における位置づけ，考え方はい

ろいろと変化してきている。初期における教科と

しての養生法の設定からはじまって，活力検査の

実施，身体検査規程の制定から，さらに，校地，

机，腰掛など教育施設の基準，清潔方法の制定な

ど環境の整備，次いで学校医，学校歯科医，養護i

教諭の設置など人的な整備は次第にその体制がと

とのえられながら第2次大戦にいたった。戦後に

なり，アメリカ教育使節団の勧告にもとついた新

しい観点からの教育制度の改革とともに，今日の

学校保健の出発へとつながってきた。

　このような戦前からの学校教育と学校保健を一

つの流れとしてみた場合，学校教育における健康

の考え方の変遷をみることができる。すなわち，

健康な生き方を教えるための養生法という教科教

育からはじまった学校保健は，まもなく，管理的

な面に重点がおかれるようになり，学童のための

環境の整備，身体検査の実施など，学童にとって

は，周囲のものからなされる健康の管理というこ

とにおもきがおかれるようになってきた。このこ

とは，地域においても，学童の疾病はいうに及ば

ず，体位についても問題を多くかかえていた当時

にあっては，むしろ当然のことであったであろう

し，また，緊急になすべき学校の仕事でもあった

といえる。しかし，一面，このことは，学童に対

して，健康は自分以外の人から与えられるものと

の考え方をうえつけてしまったともいえる。

　学校教育が，立身，治産，昌業を大目的とし

て，先進の欧米諸国に追いつくための努力として

出発したこともあり，次第に，知育に偏してすす

められてくるにしたがって，健康の問題は，学校

教育の主流からはずれ，健康であることが教育を

行ない，教育効果をあげるための必要条件とし

て，捉えられるようになってきた。すなわち，健

康なものに対する学校教育というかたちになって

きた。

　学校教育における戦前の考え方の中には，知的

な教育を効果的にすすめるための必要条件として

の健康観のあったことは否めないであろう。身体

検査を行ない，疾病や異常のあるものを見出し，

それに適切な処置を指示し，健康となって再び知

的な教育の行なわれている易に復帰する。さら

に，就学前から，慢性かつ重度の心身の障害のあ

るものについては，就学免除の制度のもとに教育

の対象からはずされるということすらあった。

　このような知的教育の場としての学校教育の裏

方としての学校保健の位置づけは，戦後にいた

り，アメリカ教育使節団の勧告を契機として，大

きな方向転換がはかられた。すなわち，健康を教

育の目標としてはっきりと位置づけたことであ

り，このことは，教育基本法の第1条にも，教育

の目標として，「・…・健康な国民の育成を期して

……」と明記されることになった。これは，健康

であることを，学校教育の目的としたものであっ

て，このために，健康教育としての小学校におけ

る体育，中学，および高等学校における保健体育

の教科教育としての明確化となったといえる。

　しかし，学校の現場では，今日においても，こ

の理想の具体化については，あるいは，その教育

の実情については，まだ問題も多く，健康が学校

教育のはっきりとした目標として意識されている
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とはいえないのは残念なことである。

2．学童の健康上の問題

　健康ということは，身体にも，精神にも，疾病

や虚弱がないだけでなく，また，社会的にも好ま

しい状態であるといわれている。では，一体，病

気とか，健康障害とは，具体的には，どのような

状態かということは必ずしも明確であるとはいえ

ない。

　たとえば，学校の中でしばしば問題となるOD

（起立性調節障害，Orthostatic　Dysregulation）

とよばれているものは，疾病なのであろうか。こ

れは，小学校の高学年，中学生などでみられる一

つの症候群であって，朝おきがわるいなどの主観

的な症状と10分間の起立姿勢保持によって血圧，

脈拍あるいは心電図に一定の所見のみられるとい

うことによって診断が行なわれている。このよう

にして見出されたOD児の中には，精神安定剤な

どの服用など医療行為によって症状の軽快するも

ののある以外に，心理療法を行なうとか，なかに

は放置することだけで自然に症状の消退するもの

もある，そうすれば，あるいは，このような症状

は，この年頃にみられる心身の不安定さに由来す

る一過性の症状にすぎないかもしれない。このよ

うな種類の症状のあるものを疾病というものの中

に入れた方がよいのだろうか。

　たしかに，従来の医学的な常識からみれば，ま

た，臨床病理的な変化の存在という意味からは疾

病ではないかもしれない。陽が高くなってくれ

ば，また，とくに起立姿勢をつづけるということ

さえなければ，べつに一般の学童とかわりない生

活が営めるものであるとすれば，これははたして

病気という範ちゅうに入れてよいものだろうかと

の疑念も生ずる。しかし，このような症状のある

ことは，臨床病理学的には問題はないとしても，

学校生活を集団の中で行なっていく上には，少な

くとも，何かの問題をかかえていることは事実で

ある。とすれば，医学的な問題と考えるよりは，

甫一秘生活を行ない，学校教育を行なうという立場

からは，一つの病気と考えて，指導の対象とした
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方がよいともいえる。

　このような問題は，不定愁訴をもって，しばし

ば保健室を訪れるような学童の中にもみられる。

これらの学童の中には，あきらかな疾患はないに

もかかわらず，家庭環境や，学校における友人関

係，授業についていけないなど，人間関係，精神

衛生などに由来しての問題が，保健室を訪れると

いう行動となっていることがある。これらは，医

学的な意味では治療の対象ではないかもしれな

い。しかし，その子どもなりのなやみゃ，問題を

もっているということは事実であり，そうすれ

ば，この学童に対しても，医療ではないとしても，

何かの指導をしてやることが必要であり，これま

た，一つの病気と考えることができよう。

　結核を中心とした感染症，とくに，急性伝染病

や，食糧不足に由来したたん白，ビタミン類の欠

乏など種々の栄養上の疾患の減少など，生命その

ものにもかかわりのあるような疾患群に代わって

学童については，生活上の支障，ことに，学校生

活を行なっていく上での問題となるような健康障

害が，むしろ，重要なものとして登場してきてい

る。これらの中には，身体上の問題とともに，家

庭，友人など人間関係，さらに，学業，受験など

に根ぎした行動上の問題，こころの問題などのあ

ることを見逃すことはできない。

　また，近年における生活環境の破かい，こと

に，大気の汚染，食生活の変化などに由来する健

康障害は，症状それ自体は必ずしも，急性かつ重

篤ではないとしても，学童の生涯の健康生活に大

きな問題を投げかけている。栄養についても，食

糧事情の好転によって，その絶対量としての摂取

量は増加していることはたしかであろう。しか

し，その選択の自由さの増加や，日常生活の乱れ

などにともなって，栄養素のバラソスについて

は，かえって不適当となっている場合がある。こ

のことが，肥満の増加と関連しているともいわ

れ，また，潜在的なビタミン欠乏さえみられるよ

うになったとの報告もある。

　このような健康上の問題は，近年における学童

の体位の向上との関連で，新たな問題を提供して

いる。しばしば指摘されているように，最近の学
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童の体位向上の根底には，成長の促進現象があ

るといわれている。身長，体重など形態上の変

化，二次性徴の発現などからみた場合，あきらか

に，成熟の若年化がみられている。種々の疾患の

病態の変化，些細な外力によっての骨折などの増

加，心臓死を主とした突然死の増加，あるいは，

う歯の増加なども，このような形態の短期間にお

ける急激な発育に，筋，骨，内臓諸機関などの質

的な発達のともなわないことによるのではないか

とのうたがいをもつものもあらわれている。最近

の学童の体力，運動能力が，体位の向上にともな

っていないといわれることも含めて，学童の身体

の質的な変化がおこっているのではないかという

ことを，一部の識者の間では問題視されはじめて

いる。

　この点は，昭和49年度における学校保健法施行

令，施行規則の一部改訂によって，健康診断の項

目の一部が改められたように，心臓，腎臓などの

検診の加わったことは，学童の健康問題を，表面

にあらわれた症状を中心として評価する方向か

ら，新たに開発された集団検診の技法を活用し，ま

た，尿を通じて，身体の内面の問題をみつめよう

とすることであって，潜在的，あるいは，無自覚

に看過しやすい問題を発見しようとすることで，

いわば，学童の質の検診へと向かいはじめている

といえよう。

3．　自らきずく健康

　心身ともに健康であるか否かということは，主

観的な評価だけでなく，種々の臨床的な検査結

：果，臨床医学的な診療結果などによる客観的な評

価を総合して子どもを全人的な立場から判断され

るべきものである。

　主観的な評価にかたよっては，潜在的な疾患を

みおとすことがあり，また，疾患の存在を過度に

軽視したり，反対に，重篤にみすぎたり，冷静な

判断をあやまるおそれがある。一方，客観的な診

断にも，人により，また，技術的にもおのずから

限界がある。このような点を考えれば，学校にお

ける健康診断についても，単に，その時点に存在

した疾病や，異常の早期発見という静的な立場か

らの診断のみに止まってはならない。さらにすす

んで，日常生活を鮭康に，たくましく生きていく

ための基礎的な能カー体カーがどのようであるか

ということや，そのための意欲がどうであるかな

どを動的な観点から評価するために，たとえば，

軽い運動などによって，身体に負荷を与えたとき

の身体の対応のしかたをみるとか，また，日常の

健康観察や行動の観察，さらに，生活環境上の問

題など全人的な見地からの心身の状態をみること

が大切であろう。

　しかし，このような健康診断によっての評価で

あったとしても，いずれにしても，自分以外のも

のによってなされた健康状態の評価にすぎない。

前述のように，学校保健が，健康をめざしての教

育であるとするならば，この健康状態の評価をも

ととして，健康上の問題点があれば，それを解消

するための手だてを行なうだけでなく，さらにす

すんで，より健康な状態をめざして努力するとい

う発展がなければならない。

　このことは，学童にとって，健康が1巨に学校，

学校医，学校歯科医，養護教諭などによって与え

られるものとなってはならないことを意味してい

る。学校保健のよく行なわれているということは

学校の環境がよく整備され，きわめて手厚い健康

診断が行なわれ，親切な健康相談が行なわれてい

るということだけではない。歯科の検診回数が多

いということだけではない。これらは，学校にお

ける保健管理がよく行なわれているということだ

けであって，これがただちに，学校保健がよく行

なわれているということにはならない。

　法令によって定められているから，4月か6月

の間に，全く慣行的に健康診断を行なうとか，学童

にとっても，健康診断をうけなさいといわれたか

らうけるとか，今日は，歯科の検診があるそうだ

から保健室へ行くといった全く受身のすがたの学

校保健は，子どもたちにとっては，健康というも

のは，自分以外のものによって，全く他律的に与

えられるものとの印象を与えてしまう。このよう

にして社会へ巣立っていった人たちは，自らの健

康は，病院が守ってくれる，歯が痛くなれば歯医



者のところへ行けばよい，地域の健康は，保健所

が責任をもってくれる，環境の汚染は社会や政治

がわるいからだという全く他力本願の考え方とな

ってしまう。健康であるか否か，健康にするか否

かは，かかって，他人によって定められるという

考え方，環境を破壊するものはすべて自分以外の

ものときめてしまい，自分自身にも，日常生活の

中で病気をおこす原囚があり，環境を汚す危険性

を潜在1白にもっていることを忘れてしまう。

　自らの健康をきずき上げるものば，自らの自主

的な努わであり，自らの生活の場を健康的；こする

か否かは，これまた住民ひとりひとりの自主的な

努力であるという健康づくりの基本的な考え方を

学童すべてにしっかりと植えつけることこそ学校

教育の第一の目標であり，このことが，教育基本

法の第1条にも，健康の目標としてうたい上げて

いるところである。

　好ましくない環境条件を排除し，疾病をなくす

ることは，健康の理想を具現するための不可欠な

条件である。しかし，それにもまして大LYJなこと

は，そのような好ましからざる条件や，疾病をは

らいのけるための個体の体力をつくることと，健

康な環境づくりのための地域の力強い結束は，そ

の必要性をこどもたちひとりひとりに充分に理解

させておくことであり，それが学校保健の最も大

圭刀な仕事であるといえよう。

■
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第39回大会／誌上発表

学級指導における歯科保健指導

● 東京都町田市立町田第二中学校養護教諭　山崎トシ子

● 　本校の幽科保健指導は大きく，生徒会活動で生

徒自身が活動していく分野と，学校行事に位置づ

けされる分野，第3に学級指導という3分野に分

けられる。

　学校における保健指導の機会は歯の衛生週間，

歯垢染め出しテスト，学級活動，保健だより，ボ

スター（統計図表）作成時などである。また保健

委員による広報活動は関心を喚起するのに手短い

ものである。

　歯垢染め出し錠を使ってのテストでは，口腔内

を自己観察し，判断採点するもので観察力を養て

る機会でもある。これは，担任と保健委員が共同

して，テストの方法，手順等を説明し，さらに保

健委員は結果を集計するものである。

　①上記の一連の活躍は，生徒の知識欲をかりた

てるよい機会であったこと。

②歯垢染め出しテストと口常つけている「歯み

がき口記」との関連性を質的問題にまで考えさ

せる糸口になったこと。

③歯肉炎は保健指導とカウンセリング活動で予

防できるのではないかという期待感を得たこ

　と。

④ブラッシングは女子の方がていねいだった。

⑤学校における健康相談は，養護教諭も直接の

担当者となれる法的うらづけが必要ではないか

　ということ。

　　おわりに

根本的には，健康生活のri常習慣化をねらいと

しながら，生徒自身が健康の自律性を培う基礎と

してほしいものである。

領 域 内 容

生徒活動

生徒会活動

学級会活動

保健委員会でグラフやポスターを作成し，

うける態度を養う

う歯，歯肉（歯周疾患）の治療を積極的に

保健委員をとおしてう歯，歯肉（歯周疾患）の早期発見のために定期的に歯科検診を

うける態度を育てる

特

別

行
事
保
健
・
安
全
的

事行校学

健康診断：歯科検診をとおして歯，口腔に関する意識を高め，う歯，

発見，早期治療を積極的に受ける態度を養う

病気の予防に関する行事
　歯の衛生週間：放送による講話で，歯，口腔の衛生知識を高め，

　　　　　　　る契機とする

歯周疾患の予防，早期

●

●

自己の健康生活を反省す

活

　　学級指導動

健
康
・
安
全
に
関
す
る
指
導

自分の心身の健康状態を認識し，関心を深める

　歯垢染め出し錠による検査：歯の刷掃状況を観察させ日常の刷掃方法について反省させる

病気の予防：う歯，歯肉（歯周疾患）

　　　第1学年　　　第2学年　　　第3学年
歯科検診の意義を自覚させ積1う歯の原因・予防，歯肉炎の　歯科検診をとおして歯，口腔

極的にう歯の治療をうける態　予防について理解させ，また　衛生の意識を高めう歯，歯周

度を養う　　　　　　　　1健康相談の機会をとらえて自　疾患の早期治療の必要性を理
｝分の懸管理にあた礁度を解させ予1坊の大切さを瀦さ

養う　　　　　　　　　　　せる
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本校におけるむし歯治療指導の実際

　1．　はじめに

　教育の目的は，心身ともに健康な国民の育成に

あり，そのひとつは生徒の健康管理を適切にする

ことです。

　本校では全職員一体となり，生徒の健全な身体

の育成により学力の向上をはかろうと，学校病予

防対策にのりだしました。

　本校は，市内の中心部にあり医療機関に恵ま

れ，学校歯科医の献身的な指導をいただき，昭和

42年度から継続的学校病対策を実践してきまし

た。

2．本校の実態

表1　疾病罹患率（昭和41年度）

福島市立福島第二中学校養護教諭　斎藤iキヨ

表4　むし歯予防対策計画

目 標 実　　施　　方　　法

1．健康管理をとお
　し，むし歯治療と予

　防教育を行ない現在

　の健康はもちろん将

　来の健康増進をはか

　る。

2．　家庭啓蒙をはか

　り，むし歯予防およ

　び早期治療を徹底す

　る。

　健康診断の結果，むし歯保

有老においては継続的治療を

行ない，昨年度治療率85％以

上引上げを目標にし治療をす

すめる。

（1）予防教育日毎月7日

（2）治療指示日毎月7日

（3）保健部活動および指導

実　　践　　内　　容

実　施　項　目 内 容

男　　女

む」しぽ

近　　視

扁桃肥大

中耳炎
結膜炎
色覚異常

表2

64．4

26．6

8．4

4．0

4．0

6．5

69．5ぎょう虫
27．1心臓疾患1
7．0　運動機能障害

0．2　蓄　膿　症

0．61

0．2

むし歯の保有率

男　　女

2．6　　2．0

2．OIO．8

2．0　　0．4

1．8　　2．4

　　　　　　　　むし歯なし

歯科検診むし歯保有
　　　　　　　　むし歯処置者

予定表作成
むし歯保有者
治療予定
計画作成

・蹄生醐麗圭難め

治　療

予　防

指　示　毎月7日治療指示

＼隻．43

平＼
　　　47．0均　＼

44　　　　45　　　　46　　　　47　　　　48　　　　49

40．1　　37．9　　39．5　，34．3　　30．9　　26．9

教　育 7日治療状況の発表保健だよりに
よる教育

歯みがき調査　毎週清潔検査と習慣態度の育成

表3　むし歯処置率

家庭通信ト全生徒連絡（保健だより）PTA会
　　　　　　　L

＼IEL！344・r　46471S－49
鶏＼139・149・8・2・・58・・454・355・・59・・

　3．実践計画

　本校では教育目標をまっとうするために，あら

ゆる計画を構造的に紐織し，むだのない，だれも

がひと目でわかる計画を樹立し実践しやすく計画

した。

8

未治療者調査

治　療　結　果

表 　彰11・・％治繭果学級

治療しない生徒理由調査と指導

学級・学年・月別・年間集計

3年間むし歯のない生徒

　昭和50年度学校病（むし歯）予防対策

　昭和42年度から継続的に学校病（むし歯）予防

対策をたて実践してきた。

　今年で9年目であるが引続き実践し効果をあげ

9
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る。

　（1）昭和50年度努力目標

　昨年に引続き，生徒各自に口腔衛生の知識を深

めるとともにむし歯の予防態度を育成し（早期発

見と早期治療）を行ない治療目標85％を8月まで

に完了し健全な身体づくりにつとめる。

　（2）　指導目標

1）健康管理の強化をはかる

　　健康診断の完全実施，健康診断結果のはあく

　（むし歯なし者・保有者・処置者・抜歯者），健

　康診断事後指導，本人・保護者へ通知，治療票

　予定表配布

2）　予防教育の強化をはかる

　健康診断における事前事後指導

　　口腔清掃（はみがき），予防生活の実践，早

　期治療

　口腔衛生週間中における指導

　　学校病（むし歯）を予防するためこの期間中

　に生徒各自がさらに口腔衛生知識を身につけ，

　むし歯の予防と早期治療を行ない，健全な歯を

　保持するようにつとめる。

　（実施期間6月4日～6月10日）

3）　学級担任における指導

　　毎月7日（健康の日）は予防教育日，治療指

　示日とし指導にあたる。

4）　保健体育時における指導

　　保健体育時の授業にとりいれ予防教育を行な

　う。

5）　保健体育研究部における指導

　　毎月7日の予防教育日に各治療状況および予

　防生活の実践状況を保健だよりにより全生徒に

　知らせ，治療指示日とし治療票の配布を行ない

　早期治療の徹底をはかる。

6）　生徒保健委員会活動

　　毎月第2月曜日に清潔検査（歯みがき）を行

　ない，予防態度の育成につとめる。

7）家庭啓蒙

　　努力目標を印刷で知らせる。口腔衛生週間を

　知らせ行事の協力を得る。保健診断の結果を知

　らせ予定表作成の協力を得る。予防生活（歯み

　がき・うがい）は家庭における実践への協力を

　得る。家庭ぐるみ予防生活と早期治療について

　の協力を得る。保健だよりを配布し予防態度の

　育成への協力を得る。

8）早期治療

　家庭啓蒙により早期治療の徹底，治療により現

　在の健康と将来の健康保持増進につとめる。永

　久歯の生えそろうだいじな時期をのがさない。

9）　臨時健康診断の実施

　　10日に臨時歯科検査を行ない早期発見につと

　める。

　　実施期間　10月に行なう。

　　検査の準備　検査用紙を配布し実施計画によ

　り行なう。

　　検査の結果を知る。むし歯なし者，処置者，

　保有者，歯疾者

10）予防態度の育成

　　朝夕食後の歯みがき（ローリング法）

　　栄養補給，カルシウム，ビタミンABC，日

　光浴，間食のとり方

11）小学校との連絡を密にする。

　　中学校入学前に疾病の治療を完全に行ない，

　健康で入学できるようよびかける。入学前通知

　（心得）で知らせる。

12）表彰

　　中学3年間むし歯のない生徒を表彰する。むし

　歯治療率100％の効果をあげた学級を表彰する。

　　学年1位　トロフィー・賞状

　　学年2位からは賞状のみとする。

　4．診断と治療指導

　（1）実践経過

　毎年年度末に実践結果を反省し次年度の予防対

策を立て特に努力目標，実践目標，治療目標を，

はっきりうちだし実践してきました。（次表参照）

　（3）実践活動

　昭和42年度から現在まで9年間実践してきたな

かでおもな点についてのべる。

　①歯の健康管理

　定期健康診断の完全実施：健康診断はひとりも

もれなく実施し歯科の状態のはあくにつとめ，未

検査者については日程により歯科医の許で検査を

行ない，むし歯のない者，処置者，保有者，抜歯者，

9



治療1　　　42年度49％目標
43年度～44年度69％

・ 生徒むし歯

実態のはあ

　く

・ 早期治療

・ 予防教育

・ 保健管理の強化をはかる

・ 予防教育の強化をはかる

・家庭啓蒙

・臨時歯科検診

・ 集団治療

・ 小学校との連絡を密にする

　　45年度75％
　　46年度80％

・ 昭和44年度よりさらに健康

管理をとおし予防教育の強

化をはかる

・ 家庭啓蒙

・ 臨時歯科検診

・ 小学校との連絡を密とする

・洗口剤による洗口の実施

・校内表彰

（1）3年間むし歯のない生徒

（2）100％治療効果をあげた

　学級

47年度～50年度80％

・ さらに強化し治療率85％に

ひき上げる

・ 家庭啓蒙・臨時歯科検診

・ 小学校との連絡を密に入学

前の治療指導の徹底をはか

る

・ 校内表彰

・ 3年間むし歯のない生徒の

表彰

・ 100％効果をあげた学級表

彰

・未治療者調査

’ローリング法の徹底

D

●

歯疾を持つ者の名簿を作成し個別に指導すること

にしました。

　健康診断の事後処置：本人はもちろん保護老へ

の連絡は健康診断連絡カードにより連絡し，むし

歯保有状態を正しくはあくさせ，保有者について

は保有者名簿により学級担任へ連絡し治療指示を

行ないました。

　治療指示（毎月7日）1検査後保有者に治療指

示とともに治療予定表を配布し生徒は保護者と話

し合い，治療月を決め予定表に保護者押印の上担

任へ提出するようにしている。

　予定の月が過ぎても未治療の場合は，治療完了

するまで毎用治療指示を行なって管理にあたって

います。

　臨時歯の健康診断の実施：年1回の検査では早

期発見ができないため，10月に歯科医の協力で臨

時検診を実施し早期発見と予防処置を行ない管理

にあたっています。検査については，（1）口腔清掃

状態，（2）歯の健康状態，等を検査する用紙を準

備し，学校で台帳に転記後家庭連絡をもかねて使

用できるようにしています。

　治療者の管理：生徒は治療票を学級担任へ提出

する。学級の保健部員ぱクラスの一覧表に治療者

を記入し養護教諭へとどける。養護教諭は治療，

氏名，月日を確認し保有者名簿（本人のらんを赤

でわくをとり）治療月口と治療済を記入する。月

末に治療済を健康診断表に転記したのち氏名欄を

赤で染め転記がわかるようにしています。

　むし歯未治療者の管理：年度内の未治療者は3

月に調査を行ない，理由を明確にし，次年度に治

療できるようさせる。

　調査結果：調査の結果，時間がないと答えた生

徒が50％，現在治療中の者が40％，その他，治療

したが，充填したがとれてしまった，痛まないか

ら等があげられた。

　5．予防指導

　（1）予防教育の強化

　健康診断および予防教育，rl腔衛生週間を中心

として毎月7口は「予防教育」として全校あげ

て，予防に努力しています。

　（2）口腔衛生週間の実施

　全国的に毎年6月4日～10riまで，本校におい

ても計画を立て生徒各自の口腔衛生に対する知識

と理解を深め，歯を大切にする態度を育て，むし

歯の早期発見と治療につとめさせています。

　実施事項（6月4～10日）

4日

5日

6日

7日

8日

趣旨徹底

治療指示

家庭啓蒙

予防教育
予防治療

予　　防

9日　表　　彰

10日　反　　省

ポスターの掲示，保健委員会活動

むし歯保有老に治療票の配布

家庭通信・印刷物による保健研究

歯の衛生と予防についての資料配布
保健だより発行

ローリング法実行

3年間（1年～3年）むし歯のない
生徒表彰

各クラスごとに反省をする・歯みが
き調査

■

げ
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　（3）ローリング法の実施

　予防教育でもっとも大切な歯の正しいみがき方

（ローリング法）を学校歯科医の指導のもとに歯科

医は保健室に各クラス2名の保健委員に講話を

し，カラーテスターによる歯の正しいみがき方の

実技指導をうけた

　各学級では，保健委員が昼食後，休憩時間に行

ない，巡回指導には担任・保健研究部が巡回指導

にあたりました。

歯の正しいみがき方：みがくことによって食物の

残片（カス）を全部とり除く。口腔内が清潔にな

る。歯肉がじょうぶになる。

歯をみがくための準備・コップ・歯ブラシ・歯み

がき粉。みがく順序（1～16ヵ所みがく）1ヵ所

8回ずつみがく

　（4）ミラノール洗口

　1～2年のむし歯のない生徒を対象，ミラノー

ル洗口を昼休みに実施した。

洗口剤・1ヵ月200円（293袋）個人負担

洗口剤の溶き方・291袋を1009の水でとく（ポ

リ容器であること）

洗口方法・溶いた洗口液109を口腔にふくみ口を

しめ，ほほをふくらませながら30回液を左右に動

かし吐きだす。液はのみこまないよう指導。

洗口時間・昼食後各クラスで行なっている。

洗口結果・昨年3月11名実施のうち1名がむし歯

に罹患しただけで10名（99．1％）は予防の効果が

あったD

　（5）保健研究部による指導

　予防教育，資料の作成，学級別治療，成績表の

作成，治療予定者への指示，治療票の作成，保健

だよりの発行についての指導を行ない，予防教育

日には，治療状況や予防生活実践二ついて，昼の

校内放送の時間を利用し指導を行なっています。

7riに保健だよりを配布し養護教諭は保健だより

にもとついて指導にあたっています。保健だより

には必ず毎月の学級別治療状況をのせている。ま

た保健体育部会は（毎週水曜日の1校時）に協議

を行ない指導対策にあたっています。

　6．啓蒙活動

　保健思想教育

　（1）生徒会保健部活動

　清潔検査；こついて・毎週月曜日に清潔検査を行

なう。

　（2）保健だよりの発行

　保健委員長を中心に自主的に保健だよりに月の

努力目標，治療状況，月の保健行事等を編集し，

毎月予防教育日（7日）に発行し，全校生徒全職

員に配布しています。

　（3）家庭啓蒙

　年度はじめむし歯予防対策努力日標を印刷によ

り徹底するよう協力をもとめています。口腔衛生

週間行事を知らせ，趣旨の徹底と実践の協力を得

る。健康診断の結果を知らせ早期治療について予

定表の作成や予防態度の実践について協力を得

る。

　PTA月例会等で各学級で話し合い予防と治療

の協力をたのむ。保健だよりによる啓蒙，清潔検

査の結果および予防態度，清潔度の育成への協力

をお願いする。

　（4）小学校との連絡を密にする

　本校の場合，2校の小学校から生徒が入学する

ため，入学前に，むし歯の予防早期治療を呼びか

け，保健担当者の話合いで早期治療をするように

努力している。

　7．　反省と今後の問題

　保健計画をもとに個別プロジェクトにより，つ

ねに進行管理を行ない，到達目標にむかい，学校，

家庭，生徒が，昭和42年度から現在まで予防と早

期治療につとめてきた。

　（1）生徒はあらゆる実践活動により，予防的態度

と早期治療をしようとする意欲が高まってきた。

　（2）むし歯予防対策以前，昭和41年度にはむし歯

保有者が70％であったが，昭和49年度は，26．9％

に減少した。

　（3）昭和41年度むし歯処置率が20¢6であったが，

49年度は60％と処置率が高くなり効果が現われて

きたことがわかる。
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　（4）効果は現われているが今後努力していかなけ

ればならない点は次のようであると思い，努力し

ている。

　治療時間の問題

　クラブ活動との問題

　家庭啓蒙

　予防教育の強化

　入学前の保健管理

　教師の指導体制の強化

12

保健だより 発行日6月7日発行責任者　菅野，及川，鈴木

今月の努力点「むし歯予防・梅雨期の保健」

1．むし歯予防について

　①　むし歯の原因

a　直接の原因一食片（含水炭素）；こ口内の細菌

　（歯牙脱灰菌）が働いて乳酸をつくり乳酸がほ

　うろう質を脱灰させ，さらに歯牙液化菌によ

　って有機質（歯の内部）を溶解し，むし歯をつ

　くる。

b　間接の原因一歯の質が悪い，歯列不正，食

　物の嗜好，体育，栄養のとり方，身体の変調

　（例，胃腸病，熱性伝染病，妊娠など）

　②むし歯の予防法

・口の中に食片をのこさない

・ 食事のあとうがいをする

・ 歯の健康法

　歯をじょうぶにする栄養（海草類，バター、

　たまご，牛乳，小魚，ほししいたけ，ミカン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　キャベツ，ホウレンソウ，トマト，肝油）

歯のえいせい週同は，6月4日～6月10日まで

です。みなさんこの期間中に，なるべくむし歯

をなくしましょう．・Cl

昭和50年度3年間むし歯のない生徒は27人です

4
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昭和50年度健康診断の結果

3の4男…2　女…2

3の5男…2女…4

学年　　　　　　　　　　永久歯う歯
　　11年2年3年合計のない者の
　　　　　　　　　　比率

　　受検児童生姥数　217212247

うさ薯歯う歯のな382925

　　変粂歯う歯のあ176183222

　　蛮久歯う歯の総576　856　847

歯欝鶴醜5358・3769

　　処置率93．093．8908

676

92 14．2

584　　86．8

2778

2107

92．5
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豊島区におけるう歯の事後処理の実態について

（特に一般児童生徒歯科医療券制度について）

豊島区学校歯科医会　柳沢一雄

し

■

　1．　はじめに

　学校歯科保健活動をおし進めていく場合，終局

の目的としては，う歯の完全抑制ということに尽

きると思う。しかし現在の時点ではある限界内の

予防処置と，一度罹患したう歯に対する事後処置

をいかにして完壁に近づけ，児童，生徒を将来り

っぱな社会人として，心身の健康形成に寄与する

かということである。「健康豊島」を掲げて私ど

もは，う歯の予防という観点から，昭和39年度か

ら学校洗口場を全区立小・中学校に設置し，その

実態について第38回本大会に発表し，ご批判を願

った。

　今回は，過去10年来低得者層，つまりボーダー

ライン層（国費による生活保護および都費による

準要保護家庭ではないが，軽度のう歯治療費支出

を困難とする家庭）の子弟を対象とした公費負担

制度，すなわち一般児童生徒歯科医療券制度につ

いて，その実態を報告します。

　一般にう歯の事後処置に関しては，種々の難点

から完全処置を求めることは非常にむずかしく，

家庭環境，学校，保護者，本人の積極性はもとよ

り，地域医療機関の協力性など……子どもの成長

に関与する，あらゆる地域社会の人びとの協力な

しには容易に達成はできない。もちろん，公費負

担制度そのものによって，完全な事後処置が達成

できるとも思われない。

　2．調査報告

　当区の対象校は，区立小学校29校19，700名，中

学校13校7，600名が在籍，内特殊学級，小学校18

学級，中学校4学級が設置されている。昭和50年

度当区の要保護，準要保護児童・生徒の認定者

数は，小学校598名，中学校335名，計933名で
　　　　　　　　　3あり，総在籍数の約　　　　　　　　　　　である。この上層につま
　　　　　　　　　100

りボーダーライン層を仮設定し，区教育費から予

算（49年度小学校，2，040，000，中学校1，170，

000，計3，210，000）の計上が行なわれ，本会独

自の点数契約の上，当区歯科医師会会員の協力

を得て一般児童生徒医療券制度が実施されてい
る。

　発足当初ボーダーライン層という保護者の意識

が障害となって，当医療券の利用を快しとしない

関係から，予算額を消化し得ない状態であった。

その後，学校側，PTA，学校医等からの説得，

PRがスムーズに行なわれ，近時この傾向は非常

に少なく，むしろすすんで公費負担をのぞむ傾向

にあり，昭和49年度では約11％の予算超過を来た

すほどである。診療報酬の面からは，本会，区当

局と独自の契約点数という好条件から，受入れ医

療機関からも快く全面的的協力を得ている。成果

については，すべての保護活動の総合的評価から

判定すべきものである。

　当区の過去6年間の春期定期検診の平均処置者

率は次のようである。また昭和49年，50年度秋期

臨時検診において前記の全児童，生徒を対象とし

た永久歯1人平均DF歯数と，処置歯率を求め

た。なお今回学校保健統計という意味から，特に

喪失歯Mを除外し，近時特に多くなった矯正・外

傷による喪失を考慮に入れた。

　以上の調査結果から昭和50年度は小学校ではD

F歯数0．3歯から3．2歯，1人平均，DF歯数2．01

歯であった。中学校ではDF歯数1．4歯から6．6

歯，1人平均DF歯数5．39歯であった。

　処置率については，小学校では63．8％から95．6

％，平均処置歯率80．9％である。中学校では，処

置歯率23．9から91．6％，平均処置歯率73．6％であ

った。

　昭和49年度は，小学校ではDF歯数0．7歯から
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3

．2歯で1人平均DF歯数2．2歯であった。中学

校ではDF歯数1．9歯から6．5歯，1人平均歯数

5，0歯であった。

　過去10年間における一般児童生徒菌科医療費

は，区予算総額も年々上昇し，一方医療券の使用

状況も増加し，予算の超過を来たしている現況で

ある。

　過去4年間の一般児童生徒歯科医療券と執行額

の状況は昭和46年481件，907，832円，49年766

件，2，091，446円（小学校），46年　251件，574，

807円，49年365件，1，498，　276円となっている。

　なお，要保護，準要保護児童，生徒の認定者の

各学校別の分布状況は，それぞれの体面上表示は

さしひかえるが，一般論として在籍人員に比して

要保護，準要保護児童，生徒の多い学校では，い

わゆるボーダーライン層の子弟も多いとみて妥当

であろう。

　3．　まとめ

　上記の資料から総合して次のような分析結果を

得た。

　①春期定期検診の結果から，処置者率1こつい

　ては交部省発表昭和49年度学校保健調査から全

　国平均小学校ば14．31％に対して，当区前記対象

　校；こおける過去6力年間の平均処置者率は31．1

　％中学校でぱ全国平均27．24％に対して，過去

　6力年間の平均処置者率は44．9％とかなりの成

　果を得ていることが判明した。

　②永久歯処置歯率については，

昭和50年度

昭和49年度

小学校では

中学校では

小学校では

中学校では

80．9％

73．6％

80．9％

72．35弩

とかなりの好成績は得ているものの，100％には

未だしの感がある。しかしながら過去数年来本

会が実施している区立小，中学校における歯科

保健活動の実態について（調査内容について今

回は省略する）のアンケートに現われた結果

14

は，現在の当区における指導，管理態勢の下で

は，学校側，特に保健担当教諭，養護教諭，学

校歯科医ともに限界の活動量であることを示し

ている。

③一人平均DF歯数については，50年度小学

校2．01歯，中学校5．39歯，49年度は，小学校

2．2中学校では5．0歯であり，統計学的に全国的

な調査報告に比して大差ない。

④一般児童，生徒歯科医療券の予算内示額を

充分活用した学校は小，中学校とも，ほとんど

平均永久歯処置歯率を上回っている。

⑤一般児童，生徒歯科医療券の予算内示額を

活用不充分の学校は小，中学校とも，概して平

均永久歯処置歯率を下回っている。

⑥要保護，準要保護児童，生徒が少なく，一

般児童生徒歯科医療券を，予算内示額以上，か

なりの消化活用した学校は90％以上の永久歯処

置歯率を示している。

⑦要保護，準要保護児童，生徒も多く，一般児

童生徒歯科医療券を活用しない学校では，小，

中学校とも平均永久歯処置歯率より，かなり低

下している。

　上記の成果については，前述のように，もちろ

んすべての保護活動と，学校，保護者，管理者を

はじめとする地域社会，特に今日では地域開業医

療機関の協力を得られての結果である。さらに区

当局の学童，生徒に対する福祉行政の成果である

ことも否めない事実であり，すべての総合的評価

から現われたものであることを念のため申し添え

たい。

　以上，当区学校保健行政の協力態勢の一端よ

り，特に歯科保健活動の独自の姿勢から接点を求

めようとする本会の活動の一部として，一・般児

童，生徒歯科医療券制度について，ご参考に供

し，さらに今後進むべき本会の保健活動について

ご批判，ご教示を賜われば幸いである。

4

○



加盟団体から・会員から

京都市の小学校児童の歯口清掃状態について

京都市学校歯科医会 有本武二　小笹常治郎　北岡秀夫

松井健三　上松　亨　　小山　一

高寄　昭　　柏井克夫　　片尾信之

藤沢　保　　奥村達哉　　塩谷求身

光安宏之　　小曾根浄　　本多隆彦

浅井計征　　近藤信義

o

　1．　緒言

　う歯は国民の約72％がもっており，有病率の最

も高い疾患ということができる。300万人以上を

対象とした昭和50年度の学校保健統計調査によれ

ば，う歯罹患者率は幼稚園児94．2％，小学生94．4

％，中学生93．7％，高校生94．9％であり，きわめ

て高い値を示している。

　エナメル質は，代謝という性質を欠いた組織で

あるために，一度う蝕が発生すると，自然治癒を

期待することができない。保健活動の焦点をう歯

予防に向け，う歯の数が減少するように努めるこ

とによって，う歯発生即治療という悪循環を少し

でも緩和しなくてはならない。

　2．検査目的

　う歯予防には種々の方法があるが，最も一般的

で，児童に普遍的に行なえる予防法は，歯ブラシ

による歯口清掃である。そのために，学校におけ

る歯科保健の実践活動として，歯みがき指導が行

なわれている。児童が日常歯みがきを実施してい

るかどうかということも大切であるが，それがほ

んとうに有効適切に，目的を達するように行なわ

れているかを知ることが特に重要な問題である。

　歯口清掃の状態を適確に把握して，児童がじょ

うずに歯ブラシを使って，歯口が効果的に清掃さ

れるように指導すべきである。そのためには，児

童が自分で清掃の効果を点検する方法を指導して

おくことが大切である。幼少のとき，学童の時期

に適正な歯みがきの習慣を体得させることが，生

涯を通じての菌科保健につながることを銘記すべ

きである。

　歯面に歯苔のついていることは，歯苔染め出し

錠を用いないで，直接肉眼的にもある程度観察す

ることができるから，日常の自己点検または担任

教師，保護者による点検には十分活用すべきであ

る。しかし，見にくい部分や細かい点については

判別が困難である。そこで，歯苔の染め出し法を

用いると，歯苔が着色されて赤く染まり，児童が

自分の歯口清掃状態を確実に知ることができるの

で，刷掃指導を行なう場合に非常に効果的である。

　歯苔を染め出すには，染め出し液と染め出し錠

を用いる方法があるが，染め出し錠を使用する方

法が簡単である。昭和50年，京都市学校歯科医会

では，学校歯科保健の刷掃指導に一つの指標を与

えることを目的として，歯口清掃状態を歯苔染め

出し錠（エリスロシン含有の歯みがきテスト錠）

を用いて観察した。

3．検査対象

京都市内にある大宅，葛野，衣笠，淳風，梅屋，
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稚松，教業，嵯峨野，松陽，久多，堰源の計11の

小学校の児童4，561名を対象とした。これだけの

対象数があれば，統計学的な処理をした場合の検

者成績に信頼性が認められると考えられる。

表1　検査人員数

年
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－
－
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一
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I
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448　　　398　　　411　　　407　　　372　　　341

総計　　　848 818 713

4．検査方法

I
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
一

∩

6

3
1
9
6
9
7
8
9
6
5
2
5
6

1
6
5
4
2
2
1
1
1
　
　
一
9
7

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　つ
σ
一

0
3
7
0
3
8
6
3
3
4
2

6
4
7
3
3
1
1
2
2

　　男　　女

74　　　693　　　616

　　　　　　「
49　　　356　　　346

　　　　　　156　　　378　　　2981

31　　　213　　　240

45　　　202　　　235

23　　　142　　　1441

24　　　130　　　125

14　　　122　　　112

20　　　125　　　100

1　　17　　　6

0　　　8　　　7

373　　　377　　　373　　　329　　　333　2，332　2，229

750

検査するにあたって，統計資料としての信頼性

を高めるために特に配慮した。

　（1）歯苔染め出し錠を使用する。錠剤を口に含

んでかみくだき，溶解するのを待って，舌で歯面

に塗るようにし，歯間を通過させて染め出す。後

で1回うがいをさせる。

　（2）検査部位は，上顎，下顎の6前歯（永久歯

1，2，3，乳歯A，B，　C）の唇面とする。た

だし，不完全萌出歯，残根（C4）は除外する。

　（3）歯口清掃状態の評価（A，B，　C）は上下

顎別，男女別に行なう。

　（4）上顎6前歯の最もよごれている歯を上顎6

前歯の代表の歯としてA，B，　Cの評価をする。

（下顎の場合も同じ）

　（5）検査時間は午前中（昼食前）の適当な時間

に行なう。

　（6）検査は養護教諭が行なう。　（検者による誤

差を少なくするため）

5．　歯ロ清掃状態の評価

統計資料としての信頼性を高めるために，主観

666 4，561

総　計

1，255

　702

　676

　453

　437

　286

　255

　234

　225

　23
　15

4，561

を可及的に排除し，1960年にGreeneとVermillion

が歯牙に付着した歯苔を観察した方法を採用し，

評価の発現率は本研究独自の数式で行なった。

A・緬1以下をおおう歯苔がある・

B・歯面一老以下をおおう齢がある・

c・緬一 1－一以上に儲が膳している・

　図1　歯ロ清掃状態

　　　　　　　　　　　　　　　　清掃状態

A

B

C

↑

良

中

不良

　　　　　　↑

　歯苔：苔状または膜状に歯の表面について白

色，帯黄色のやわらかい有機質の沈着物であり，

歯石とは異なるものである。歯牙細菌苔とも呼ば
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れ，生きた細菌の大集団である。

　　　　　　　　　　　　A（B，C）

A（B，C）評価の発現率一襲隙畿・…

上・下顎の平均値一鑛1轟

　上記の数式よりえられた歯口清掃状態の評価

A，B，　Cを学年別，上・下顎平均値別，上顎，

下顎別，男女別，学校別に検討した。

　また歯口清掃状態とう歯罹患者率，う歯処置者

率との関連についても検討した。

6．検査成績

（1）上顎・下顎平均値の比較（表2，図2）

表2　歯ロ清掃状態の検査結果（学年別）

　a　全体的評価についてみると，Aが38，0％で

最も高く，次いでBが36，0％，Cが26．0％で最も

低い。歯口清掃状態の良好なものが多かったが，

不良なものもかなり発現しているので十分な刷掃

指導の必要性がある。

　b　学年別にみると，Aは1，2年で差がない

が，3，4年になるに従って上昇し，5，6年で

非常に高率を示す。Bは1～6年を通じて大差が

ない。Cは1，2年で差がなく，3，4年で低下

し，5，6年で低率である。このことは，低学年

の1，2年の刷掃指導に力を入れる必要があるこ

とを意味している。

学 年　　　1年 2年

0
9
』

aa

鉱
27

　

　

値

　

　

均

上

下

平

　
A

…［
評

25．1

26．9

26．0

C

価

　上　　1
　　　　　」B　下

　平均値i

39．5

36．4

38．0

上　　　　　　34．4

下　　　　　35．7

平均値3　35．1

40．0

38．5

39．3

35．0

34．6

34．8

3年

31．7

37．6

34．7

39．1

40．3

39．7

29．　2

22．2

25．7

4年

31．9

40．2

36．1

5年

49．9

54．8

52．4

29．7

28．1

28．9

20．4

17．1

18．8

6年

53．3

59．3

56．3

38．9

35．4

37．2

29．2

24．3

26．8

33．　9

30．8

32．4

12．8

9．9

11．4

総計

35．6

40．3

38．0

37．0

35。0

36．0

27．3

24．6

26．0

の

図2　上顎・下顎平均値の比較（学年別）
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0
6’≠年

　（2）上顎・下顎の比較（表2，3，図3，4）

　a　評価別にみると，Aは上顎35．6％，下顎40．3

％，Bは上顎37．0％，下顎35．0％，　Cは上顎27．3

％，下顎24．6％であり，下顎の方が上顎よりも歯

口清掃状態がよいことになる。

　b学年別にみると，Aは1，2年で上顎，下

顎に差がないが，3，4年になるに従って下顎が

上顎より高くなり，5，6年で急に高率を示す。

Bは1～6年を通じて大差がない。Cは1，2年

図3　上顎・下顎の比較（評価別）

40

％

30

20

10

　　　上顎

一一一一下顎

A B C
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で差がなく，3，4年になるに従って低下し，5，

6年で特に低率となる。すなわち，歯口清掃状態

は高学年になるにつれて，下顎が上顎よりも良好

となり，特に上顎の刷掃指導を強調すべきことを

図4　上顎・下顎の比較（学年別）

60

％
5
0
40

30

20

ユ0

1 2 3 4

　　　　⑬
、 、＿＿一一一一一⑧

5

表3　歯口清掃状態の検査結果（学年，男女別）

⑥

◎

、

、

6学年

示している。ただし，低学年1，2年では上顎，

下顎ともに十分な刷掃指導が必要である。

　（3）男女の比較（表3，図5，6）

　上顎，下顎ともに同じような傾向を示している。

　Aは1，2年で差がなく，3，4年になるにつ

れて女子の方が男子より高くなり，5，6年で特

に高率を示す。Bは1～6年を通じて大差がな

い。Cは1，2年で男女に差がなく，3，4年に

なるに従って低くなり，5，6年で特に低率とな

る。このことから，歯口清掃状態は高学年になる

と，女子が男子より良好になることがわかった。

したがって，男子に対する歯口清掃指導を強化す

べきである。ただし，低学年1，2年では男子，

女子ともに歯口清掃を徹底させる必要がある。

学　　年

　　性　　別

　　A　上
評　　　下

B　上
　　下

　1
男

28．3

29．3

38．8

37．3

年　　　　　　2

　女　　　　男

23．4　　　　　24．3

25・9　2ρ二9－

40・　2139・4
35．4　　1　36．7

価
　　Cト上　　32・6

　　　1下　　33．O
　　　I　　　　　　　I

　l学　年1　5
　1

36．4　　　　　　36．3

38．7　　　　　　37．2

年　　　　　　6

年 3　年 4　　年

女

25．8

27．8

男 女 男 女

28．0

33．3

35．8

42．2

40．5　　　　　　39．2

40．3　　　　41．1

33・7i32．8
31・9125・5

年　　　1

39．0

39．3

25．2

18．5

30．1

37．2

33．8

43．4

37．0

37．0

41．0

33．8

32．9

25．8

25．2

22．8

合　　計 総　　計

1性別男 女 男 女

60．2

69．4

男 女

　　　　＿ヒ　　　　46．2　　　　53．6
　　A
評　下51．558．2

46．2

48．9

B　上　　29・7
　　下　　　27．6

29．8

28．7

37．4

36．8

30．6

24．9

33．3　　　　　38．1

37．1　　　　　43．7

価
　　　　上　　　24．1
　　C
　　　　下　　21．0

16．6　　　　　　16．4　　　　　　9．2

13．1　　　　　14．3　　　　　　5．2

37．0

36．1

29．7

26．8

35．6

40．3

37．0

33．　9

37．0

35．0

24．9

22．4

27．3

24．6

　（4）上顎，下顎，男女の比較（表3，図7）

　評価A，B，　Cについて，上顎，下顎に分け，

男女の発現率を図示したものである。歯口清掃状

態は，下顎が上顎よりも良好であり，女子が男子

よりよいことがわかった。

　（5）学校の比較（表4，図8）

　京都rl了内の種々な規模の小学校を耐象としたた

めに，学校別の比較をする場合には，検査人員数

の少ない2校（10，11）は統計資料として考察す

ることはできない。残り9校のうち7校（3，4，

5，6，7，8，9）は，Aが最も高率であり，　B，

Cの順に低率となっている。すなわち，歯口清掃

の良好なものが多いが，不良のものもかなり存在

するので刷掃指導の重要性が強調される。残る2

し
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図5　男女の比較（上顎） 表4　歯ロ清掃状態の検査結果（学校別）
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0
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図6　男女の比較（下顎）
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30．8

11．6

51．0

59．8

48．5

39．7

44．9

40．4

45．4

17．4

16．7

37．0

32．5

38．4

28．2

38．1

37．8

36．7

37．3

42．9
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40．0
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図7　上顎下顎男女の比較表
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　　　　　顎④顎　顎⑬顎　顎◎顎
狡（1，2）はAが低率で，さらに刷掃指導が要

求される。

　（6）　う歯罹患者率について（表5）

　a　性別については，男子90．9％，女子89．O％o

であり，差が認められない。

　b　学年別にみると，う歯罹患者率は高学年に

なるに従って低率となる。歯口清掃状態は高学年

6学年
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一
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■ 1 1 ■ 書 1

になるに従って良好となるので，

率とある程度関連があるように考えられる。

　⑦　う歯処置者率について（表6）

　永久歯，乳歯に分けて，う歯処置者率を観

察したが，ともにいちじるしいバラッキがあ

り，歯口清掃状態との関連は認められない。

価

　　C

　31．9

　56．2

　10．7
　　11．7

　　13．4

　22．6
　　18．4

　22．4
　　11．8

　54．4

　40．4

う歯罹患者

　7．検査結果

　歯苔染め出し錠を用いて，歯口清掃状態を

検査して次の結果をえた。

　（1）総合的に考察すると，歯口清掃状態は

学年別では，低学年で不良であり，高学年に

なるほど良好となることがわかった。刷掃指

導は全学年を通じて必要であるが，特に低学

年1，2年における刷掃指導とその習慣化が

強調されなければならない。

　（2）上顎，下顎別では，歯口清掃状態は，

下顎が上顎より良好であった。ただし，1，

2年では特に差が認められなかった。1，2

年では，上顎，下顎ともに刷掃指導が必要で

あるが，高学年では特に上顎の刷掃指導を重

視すべきである。

　（3）男女別では，中学年3，4年，高学年5，

6年については，女子が男子よりも歯口清掃状態

は良好であった。ただし，1，2年では，男女間

にあまり差が認められなかった。高学年になるに

従って，女子は男子よりも性格的に歯口清掃に関

する習慣形成がよくなると考えられる。1，2年
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図8　学校の比較（上・下張平均値別）
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表5　う歯罹患者率（学fl，男女別）

学　　年 1年　2年　3年　4年　5年 6　年
合
　
男

ー二ニ
ロ

女
総　計

検査人員　1，　167　1，115　　931　1，024
う歯所盲人員　　1，120　　1，035　　　866　　　865

う歯罹患者率　　　96．0　　　93．0　　　93．0　　　84．5

1，002

　872

87．4

873　　　　　3，151　　　　　2，961　　　　　6，122

761　　　　　2，863　　　　　2，660　　　　　5，523

87．2　　　　　　90．9　　　　　　89．0　　　　　　90．4

表6　永久歯・乳歯処置者率（学校別）

学　　校

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

永久歯処置者率

　　62．3

　　55．8

　　70．1

　　37．4

　　48．7

　　69．3

　　34．6

　　81．0

　　35．8

　　44．4

　　15，4

乳歯処置者率

　41．1

　46．3

　49．2

　10．5

　18．3

　26．5

　13．7

　67．2

　14．1

　　　0

　　　0

では，男女ともに刷掃指導が必要であるが，高学

年では，特に男子の刷掃指導を強化する必要があ

る。

　（4）学校別に観察すると，ほとんどの学校で，

A評価のものが多かったが，B，　C評価のものも

多数存在するので，刷掃指導を効果的に実践しな

ければならない。

　（5）　う歯罹患者率は，高学年になるに従って低

率となるが，歯口清掃状態は，これとは反対に高

学年になるに従って良好となる。う歯罹患者率と

歯口清掃状態とは，ある程度関連があると思われ

る。

　（6）　う歯処置者率を永久歯と乳歯について観察

したが，歯口清掃との関連は認められなかった。

　以上の検査結果を参考にして，各学校におい

て，強力な刷掃指導を実施してもらいたい。

　8．総括ならびに考案

　自浄作用について

　歯口清掃状態が，低学年から中学年，高学年に

なるに従って良好になる理由には，歯みがきによ

る刷掃効果以外に，唾液や食物によって歯牙が生

理的に清掃されるという，いわゆる自浄作用が重

要な要素であることはいなめない。低学年の1，

2年では乳歯列が多くて自浄作用が悪いが，中学

年の3，4年では乳歯と永久歯が混在する混合歯

列となり，高学年の5，6年では永久歯列が多く

なって自浄作用が良好となり，歯口清掃状態も改

善されることが考えられる。

　歯みがきの重要性

　低学年はもちろん高学年においても，歯苔沈着

を有するものが多く，永久歯う蝕も多数存在する
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5

という事実をみると，単に自浄作用に依存するこ

とは愚かなことである。一方，歯みがき効果には，

歯牙の清掃以外に歯肉をマッサージして，歯肉炎

や歯槽膿漏の歯周疾患を予防，治療するという大

きな役目があることを忘れてはならない。小学校

の高学年になれば，すでに歯肉炎がかなり発生

し，中学校，高等学校になると加速度的に増加し

ている現況を直視しなくてはならない。生涯を通

じてのう歯と歯周疾患の予防法として，歯みがき

が非常に大切なものである。刷掃指導は幼少，学

童の時期に，くり返し，継続して実施することに

よってのみ，歯みがきの習慣化に実効をあげうる

ものである。

　歯苔染め出し法による観察

　学校歯科保健における刷掃指導は，う歯と歯周

疾患予防の原点である。歯口清掃状態の検査に

は，歯苔染め出し錠を用いると歯牙の歯苔付着部

位が明瞭になる。したがって，適確に歯口清掃を

行うことができることおよび効果的な歯みがき習

慣を体得できるという利点がある。学校と家庭に

おいて，可能なかぎり歯みがきテスト錠を用いた

歯口清掃状態の検査を行なうことが望ましい。

　歯苔染め出し錠を用いない直接観察

　歯苔染め出し錠を用いると，判別は明瞭になる

が，学校において頻繁に行なうには経済的な問題

がある。また，短時間に，多数の児童生徒を対象

とした場合，いつも使用できるとは限らない。昭

和50年，歯苔染め出し錠を用いた歯口清掃状態の

検査に先立って，歯苔染め出し錠を用いない歯口

清掃状態の検査を実施した。その結果，歯苔染め

出し錠を用いない直接観察でも，歯苔染め出し錠

を用いた観察とかなり類似した成績がえられた。

　歯苔検査を頻繁にするのがう歯予防のきめ手

　日常の歯口清掃状態の点検については，いかに

回数を多くするかということが，歯みがきの習慣

形成に対して最も意義がある。歯苔染め出し錠を

用いることも必要であるが，短時間に，多数の児

童生徒の概略の歯口清掃状態を検査するには，歯

苔染め出し錠を用いない直接観察でもかなり判明

するものであり，この点検を頻繁に行なうことが

う歯予防のきめ手である。児童生徒に手鏡を持た

せて，自己点検させることは，自分の歯1．1清掃状

態を把握させるのにきわめて重要な教育的効果が

ある。う歯はほとんどの児童生徒が罹患している

疾患であるから，う歯予防の実践活動を通じて，

全身の健康の大切さを学習させる絶好の教材にも

なる。

　歯科保健教育の時間は少なすぎる

　保健教育は，各教科，道徳，特別活動の3領域

から成り立っている。

　教科については，小学校では，第5学年の体育

で約1単位時間「う歯とその予防」，第5学年，第

6学年の理科，家庭の時間に一部学習がなされる

にすぎない。中学校では，第3学年の保健体育で

約2単位時間「う歯，歯肉炎の原因，症状および

予防についての理解」，第2学年の理科，第1学

年の技術，家庭，第3学年の保育の時間に歯科保

健の話にふれるに止まっている。

　道徳では，歯口清掃は礼儀作法の一つとして必

要であるから，他人と接するには服装，L、葉ばか

りでなく，歯口清掃も大切な要素であることを忘

れてはならないと教育することになっている。

　特別活動は，児童，生徒活動，学校行事，学級

指導がある。学級会活動は，学級担任が中心とな

って行なうものであり，小学校で1～2時間，中

学校で2～3時間の歯科保健に対する特設時間が

ある。

　歯みがき指導を実践し，習慣化させるには，歯科

保健教育の時間は余りにも少なすぎるのである。

　養護教諭，担任教師，保護者の熱意が歯を守る

　児童生徒の歯口清掃状態の検査と刷掃指導に

は，学校歯科医，保健主事，養護教諭，担任教師，

保護者があたるのは当然である。そのうち特に児

童生徒と毎日接している担任教師と保護者とが一

体となり，歯科保健教育の時間以外に，休み時

間，昼食時間，放課後の少しの時間でも有効に活

用して，歯口清掃状態を観察し，日常活動の中で
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刷掃指導に努めなくてはならない。児童生徒に開

口させれば，ごく短時間に歯口清掃状態の良否を

判定し，指導することが可能である。担任教師，

保護者が率先して指導し，歯みがきの範を示さな

くては子どもの刷掃指導の効果は期待できない。

　“おはようございます”の次に……

　担任教師は“おはようございます”という挨拶

の後に，必ず“けさ歯をみがいてきましたか。夜

ねる前に歯をみがきましょう。甘いものはひかえ

ましょうttという言葉をつけ加えることを明日か

ら初めてもらいたい。これは長時間を必要としな

い。肝じんなことは理屈ではなくて，まず善意を

もって実行することである。

　校内放送を利用しての啓蒙活動

　歯科保健教育は，あらゆる機会をとらえて積極

的に実施する必要がある。そのために，15秒，30

秒，1分間の種々な歯科保健の内容を含んだ文例

を作成し，学校長，保健主事，養護教諭および放

送係の児童生徒が校内放送を利用して，頻繁に啓

蒙活動を行なうと効果がある。

尊敬される人物

休み時間に，昼食の時間に，そして放課後の時

間に，自分の口の中をのぞきこんで“もっとしっ

かり歯をみがきなさい”　“よくがんばって歯をみ

がいているね”といった先生の仕草，表情，音声

を児童生徒は生涯思い出すことであろう。歯みが

きはsin，　cosin，　tangentのように一時期だけの

ものでなく，一生ついてまわる日常活動である。

熱意ある担任教師は，必ずや児童生徒の記憶の中

で，うれしい尊敬される人物として生き続けるこ

とは間違いない。

　歯口清掃状態の検査と刷掃指導，砂糖含有食品

の摂取制限と摂取方法の指導は，う歯予防に残さ

れた重要な砦である。

　児童生徒は，一人一人すばらしい未知の可能性

をもっている。子どもたちの健康を守り，可能性

を引き出していくのは一体だれであろうか。新生

う歯を予防するのは，歯科医師だけでなく現場の

先生と保護者のたゆまぬ努力が最も必要である。

　歯口清掃状態の検査を有効，適切に行なうこと

によって，明眸皓歯の児童生徒が一人でも増える

ことを切望する。われわれは，この願いをこめ

て，歯口清掃状態の検査をしたのである。

　本論文要旨は，昭和51年2月24日第11回京都学

校保健研究発表会および昭和51年5月23日第27回

十大都市学校保健協議会において発表した。

命

京都市の児童・生徒の歯科実態調査（第2報）

　はじめに

　京都市では昭和36年6月から全市内小学校児童

に対して，歯科治療全額公費負担という制度を実

施した。小学校児童の永久歯う歯処置状況は，第

1報（本誌30号）で発表したようにすばらしい成

果をあげえた。

京都市学校歯科医会学術委員会

　　小笹常治郎　松井健三　北岡秀夫

　　小曾根浄　　光安宏之　　本多隆彦

　　浅井計征

　永久歯う歯処置歯率，未処置者率において，小

学校ではそれぞれ73．6％，42．8％，中学校ではそ

れぞれ79．6％，43．7％で注目すべき成果である。

　今回は第1報と同一の資料にもとづき，永久歯

う蝕罹患の居住地域差について，永久歯の1人平

均DMF歯数の半年間の増加数について。以上2
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い

項目について考察を進めたので，ここに第2報と

して報告する。なおこの報告の要旨は昭和50年度

第26回十大都市学校保健協議会において発表し

た。

象とした人員数は小学校8，317名，中学校7，587名

である。

表1　居住地域別学校数

地　　域　　別 小学校　　中学校
　1．　永久歯う蝕罹患の居住地域差について

　（1）調査対象とその方法

　調査の対象とその方法は第1報のとおり，小・

中学校の児童・生徒の永久歯のDMF者率，1人

平均DMF歯数，処置歯率について調査した。対

象とした学校は，表1のように，小学校15校，中

学校11校で，それぞれ居住地域を住宅地，商業住

宅地，商工業住宅地の三種に区分した。また，対

表2　小学校の居住地域別比較

住宅地

商業住宅地

商工業住宅地

7
・
7
・
－

6
3
2　（2）調査結果

　調査の結果は，小学校については表2に示すと

おりで，DMF者率は住宅地は79．4％，商業住宅

地は64．9％，商工業住宅地は73．1％，1人平均D

居住地域区分　学　校人　数　DMF者率（％）

住宅地

A

B
C
D
F
F
G

　840

　506

　649

　373

1，574

　678

　716

75．6

81．0

87．4

82．0

73．5

79．4

76．8

鹸平均蟹陣置歯率（％）

2．3

3．4

3．0

3．2

2．2

2．2

2．7

68．2

62．2

66．5

78．0

80．9

74．7

75．9

平均 79．39 2．71 72．34

商業住宅地

H
I
J
K
L
M
N

479

253

285

194

444

307

195

72．0

67．6

72．6

58．8

61．7

62，2

59．0

2．3

2．0

2．2

1．6

1．7

1．5

1．8

63．4

77．3

86．4

76，1

75．0

89．4

86．4

［平均 64．87 1．87 79．14

商工業住宅地 0 824 73．1 2．1 73．8

平均 72．19 2．28 75．61

MF歯数は，住宅地は2．7歯％，商業住宅地は

1．9歯，商工業住宅地は2．1歯，処置歯率は，住宅

地は72．3％，商業住宅地は79．1％，商工業住宅地

は73．8％，DMF者率と1人平均DMF歯数にお

いて住宅地と商工住宅地との差が大きいので，F

値を求めてその差を検定したところ，表3に示す

ように，危険率1％で有意の差を認めた。すなわ

ち，DMF者率と1人平均DMF歯数は住宅地の
方が商業住宅地よりも高かった。全体での各校平

均値はDMF者率は72．2％，1人平均DMF歯数
は2．28歯，処置歯率は75．6％であった。

　中学校についてみると，表4に示すようにDM

F者率は，住宅地は91．9％，商業住宅地は91．2％

商工業住宅地は92．7％，1人平均DMF歯数は住
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表3　居住地域別小学校の比較

DMF者率（％） 住宅地

商業庄宅地

1人平均DMF歯数（歯） 住宅地

商業住宅地

処置歯率（％） 住宅地

商業庄宅地

79．37　　　　　F＝14．45

64．87　　F　　l％点で有意

2．71

1．87

F＝26．24

1％点で有意

72．34　　　値　　　F＝0．253

79．14　　　　　5％点・有意でない

FO．01（1．12）ニ9．33

●

FO．05（1．12）＝4．75

宅地は4．65歯，商業住宅地は4．46歯，商工業住宅

地は3．70歯，処置歯率は住宅地は81．2％，商業住

宅地は78．4％，商工業住宅地は82．6で，どれも地

域間に大きな差はなかった。全体での各校平均値

はDMF者率91．84％，1人平均DMF歯数4．42
歯，処置歯率79．93％であった。

表4　中学校の居住地域別比較

居住地域区分　学　校人　数　DMF者率（％）

住宅地

1人平均DMF
歯数　　（歯） 処置歯率（％）

A

B
C
D
E
F

　479

　985

　754

1，184

　927

　533

85．2

88．6

92．7

95．7

94．0

95．1

3．7

3．　8

4．5

5．9

4．5

5．5

平均

91．8

93．1

76．8

77．0

71．3

77．1

91．88　　　　　；　　　　　　4．65
81．18

商業住宅地
G
H
I
　
均

　

　

　
一
平

350

217

393

94．　9

91．7

87．0

5．5

3．8

4．1

73，3

79．5

74．2

91．20 4．46 75．66

商工業住宅地 J
K

797

968

94．6

90．8

3．9

3．5

87．2

78．0

平均 92．70 3．70 82．60

平均 91．84 4．42 79．93

　（3）小学校児童のDMF者率と1人平均DMF

歯数の居住地域差についての学年別考察

　小学校児童のDMF者率と1人平均DMF歯数
について居住地域差がある状態について考察する

ために，第1図に示すように住宅地（A）と商業

住宅地（B）の各1校を例にとり，1人平均DM

F歯数とDMF者率について学年別にグラフ化し

てみた。その結果，DMF者率，1人平均DMF
歯数共にA校はB低学年において校より高率で，

A，B校の差も大きく，高学年になるとA校はB

校より高率ではあるがその差は小さくなってい

歯
5

4

3

2

1

0

図1　1人平均DMF歯数の学年別比較

♂　／
x／x
1 2 3 4 5 6学年

も
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表5　小学校の1人平均DMF歯数の半年間の増加数

居住地域区分　学校

　　　　　　　A

　　　　　　　B

　　　　　　　C
住宅地
　　　　　　　D

　　　　　　　E

人数春　秋増加数
　506　3．0　　3．4　　0．4

　649　2．7　　3．0　　0．3

　373　　2．6　　　3．2　　　0．6

1．574　　1．9　　　2．2　　10．3

　　　　　　　　1　678　　2．0　　　2．2　　　0．2

一一一一
　fセ　宅　圭也　才交　（平均87．4％）

一
　商＃gft三宅圭也†交　（’i牡勾72．6％）

平均

1 2 3 4 5 6学年

る。このことからDMF者率，1人平均DMF歯
数の居庄地域差は低学年児童のう蝕罹患状態に差

によるもので，中学校生徒において前述のように

居住地域差がきわめて小さく，小学校から中学校

への年齢的移行のようすがうかがえる。

商業住宅地

F
G
H
I
J
K
L

2．44　　2．80　　0．36

479　　2，1
　　1
253　11．6

285　　1．9

194　　1．5

444　　1．5

307　「1．3

195　　1．6

2．3

2．0

2．2

1．6

1．7

11．5

1．8

0．2

0．4

0．3

0．1

0．2

0．2

0．2

商工業住宅地

平均　　　　　1．64　1．87　0．22

M8241．72．110．3
平均 1．95　　2．24　　0，28

　2．永久歯の1人平均DMF歯数の半年間の増加数

　　について

（1）調査対象とその方法

　調査の対象とその方法は第1報のとおりで，調

査校の内より春と秋の年2回口腔診査を行なった

小学校13校と中学校4校について考察した。居住

地の区分は1．と同様である。

（2）　調査結果

　小学校についてみるに表5のとおりで，13校の

春の1人平均DMF歯数は1．95歯で，秋のそれは

2．24歯で半年間に0．28歯増加した。居住地域別に

みると，住宅地は0．36歯で商業住宅地の0．22歯よ

り高く，商工業住宅地は0．30歯で前二者の中間で

あった。

　1人平均DMF歯数については，住宅地と商業

住宅地との地域差のあることはすでに述べたとお

りであるが，半年間の増加歯数の差についてもF

検定してみるとF＝15．45＞FO．01（1．10）＝10．04

となり，1％点で有意の差を認めた。すなわち，

1人平均DMF歯数の半年間の増加歯数は住宅地

の方が商業住宅地よりも多いことがわかった。

　中学校についてみると，表6に示すように，1

人平均DMF歯数は，春に4．25歯，秋に4．55歯で

半年間に0．30歯増加した。また，居住地域別にみ

ると，それぞれ0．2～0．4歯で，住宅地が最も多く

0．3～0．4歯，ついで商業住宅地0．3歯，商工業住

宅地0．2歯であった。

表6　中学校の1人平均DMF歯数の半年間の増加率

居住地域区分 学校　人　数　　春

A　　　985　　3．8

B　　　533　　5，5

秋　増加数

住宅地

商業住宅地 C 217　　3．　8

商工業住宅地　　D 797　　3．9

4．2　　0．4

5．810，3

4．1　0．3

4．1　　0．2

平均 4．25　　4．55　　0．30

　まとめ

　京都市内児童生徒の歯科実態調査の結果より，

永久歯う蝕罹患の居住地域差について考察したと

ころ，小学校においては，DMF者率と1人平均

DMF歯数は住宅地と商工業庄宅地との間に有意

の差を認めた。すなわち，住宅地の方が商業住宅

地より高率であった。かつては両者を比較する場

合，経済的に豊かな住宅地の方が歯科管理が良好
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であると考えられていたようであるが，最近は人

口のドーナツ化現象によって住宅地域において歯

科医の数が不足しているためと，家庭環境の変化

によるものと思われる。中学校においては，居住

地域の差は大してないようである。

　なお，小学校における居住地域の差について学

年別に考察したところ，低学年（1～3年）にお

いて大きな差があることがわかった。

　永久歯う歯の1人平均DMF歯数の半年間の増

加数について考察したところ，小学校では平均

0．28歯で，住宅地は平均0．36歯，商業住宅地は平

均0．22歯で，両者の間に有意の差を認めた。中学

校では平均0．30歯で，居住地域による差はほとん

どなかった。

　第2報を終わるにあたり，この調査にご協力い

ただいた関係各位に深く謝意を表します。 弓

予防歯科と乳歯

大阪市学校歯科医会「子供の歯を守る母親との懇談会」

キャンペーソ用配布パソフレットの一例

大阪市学校歯科医会常務理事，中川小学校歯科校医　後藤宮男

　歯科疾患には2大疾患といわれるものがある。

それは，う蝕と歯周疾患である。この両疾患とも

国民の80～90％を侵している。歯科疾患のとらえ

方が歯数が多いことから他疾患とは異なっている

が，その発現年齢には大きな違いがあり，歯周疾

患が青年期以後に好発するのに対して，う蝕は歯

が萌出して間もない時期からひん発する傾向をも

っている。つまり，う蝕は小児に特有の疾患とい

える。

　近年，生活上の変化，ことに食習慣の変化は，

う蝕の発生に対して増加的に働いて学校歯科保健

関係者の努力の域をこえたものになってきてい

る。そこで「治療より予防，歯は自分で守ろう」

の方針でう蝕にならないように自主的に予防管理

をしなければならない。

　1．歯質

　（1）乳歯は妊娠中の母親の健康，栄養状態に左

右される（妊娠そく育児）

　（2）永久歯は生後すぐから萌出する6歳くらい

までの栄養，健康管理が問題になる。

　（3）歯質向上のためにフッ素塗布も有効であ

る。

　2．微生物

　口中は細菌の生育に適当な温度，水分，栄養が

十分にある。

　3．食物

　（1）なんでもよくかんで食べる。偏食をせずに

特にたん白質，カルシウム分，ビタミンA・B・

Cを十分にとること

　（2）過剰の糖分をとらないように特に注意（甘

味公害：白砂糖のはんらん）

　全身的影響

血液一→酸性一→中和（カルシウムが使用される）

一→カルシウム不足

　子どもたちは骨折しやすくなる。カルシウム不

足の妊婦から生まれた乳児は小児マヒにかかりや

すい。極度の場合は長管骨の骨折した状態で出産

した例あり。精神の安定が欠ける，胃腸に対して

筋肉の弾力性をなくし，便秘症になりやすい。

　ビタミンB1不足，胃腸病の誘発，皮ふ病（化膿

しやすい体質）

　動脈硬化（コレステロール増加），，心筋こうそ

く

　必須アミノ酸，リジソの破壊，糖尿病，結膜炎，

蓄膿症の原因となる。
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もちろん肥満にもなりやすい。

　歯牙に及ぼす影響

　砂糖の消費量とう蝕の数は約5年のずれをもっ

て比例する。

表1

1・・9中膣♂響 カルシウ
ム　（mg）
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　現在1人当り砂糖消費量は80グラム。成人の砂

糖消費許容量は50グラムといわれる。糖害は許容

量の少ない子どもたちに特に現われ，最近学童の

骨折の多いのもうなずける。

　表でみると特に増加しているのは清涼飲料であ

る。一方8年間にむしろ減少しているものに，家

庭用がある。すなわちわが国の砂糖消費は業務用

が多く49年度では75．3％を占め，家庭用は24％し

かない。これは一般に「おやつ」を家庭でつくる

ことが少なくなり，既製の菓子や清涼飲料に片寄

ってきたためでなかろうか。砂糖摂取量を知る上

においても，家庭でつくった「おやつ」を与える

べくお母さん方の努力がほしいものである。

　哺乳びんう蝕

　これは乳幼児が常に口腔内に，特に夜，寝なが

ら哺乳びんをくわえた状態を続けることにより，

下あご前歯以外の歯に，長時間哺乳びんの内容物

が接触して起きるう蝕症で，内容物の酸度が高く

砂糖が多く含まれているほど，歯牙の表面脱灰が

進みやすくなる。睡眠中はだ液が減少し，中和作

用が働かなくなり，う蝕の進行も早まることとな

る。

　内容物としてめだつのは，乳酸菌飲料水である。

表2　各種飲食品の分析（清涼飲料）

分析項目供試品　水分％　糖質％ pH カロリー 備 考

サイダー類

コーラ飲料類

フレーバーガス飲料類

乳入り清涼飲料類

果汁入り清涼飲料類

　　　　〃
天然果汁類

果肉飲料類

発酵乳類

殺菌乳酸菌飲料

乳酸菌飲料類

90．27

89．03

86．74

86．25

86．70

86．25

89．19

83．61

80．60

87．00

81．46

9．72

10．89

12．85

13．22

13．14

13．54

9．48

15，81
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12．48

16。90

1
7
7
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0
7
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1
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3
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2
3
2
3
3
3
4
3
3

9
5
5
6
3
5
6
5
0
2
5

3
4
5
5
5
5
4
6
8
5
7

　三ツ矢サイダー等

　コカ，コーラ等

　プアンタグレープ類

　カルピスソーダ等

・プラッシーナレンジ等
F

…オレンジカルピス等（5倍液）
J

　ボン100％ジュースオレンジ

1不二家ネクターピーチ等

　明治ハネヨーグルト白等

　カルピス等（5倍液）

ヤクルト等

日本食品分析センター　S48．8．22調
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　しかし他の飲料水でも発生してくることが最近

知られてきた。表2を見るとわかるように，砂糖

の量は10～16．9％で，最高は表の下段の乳酸菌飲

料である。

　酸性度（pH）は全ての飲料水が強度の酸性を

示し，「う蝕発生pH　5．4」をはるかに越えコーラ

類ではpH　2．7という驚くべき強酸度を有してい

る。ただ，通常飲む場合は，口腔内に長くとまら

ないため，酸度はあまり問題にならないが，糖質

の量が問題になる。

　清涼飲料水は哺乳びんで絶対飲ませてはならな

い。

ET指数（糖分の性状や摂取ひん度から見た糖

分の害の度合）

糖分の性状

糖分摂取時間

ー
ム
9
臼
3
1
占
2
（
」
∠
－

液体

固体

粘着性のあるもの

食事中

食後

食間

夜間（就寝前）

20

40

80

十〇

十2

十5

十10

　ET指数50以下であれば，子どもたちのう歯は

追放できるといわれる。う歯予防の観点からみる

と，間食は食事以上に大きな意義がある。次の諸

条件を守って間食はとらなければならない。

　時間を決めて与える。食事と間食の間隔が短く

ならないように注意（食事の2時間くらい前に）。

　糖類の摂取が多過ぎないように。

　1日3回の間食は多過ぎる。

　4～5歳までは午前，午後各1回ずつ，それ以

後は午後1回のみとする。

　夜，寝る前の間食はやめる。

　内容が粘着性の甘い菓子類や，砂糖入りの甘い

飲物に片寄らないようにして，くだもの，野菜，

牛乳，チーズ，生ジュース等にする。

　食事と同様食品の組合せに注意して清掃効果を

あげること。

　PF指数（摂取食品の形態（物理的性状）は，

う歯の原因であるプラーク（歯苔，歯垢）の形成

に大きな影響を及ぼす。すなわちPF指数はプラ
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一 クをつくりやすい食品とつくりにくい食品との

割合である。

　PF指数を低くするためには，甘い食物，粘着

性のある食物をひかえる。また「かむ」ことによ

って歯をきれいにすることのできる食物（繊維性

の野菜，くだもの，つけもの等）を常に組み入れ

るように心がける。

　間食に適したもの

　季節の野菜，いもをゆでたもの，くだもの，牛

乳，チーズ，生ジュース，ピーナツ，塩せんべ

い，あられ，コーンフレーク，中華肉まんじゅ

う，ポテトチップ，甘ぐり，手作りのもので砂糖

が少なく野菜，くだもの，乳製品，バターなどを

用いているもの。

　間食に不適なもの

　チョコレート，あめ玉，キャラメル，菓子パン，

まんじゅう，乳酸飲料，アイスクリーム，ケーキ，

炭酸飲料（ET，PF指数の高いものほど不適）

表3　乳歯う蝕の実態
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表4　乳歯の萌出および脱落
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　母胎の中で胎児の歯がつくりはじめられるの

は，胎生35日くらいからで胎児の大きさは約11

mm程度です。その時はまだ顔・舌その他の内臓

器官はできていない。妊娠3ヵ月で石灰化（カル

シウム）がはじまります。乳歯は完全に母親の胎

■

ら



内でつくられます。したがって，母親の偏食，栄

養上の不注意がそのまま子どもの歯の上に現われ

るといっても過言ではない。妊娠そく育児という

言葉は歯についても言える。

　永久歯は生後すぐにつくり始められ，6歳（1

年生）までにあごの中でできてしまう。したがっ

て，永久歯は6歳までの栄養と健康の管理が問題

になるといわれている。乳児期の健康状態（大

病）偏食等，栄養上の欠陥によって歯の組織に見

られるしま目に異常が現われる。

　子どもには成長・発育という，生命力と健康保持

のための栄養が必要である。大人が生命を維持す

るために必要な栄養は体重／kg当り35～40カロ

リーといわれています。子どもの場合は体重／kg

当り70～80カロリーが必要とされている。大人の

2倍の栄養をすべて口から取っているのです。こ

の時期にう歯の多い子どもの食べものの好ききら

いを調べると，肉食が多くきらわれているのはお

もに歯が痛い，歯につまる等をあげている。発育

に最も必要とされているたん白源がこれによって

不足することも考えられ，発育不良，虚弱体質と

いう結果を招くこともある。

（A）表情美豊かな顔の肉づき

　正しいそしゃく運動によってバラソスのとれた

顔の肉づきが作られる。また永久歯の歯列不正

や，不正咬合も乳歯のう歯が原因である。

（B）神経症の原因となる。

　う歯のとう痛により不眠や，食事の度の不愉快

さなど，度重なる本能的要求の不満が幼児の神経

症をおこすこともある。神経症となると思考力の

減退，持続性の消失，学習に対する根気がなくな

る。

（C）遠隔臓器に障害を起こす原因になる（歯牙

中心感染）病巣感染，肝臓，じん臓機能障害

　関節リューマチ様症状，じん臓疾患，皮膚の炎

症，心臓の心膜炎，弁膜障害。

　母親できまる子どもの歯の一生

　母親は少なくとも1ヵ月に1度は子どもの口中

を見ること。

　1．　口中はいつも清潔にしておくこと。

　食後の歯みがきの習慣を。時間にこだわらず，

　適切なみがき方が大切。

　歯ブラシは適当なものを選ぶこと。

　子どもの一番身近な母親が範を示し，習慣の見

　本を示す。

　子ども用歯みがき粉の甘さは，乳糖なので心配

　はない。

　番茶はフッ素を含んでいるので，歯のためによ

　い。

　子どもの歯を守るため，家庭生活の変革を求め

　る。

　2．甘いものを与えないこと。

　ET指数を50以下におさえるように注意のこ

　と。

　育児期からの予防が大切，人工栄養（ミルク）

　より母乳が望ましい。

　糖分をおさえ，材料の持ち味を生かした料理方

　を考え，その味になれさせる。

　甘いものを食べた後，30分くらいは口中の酸が

　強くなり，歯のとけやすい状態になっているの

　で，甘い物を長時間かけて食べないこと。

　与える間食に注意。

　3．栄養のバランスのとれた食事をすること。

　4．治療より予防に，歯は自分で守る心構iえと，

　歯には自然治ゆがないことを肝に銘ずること。

　歯科保健活動推進上の問題点

　家庭の理解と協力なくしては効果はあがらな

　い。

　習慣化にまで到達しないと効果がない。

　むし歯に対する認識を改める。
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う蝕抑制剤フッ化ジアンミン銀塗布による

歯質黒変の欠陥に思う

熊本市　栃原義人 」

　わが国におけ年少者のう歯増加は今もなお続

き，う歯予防はますます重要課題となっている。

　先日，日学歯第9回総会（昭和51年6月28日）

でも協議題として“児童う蝕抑制対策（案）”が提

案されている。この提案は，さらに充分検討を加

え近く具体策としてまとめ実施に移すよう指示す

る方針だという。よき哉！．1

　ところで，この日学歯提出の原案一児童う蝕抑

制対策案一中にも，フッ化ジアンミン銀なる品目

が……2，保健管理の立場から　（イ）　う蝕の病変

に対するフッ化ジアソミン銀の塗布を行なう……

と明記提示されてある。ここで，古老の筆者はな

んとなく，約40年前の鍍銀法流行時代を思い浮か

べた次第である。鍍銀法がわが歯科臨床界に流行

し一世を風靡し，その頂点に達したのは昭和12～

3年（1937～8年）の頃だったと思う。鍍銀法は

歯質黒変の大欠点さえなければ，初期う蝕をメッ

キで固め，う蝕の進行を抑制するすぐれた薬剤だ

というのが当時の評価であった。要するに往時の

鍍銀法流行は歯質黒変という審美的な致命的欠陥

によって泡のようにあわれ消え去った。その頃，

学校検診時，鍍銀法による臼歯窩溝部の黒変のた

めC1の判定にしばしば迷ったことも事実である。

　鍍銀法

　鍍銀法とは，もともと古くから病理組織標本に

採用されていた鍍銀染色法から転用しう蝕予防，

感染根管治療を行なったものである。第1液は硝

酸銀，第2液には反応速度を速めるため還元剤10

％ブドウ糖液，0．5％カセイカリを使用したよう

である。学童に対するう蝕予防抑制として，この

鍍銀法を熱心に実施開発した元祖的功労者は，甲

府市立富士川小学校歯科医，故小川祐心氏らで，

その基礎的研究は東京歯科の病理学教室故花沢鼎

教授が研究指導されたように記憶する。

　おわりに

　う歯予防対策は平滑面う蝕と窩溝う蝕を区別し

て2面作戦をやるべきである。平滑面う蝕予防

は，歯口清掃ブラッシングで充分可能であるが，

窩溝う蝕はブラッシングのみでは不充分である。

　そして，実際上う歯予防の目標は6歳臼歯が本

命となるのが常識である。さて，6歳時の6歳臼

歯の窩溝う蝕C1であったものが，11歳時に総て高

度う蝕に移行するものとは限らずC1のまま存在す

るものが相当数あるのも事実である。そこで，C±

C1をただちに充填するよりも，たとえば年2～3

回以上の学校検診で充分に監視できる環境下にあ

るならば，（》になってから充填した方が合理的で

ある。

　この意味から，昭和27年（1952年）榊原勇吉氏

は，C1よりC2に進んだ時に充填を行なうことを推

奨し，これを適時充填と呼称した。この適時充填

の趣旨を生かすための前衛処理としてフッ化ジア

ンミン銀の塗布は有効優秀だと思われる。ただ

し，歯質黒変の欠陥を別とすれば。

　窩溝う蝕予防のすぐれた術式としては東歯大竹

内光春教授らにより研究開発された合成樹脂填塞

法がある。効果確実である。この樹脂填塞法実施

に当たっては，あらかじめ学校検診時，6歳臼歯

の窩溝の深いものをC±としてチェックして人数

を整理制限しておけば集団的処理も可能である。

そして，樹脂填塞法は歯科衛生士の業務内である

から都合がよい。筆者は先にこの巡回班の活動に

は窪山武学校巡回歯科器械（エアタービンを除い

たもの）を推挙しておいた。（日本学校歯科医学会

会誌31号，う歯予防法案の考究栃原義人参照）

　今回日学歯から指示する“児童う蝕抑制対策”

の中にも樹脂填塞法を追記し，これを積極的に実

施普及するよう指導してほしいと思うのである。

●
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講習会／東京，9月9日，10日

昭和51年度学校
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文部省と共催の講習会を今年は東京都に全国の出席老を集めて開催した。

文部省学校保健課直接の指導で，オリンピック記念青少年総合センター内で，講義，シンポ

ジウムと進行した。当日の要項からと，詫間先生のほとんど新原稿といえるものを掲載して

参考に供します。

保健指導の方法と教育工学について

国立特殊教育総合研究所教育工学研究室長　詫間晋平

■

　「学問に王道なし」といいますが，保健指導の

原理や方法についても王道なしで，なにかひとつ

原理をつかめば，それであとトントン拍子に事が

運ぶというわけにはいかないようです。

　はじめに，行政的な意味で保健指導の枠組につ

いては，一応，1973年（昭和48年）　「保健指導の

手びき」（小学校）が，文部省から出ています。こ

れに準拠して，少なくとも小学校の保健指導の展

開がなされることになっています。これは御承知

のように，教育課程（カリキュラム）の中，こ3領

域というのがあります。これは行政上の用語です

が，（1）各教科，（2）道徳一道徳というのは戦前は

修身科という教科でしたけれど，現在は，これは

教科ではないという建前になっています。
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　3つ目は，（3）特別活動があります。この特別活

動の中が，さらに3つにわかれて，学校行事と学

級指導，児童活動です。（小学校の場合）

　これが教育課程内における教育活動でして，こ

れは，計画的，組織的に展閉される領域です。そ

のほかに教育課程外の教育活動もあります。この

両方を合わせて，学校における教育活動の全体と

いうことになるわけです。

　教育課程外というのは，いわゆる業間すなわち

授業と授業との間の時間帯，あるいは，放課後，

登下校の時間で「随時，随所」の機会を通して指

導がなされることになります。

　たとえば，登下校のときに交差点で子どもに会

って危いことをしていたから注意したという場

合，つまり機会教育ということになりますが，こ

れも教育活動としては，重要な役割でもあるわけ

です。しかしあらかじめ計画され，いつ，どこ

で，だれがやるということなど，組織的とり決め

はないので，教育課程外の活動と分類されている

わけです。

　「保健指導」とは，特別活動のうちでも，学級

指導の中に中心的に入ってきます。ここに入って

くる安全指導とならんで，給食指導，学校図書館

の利用指導などがあります。学校行事では，これ

は保健体育的行事が該当します。この中みは，保

健の方だけいいますと，健康診断，大掃除などが

入ってきます。こちらのは，学級を中心として，

という表現になっており，問題は，このような特

別活動の中における　「保健指導」と　「各教科」，

小学校の場合は体育科の中の保健学習です。

　この中の体育の授業時間の10％に，「G項保健」

があります。これが，いわゆる「保健学習」で，

5学年と6学年しかないわけです。これは保健に

関する知識の理解に中心があるわけです。この保

健学習と保健指導を合わせて広義の保健教育が，

構成されることになります。保健指導の方は「実

践的態度の育成」に特徴があります。単なる知識

の理解とか，部分的な技術の習得からは，区別さ

れてきます。特に「保健指導」の検討といいます

＊Ruth　E．　Grout，‘‘Health　Teaching　in　Sch∞1s，，5th

　ed．，　W．　B．　Saunders　Co．1968．
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と，健康生活を保持増進していくための望ましい

実践的な態度の育成ということを，どのように進

めていくかの原理と方法をさぐるということにな

ります。

　これはいわゆる復習みたいなことで，大変失礼

なんですが，それで次は原理ということになるの

ですけれど，特にこちらの方に注目したときの原

理というのは，その中でも，健康の保持増進にと

って望ましい行動の変容の原理と方法ということ

が，中心的課題となります。これを教育的な過程

（プロセス）で行なう必要があるわけです。ミネ

ソタ大学の名誉教授のルース（Ruth　E．　Grout）

女史の定義がよく引用されます。行動変容に重点

をおいた保健教育の定義といえましょう。

　それによりますと，原文に即していえば，ここ

にthen　maybeというのが入るんですけれどis

としてもかまわないのです。それによります

とrHealth　educationとは健康について知られ

ているところのことを教育的過程という手段によ

って，望ましい個人あるいは地域社会の行動様式

として具現化することである」（筆者訳）＊となっ

ています。健康について知られていること，むし

歯についてもそうですが特に眠る前に甘いものを

食べるなとか，たくさんの注意がありますが，そ

れをそのまま単なる知識ではなく，行動に移行さ

せることが真の保健教育となります。

　タバコの害，砂糖の害にしても，みなそうで

すが，それを実際，健康の保持増進上望ましい

「behavior　pattern」（行動様式）に具現化して

いくところにポイソトがあるのです。

　行動変容をどういう方法でやるかというと，先

程いった教育の過程（process）で行なう必要があ

るわけです。これは何でもないようなことなんで

すが，実は意味があるわけです。

　行動様式に具現化し変容させていくという現象

を起こさせるためには，各種の方法があるわけで

す。いちばんてっとり早いのが，スパルタ的な方

法で，理くつぬきに物理的な力，場合によっては

暴力を用いて指示をきかなかったら理屈ぬきにぶ

んなぐってしまうという形の手もあります。それ

から逮捕あるいは罰金などへの恐怖を利用する場

亀
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合もあります。あるいは強制的な知的操作を行な

う，いわゆる洗脳の方法もあります。

　この場合，強制的な注入ですから，これはかな

り暴力を伴うケースもある。こうこうと光をてら

すとか，音のない部屋に入れるとかの方法があり

ます。それから金力による誘導です。歯を磨いた

ら1日5万円やると言えば，たいていの人は歯を

みがくわけですね。こちらの方がやや民主的なや

り方かもしれません。しかし，教育的なやり方と

いうのは，いわゆる動機iづけ，self　motivation

ともいいますが，動機作用，特に自己の動機作用

によって行なう。つまり自分の意志でもって自主

的に行動変容を行なうという点を教育的過程は狙

っているわけです。

　わが国の場合education　processということ

よりも，日本の場合，法的な強制力が非常に整備

されていて，結核予防法とか，伝染病予防法その

他，健康診断を実施するための法律（学校保健法

を参照），あるいは梅毒その他の検査といったこ

とに法的整備が非常によくいき届いている。これ

がかえって，教育の過程に主点をおく接近の仕方

に災いしているといえましょう。

　変な言い方ですが，裏返しにいいますと，アメ

リカでは，普通の人に梅毒の検査を強制すること

はできないわけです。それは憲法のプライバシー

の問題にかかわってきます。自分が梅毒であろう

がなかろうがそれは本人のプライバシーなので，

それをなぜ強制的に血液をとって検査する権利が

国にあるのかという立場になります。あるいはレ

ントゲン検査についてでもそうですが，われわれ

はお上の命令だというので検診車がくれば，あり

がたく順番に並んで受けて，特に疑問をはさむ人

はおりません。

　これはたいへんありがたいことですが，裏を返

すと，アメリカなどではそれができないわけなん

です。どういう権利があって強制するのか，放

射能が人体に蓄積して困るじゃないか，障害がで

た場合どういう保障があるのだという話になって

しまいます。法的な規制力でもって健康に必要な

行動を規制して行なわせることができないわけで

す。

　このような状況が一一つの重要な背景となって結

局教育的な過程が重視されてきます。逆にこれが

弱いということは，個人の権利が強いということ

になるんです。ですから，本人を教育の過程によ

って，動機づけて，目覚めさせ，自主的な意欲が

出た場合には，ぜひしてほしい，自分はなにか最

近，微熱が出るとか，せきが出るとか，声が少し

変わってきたとかいろんなことになった場合に，

こんどは検診を受ける権利というのが出てくるわ

けです。それを地方自治体なり国に対して要求し

ます。そうしますとそれに対しては，いつでも受

け入れるだけの検査の設備を整えなければいけな

い義務が行政の側に出てきます。

　それはお上の強制力でやってやるということで

なくて，「service」（サービス）として受入れ体制

をととのえるという意味になるわけです。これが

どうにも日本語には訳しにくい。日本でいうと保

健管理の意味が強くなるのですが，むりして，保

健事業と訳す場合もあります。ここに，個人的と

コミュニティと書いてありますが，これは集団の

健康にかかわります。public　health領域での集

団の行動様式の変容は，単に個人の問題だけでは

なく集団の現象として異質なものを提出してくれ

るということがあるわけです。個人個人がいくら

よくしていても，全体をまとめてみると必ずしも

よくならないという現象が出てくるわけで，その

ために社会的閾値ということもいわれています。

　集団の予防接種もそうですが，閾値として「臨

界値」がありまして，たとえば，ある種の疾病に

ついてコミュニティの75％の人が予防接種をうけ

なければ，その臨界値以下の，たとえば70％の人

が受けても，結局その疾病が流行してしまうとい

う現象があります。その意味でわざわざ個人とコ

ミュニティと書いてあるのも，これらのことを考

慮して書いてあるのだと思います。

　個人と集団というのは，いまいったように，現

象としても一つ異なった様相を呈することをお考

えおきいただきたい。教育の過程によって行動の

変容を行なうためには，段階があるわけで，単純

な刺激から，いっぺんには行動の変容が起こるケ

ー スは少ないわけでして，それが次の原理になる
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と思うのです。大ざっぱにいって，モーティフ

（motive）といいまして動因と訳していますが，

motivationを断片的にしたものとお考えになっ

ていただいてもいいと思います。

　motivationは動機づけといっていますが，む

しろ動機作用といった方が正確のようです。づけ

というと何か外から働きかける意味になります

が，自分自身が動機づける，あるいは動機づけを

学習するということもありますので，づけ，とだ

けいうのは少しまずいと思います。

　次にattitudeですが，先に実践的態度という

ことが出ていましたが，これは動機作用が蓄積さ

れて，持続性があり，一貫した形成，一定の行動

の発現を予測させる心の構えや準備性をさしてい

ます。これはあくまでも選択的な知覚や意識のレ

ベルの問題です。これがもう少し深まってくる

と，今度はbelief「信念」と訳せます。これにな

りますと構造にまでなる。

　これはひとつのprocessの心理的な見方です

が，まだ他にもいろいろな見方があり，たとえ

ば，公衆衛生の方では，大体これに沿った見方で

すが，interestそれからawareness（意識化），

それから，tria1（試行），それからevaluation

（評価），さらにadoption（採用）というprocess

を考えて，それぞれの段階に即した働きかけを工

夫しています。

　学校教育の方では，最近，B．　S．ブルームと

いうアメリカの教育心理学者ですが，この方も偶

然ですが，情意領域における5段階の評価として

「受け入れる」「反応する」「価値づける」「価値

の組織化」「一定の構造をもたせる」それからその

構造をもったものによる，「価値の組織化による

個性化，個人化」つまり価値の内面化を示してい

る。

　いま申し上げたbeliefs，各段階にいろいろと

あるんですが，これは，たとえばこの保健教育に

関しては，その中がさらに3つほど，たとえば疾

病予防ですね，むし歯の予防でもいいのですけれ

ど，beliefs　of　susceptibilityですか，つまり，

自分がかかるかもしれないということ。beliefs

がないといけないんです。まず，自分もむし歯に
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なるかもしれない，あるいは自分もガンになるか

もしれないというbeliefsをもってないといけ

ないわけです。かかったら重いそ，というbelief

in　severity，信念も必要です。早く治療すれば

治るというbelief　in　the　benefitという3つの

beliefsが必要といわれています。こういうこれ

らの信念，自分もかかるかもしれないそという信

念，かかったら重いそという信念，早く手を打て

ば治るんだ，利（受）益，得があるんだぞという

信念の各段階にわけて，働きかけをしていかなけ

ればならないわけです。

　この，重いそ（belief　in　severity），というの

はあんまりおどかしすぎてもいけない。歯科衛生

でも，アメリカで失敗した例もあるんですが，軽

いおどし，中程度のおどし，重いおどしと3つあ

って，あんまり重くおどしてしまうと，かえって

望ましい行動変容が起こらなくなってしまう。

　たとえば，一旦ガソにかかったら大変だぞ，治

りませんよ，不治の病ですよ，といっちゃいます

と，じゃどうせかかっちゃったら死ぬんだから，

知らないでいた方がいいとなります。それでは検

診にさそう効果がなくなるわけです。

　子どもの場合ですと，むし歯になるとお医者さ

んに行って歯をガリガリってやられるぞ，という

ようにおどしすぎをしてしまうと，もうこわがっ

ちゃって，早く治療を受けさせようと思っても，

決して行かなくなる。行っても，歯を食いしばっ

て口を開けないとかで，先生方はそれで大変苦労

されることになります。

　情意領域では反省的体験が非常に大事なんで

す。ここでひとつ注意しておかなくてはならない

のは，情意領域では，つねに退行現象（regression）

が起こるということです。つまり一つ前の段階に

逆もどりするということです。

　次に保健指導の方法の問題になりますが，いわ

ゆる教育工学的な方法の前身になっているところ

の視聴覚的な方法，これがきわめて有効な方法

　（audio－visual　method），になってくるわけで

す。オハイオ大学のエドガー・デール教授が，経

験の三角錐という理論原則を出しています。何か

といいますと，三角形，これをちょうど，ひっく

亀
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り返したような図形なんです。

　直接的な経験から積みあげた言語による抽象的

概念に達するというモデルです。このプロセスを

ふんでいかないと退行現象が起り易いことになり

ます。

　audio－visual　methodは言語を伴う：豊かな感

性的体験を通して理性的な把握を与える方法とい

いかえることもできます。

　そこでは，学習者の心性の発達段階に適合した

刺激の提示，様相の提示，冗長な提示，dominant

なcue（手がかり）の提示などの特徴があります。

いま，視聴覚的方法という表現をしましたが，その

道では現在は視聴覚的方法ということばはすでに

あまり使われなくなってきて，教育工学的方法，

といっています。

　視聴覚研究室というのは，だんだんなくなり，

むしろ教育工学研究室というのが制度的にも認め

られる形になってきてます。どういうところが違

うかと言いますと，資料1に書いてあるように，

視聴覚的方法というのは，主として教育機器です

ね，ハードウェアについてのみ重点を置きすぎて

いたきらいがあります。単なる刺激教材だった傾

向もあります。もちろんこれは，1950年代におい

ては非常に有効な働きをしたわけですが，単なる

刺激教材としての役割が強調された傾向がありま

す。しかし，だんだん反省が出てきまして，子ど

もの反応というのをふまえながらやっていかなく

てはいけないんだということがわかってきた。こ

れを反応制御といってます。

｝資料1
11．

1　2．

3
」
4

教育機器

ハードウエア

学習プログラム（領域系列）

ソフトウェァ

教育システム化（最適化）

生体工学・人間工学

　子どもの反応を制御するというかたちで，学習

の内容をもうすこし整理，整とんして，子どもの

反応をふまえながらこういう反応だったら，こう

いうのを与える，こっちの反応だったらこういう

のを与えるというように，いわゆる枝分れ方式な

どによるソフトウェアとしてのプログラム学習

が，重視されるようになって来た。これは，1960

年代ぐらいからだんだんふえてきた。65年ぐらい

からは，両方を合わせたシステム化という考え方

に発展してきた。これは反応が教師の方から生徒

に対する一方向のものであった。これを両方向に

することが，システム化になります。それが，反

復といいますか，多方向multipleな子ども同

士のcommunicationもありますし，先生との

commuicationもあるということで，システム

化が強調されてきました。

　そこに書いてありますが，資料1のシステム化

です。資料2の授業のシステム化，これはその定

義づけについては東大の東先生が提起しておられ

るわけです。授業の中の各部門間に緊密な情報の

うけわたしが行なわれるという，活動体系として

授業をとらえていかなくてはいけないという考え

方です。

資料2　授業のシステム化

「授業は典型的には，教師と生徒との相互作用と

して進行される。だが，これは，より大きなシス

テムの一環をなすはたらきである。ここでシステ

ムというのは，なんらかの目漂を達成するための，

その部分間に緊密な情報の受け渡しの行なわれる

活動体系と，考えておいていただきたい。」

→システムの最適化

東洋「授業の心理学」教育学全集（1968．1．）

「教授と学習」

資料3　システムの定義

○　システムには構成分子（components）があり，

　それは全体としての視点からみると，いくつか

　の下位の水準（leve1）に分けられる。

○　これら「分けられ」たものは，全体の立場で

　統合し（integrate）うるものであるという判断

　がその根底に存在している。

○全体としてうまく運ぽないときには，これを

　即時に補正する機能を，全体としての仕くみ自

　体の中に組み込んでいる。（木原健太郎氏）
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　もう少しかたいシステムそのものの定義は，そ

の次にありますが（資料3），ひとつひとつの

componentを明らかにし，それをひとつの目標

の中にintegrate統合されていく，ひとつひとつ

が孤立してある機能を果たす，1たす1ではな

くて，1たす1が，3，4になる相乗的な組合

せがシステム化によってでき，かつそしてその

elementsの間にフィードバックの機i能があると

いうことをひとつの特微にしています。

　システム化の目的は一口にいって，授業（教

育）の最適化ということです。教育方法の最適化

で，最大にしてはいけない場合もあります。最適

化をするためにどういう条件があればいいかを研

究するということも教育工学の非常に大事な領域

です。

　その次のページに1，2，3，4，と書いてあ

るのが最適化ということの具体的な条件について

資料4にあります。

資料4

1）　教授学習過程において最適な教材配列を行な

　う

2）教授学習過程におけるフィードバック情報の

　評価と評価関数の決定

3）　教授学習過程の補助手段，すなわち工学的装

　置の開発

4）教授学習過程の工学的解析

　　（注：井上光洋「教育工学の基礎」国土社，

　　1971）

　それから，最後の方にそういう教育工学のシス

テム化をし，最適化をするための授業の指導の案

の作り方の方法というのが，2つほどあげてあっ

て，ひとつが工学的接近，もうひとつが羅生門的

接近というのです（資料No．5，6）。

　これはむしろ教育的接近といっていいと思うん

ですが，工学的接近をふまえた上で，この羅i生門

的接近の方へ行っていただかないと困ります。

　これは，教育工学のひとつの反省でもあるので

すが，あまり工学的にきちっとシステム化をしす

ぎて細かい指導案を流すということが，必ずしも

最適化ではない，ということに気がついた結果で
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資料5　工学的接近（technological　approach）

一般的目標（general　obj㏄tives）
　↓
特殊目標（specific　objectives）
　↓
「行動的目標」（behavioral　obj㏄tives）

　↓
教材（teaching　materials）
　↓
教授・学習過程（teaching－learning　processes）

　↓
行動的目標に照らした評価（evaluation　based　upon

behavioral　objectives）

強調点：教材の精選・配列

　　　　（design　of　teaching　materials）

資料6　羅生門的接近（Rashomon　approach）

一
般的目漂（general　obj㏄tive）

　↓
創造的教授・学習活動（creative　teaching－1earn－

ing　aCtiVitieS）

　↓

記述（description）
　↓
一一般的目標に照らした判断評価（judgement

against　general　objectives）（多角的評価）

非行動的目標に注目。

目標は一般的であれ。

教授学習過程の中で教材の価値を発見せよ。

即興を重視する。

教員養成の必要。

（注：イリノイ大学，アトキン教授による）

す。羅生門は例の芥川竜之介の作品ですがひとつ

の課題を見るにもいろんな立場があることを示し

ています。子どもによってそのいろんな立場を多

角的に受け入れた授業をしていかなくてはならな

い。そのためにはあまり細かくシステム化してし

まうとかえって成果を上げない。そこを卒業した

ら羅生門的接近という。これはこの間の国際会議

で，イリノイ大学のアトキン教授が提唱しまし

た。

　教育工学の反省にとって非常に重要なことでし

たので，ここで，資料とさせていただいたわけで

すが，そんなことで，最終的には，やはり保健指

導の方法，教育機器とソフトウェアの両方を合わ

せまして，一例として歯科衛生の指導細案をいか

によくシステム化して，構成し，その効果を最適

ら
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にするかということになります。

　そのために，従来の視聴覚的方法を発展させ

て，教育工学的方法というのを使いまして主とし

て，行動の変容に直接関係のある感性的な体験と

いうものを組織的，計画的に有効に与えていく立

場で研究を進めることが大切です。

■

う蝕予防の現状と問題点

‘

日本大学松戸歯科大学教授　森本　基

　1．　う蝕罹患の現状

　処置率を高めるより，発生を抑制するように積

極的に展開しなければならない。

　2。　う蝕の特異性

　う蝕は他の疾病とは異なった特性をもってい

る。この性質を知ってはじめて，抑制が効果的と

なる。

　3．　う蝕予防法

　病因論が明確でない今日，確実に予防する方法

はない。したがって，いろいろなう蝕予防法が考

えられている。

　4．　う蝕予防法の組合せによる展開

　う蝕予防法は単一の手段によって効果を期待す

ることはむずかしい。そこで適当な手段の組合せ

によることが重要となる。

　5．学校におけるこれからのう蝕予防の進め方

　学校といっても，それぞれ学校のおかれている

状況は異なっている。そこで，それぞれの学校の

う蝕予防との取組みについて日本学校歯科医会の

方針について解説する。

学校における歯科健康診断の実施と事後措置

愛知学院大学教授　榊原悠紀田郎

　はじめに

　学校における歯科健康診断およびその事後措置

は，学校保健法で定められているところによって

行われる。そしてこれはいうまでもなく保健管理

におけるもっとも大切な部分である。

　そしてこれは古くから行われ，それについて今

さら事新しく付け加えるものは何もないようにみ

える。

　しかし，よく考えてみると，小中学校児童生徒

における歯科疾患，とくにそのう蝕は，この10数

年以来徐々にではあっても増加の傾向を示してい

て，少しも衰えていない。

　これは乳歯う蝕罹患がごく最近になって，その

罹患がやや頭打ちとなったのと比べるといちじる

しい特徴といわなければならない。

　そしてこれに対しては，学童，生徒が自ら自分

の生活の中で行っている食生活の向上や歯口清掃

習慣の徹底などをもってしてもやはり十分な改善

が実現できない，といううらみを根本的に解決す

るわけにはいかない。

　もちろん，この面でもまだまだなすべき多くの

ことを残しているが，一方において，う蝕抑制に

対する歯科医学的な立場からする保健管理的な分

野についてもまた大いに考えてみなければならな

いものがある。

　学校における歯科保健の問題として，管理面で
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もっとも基本的な対策は，歯科健康診断と，その

事後措置である。

　しかしこれらについてはほんとうに古くから，

しかも熱心に努力がそそがれたにもかかわらず，

まだこの面からは十分な改善向上の実があげられ

ているとは考えにくい状況にある。

　この立場からもう一度反省してみたい。

　1．歯の健康診断のねらい

　歯の健康診断はかなり機械的に，形式的に行わ

れている印象をうける。

　たしかにこれは法に定められているものであ

り，それが歯科についての学校保健計画立案のも

っとも重要な資料となることは理解できても，実

際にそれに投じられる労力，時間，配慮などを考

えに入れてみると，費やされた“力”の割合には

実りが少ないことに気付くのである。

　たしかに，計画的に，組織活動として行われる

学校歯科保健管理の立場からみれば，正確な現状

把握こそがすべての基本であることはわかるとし

ても，実際に行われている歯の健康診断とその事

後措置がどのように歯科保健向上に現実にむすび

ついているかについては再考せざるを得ないであ

ろう。

　これは一体なにゆえであろうか。

　まず，ここで行われるいわゆる歯の健康診断の

ねらいが，たしかに現状をくまなくつかむ，とい

うねらいをもっているとしても，もっと具体的に

は，これにより何らかの具体的な対策の要否とい

う立場からの判別をねらうものであることがみお

とされているようである。このような“要処置”

の検出をねらいとして集団に対して行われる“健

康診断”を“ふるいわけscreening”というので

ある。“健康診断”といっているけれども，学校保

健における“健康診断”は，臨床の場におけるも

のとは，根本的な考えでは全く異なるものである。

それはこれがscreeningであるからである。

　Screeningというのは“迅速に実施可能な試

験，検査その他の手技を用いて，無自覚の疾病や

欠陥を暫定的に識別することをいう”といわれて

いる。

　しかし歯の健康診断ではscreeningをして
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も，その取り扱う主な疾病であるう蝕の特異な性

質から考えて，一般の概念とはかなり異なったも

のであるが，これが十分把握されていないと，そ

の内容もおのずから不確かなものにならないわけ

にはいかない。

　2．　う蝕の特異性

　学校保健の立場からみても，う蝕にはかなり，

他の疾病や異常とは異なった性質がある。

　（1）一般の疾病については，健全のものの方が

　　圧倒的に多いのに，う蝕は疾病をもつものの

　　方が圧倒的に多い。

　（2）その発病の因子が，日常生活の中につよく

　　むすびついていて，一般の疾病のように“特

　　異性”の要素が少ない。

　（3）代謝の乏しい歯という組織の疾病であるの

　　で，自然治癒という方向を欠いている。

　（4）病変は必ず歯表面からはじまる。しかもそ

　　れは，表層の脱灰からはじまる。それでいて

　　脱灰だけではう蝕は発病しない。

　（5）　口腔内諸条件，唾液，口腔内常在微生物叢

　　などによってつよく影響をうけるのに同一口

　　腔内でも，歯種による発病の傾向が異なって

　　いる。

　　　このことから，口腔内の一般的環境条件だ

　　けが，大きな発病要因でないことがわかる。

　（6）個体による発病傾向あるいは病状の進行傾

　　向が非常に異なっている。つまり個体差が大

　　きい。

　（7）また同一の場合でも，1つの歯について

　　は，萌出直後では発病しやすいのに，時間の

　　経過とともに発病しにくくなる傾向がある。

　　（萌出後成熟post　eruptive　maturation）

　3．　歯の健康診断の考え方

　歯の健康診断“ふるいわけ”がねらいである

が，何をふるいわけるかというと，現症から，そ

の個体や歯についてのう蝕の発病の傾向をみわけ

たい。

　この発病傾向のことをう蝕活動性（caries　acti－

vity）あるいはう蝕易罹患性（caries　suscepti－

bility）というのである。

　つまりある人が，今後どんなふうにう蝕になっ

◎
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ていくか，あるいは進行していくかを予測した

い。

　一般の疾患では，いろいろな自覚症状からある

程度わかる。これが“健康調査”である。しかし

う蝕の場合は，これではつかめない。どうしても

現症から出発するよりほかない。

　次のような方法が考えられる。

ア）唾液を材料として口腔内環境の傾向を知る方

　法

　（う蝕活動性試験法：シュナイダーテスト：唾

　液の緩衝能試験法など）

イ）歯面に付着している歯苔（プラク）の状態か

　ら予測する方法

　（カリオスタト法）

　（プラクを観察する方法など）

ウ）歯の状態から予知しようという方法

　（歯の色，窩溝の形などからみわける方法，エ

　ナメル生検法enamel　biopsy）

エ）現在の状態から推定する方法

　（乳歯う蝕の状態から推定する連続観察の結果

　から推定する）

オ）日常生活，ことにその食生活における嗜好傾

　向から推定する

　（含糖食品の嗜好の傾向など）

　もし予備調査とするとすれば（オ）について行う

ことができる。

　全体として次のようなことになる。

　よくいわれるように検査者の間に多少の検出の

る
　

ヨC
C

（処　置）

（処　置）

（監視）

（処置）

（監視）

5

あやまりがあっても，この図式のように取り扱う

ことができれば，大局としては困らない。

　これがう蝕易罹患性試験の重要性である。

　4．歯の健康診断のすすめ方

　すべて視診と触診によるから，器具，照明，配

置，記録などについて準備を十分にし，受験者の

状態をよくしておく。

　これに伴った指導をする。

　5．事後措置

　①現にあるものには処置をする。とくに高度

　　のもの罹病傾向の高いものに対しては，つよ

　　くそれをすすめる。

　②現にう蝕はあるが初期のものや，とくに進

　　行傾向の低いと思われるものは，つまり監視

　　下におくようにする。

　③これに対しては予防処置を講ずる。

　④保健指導によりこれを補強する。

6．　全般的な対策

　日本学校歯科医会がきめた“児童う蝕抑制対策

要綱”を次にのべる。
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児童う蝕抑制対策推進要綱

■

日本学校歯科医会

　児童う歯対策については古くからいわれてきた

ところでもあるが，日本学校歯科医会は，指導と

管理の調和の立場から，う歯の特性をふまえて次

のような方針で対処したい。

1．　保健教育の立場から

　ア）歯口清掃の徹底をはかる

　　ことに保健教育の立場から，従来にもまし

　て，学級指導の場を十分に利用して，一応系統

　的な実効のあるような指導を行う。

　　とくにその生活化，習慣化に重点をおくよう

　にする。

　　このため児童歯口清掃状態の自己点検の手段

　を普及徹底をするようにつとめる。

　①歯ブラシ使用については，その方法および

　　時期について，具体的な指導をはかり，多少

　　管理的な方法も導入して，給食における指導

　　と関連させて，毎給食後の歯ブラシ使用ある

　　いは，うがいの励行を期する。

　イ）間食指導（規則正しい生活の実現）

　　諸般の事情からみて，かなりの困難はあるが

　間食における甘味嗜好食品の摂取について指導

　する。とくに間食の規則正しいとり方とその直

　後のうがい，清掃の実行に焦点を合わせた指導

　をする。このため指導確立をねらいとしたアン

　ケート調査なども行う。

2．　保健管理の立場から

　従来保健管理の面からの積極的なう歯抑制の対

策は十分でなかったが，真にう歯抑制の目的を果

たすため，次のような点を逐次実施する。

　ア）フッ化物による洗口を行う

　　フッ化物の応用によるう歯抑制効果はすでに

　よく知られているが，その局所応用（塗布）は

　かなり手間のかかるものであり，今口の状況で

　はこれをひろく行うことは当分困難であると考

えられる。

　そこで学校歯科医の指導監督下での，養護教

諭あるいは歯科衛生士などの直接管理下におけ

るフッ化物溶液による洗口を積極的に推進して

抑制を期したい。

　とくにその実施に当たっては，徹底的な歯口

清掃習慣の実現とあわせて，指導と管理の十分

な調和の下における実現によって，具体的な成

果をあげたい。これがため，できれば必要な資

材の補給，歯科衛生士の巡回などの措置までも

すすめたい。

　これはとくに低学年（3学年以下）児童につ

いては実現をはかりたい。

イ）う蝕の病変に対するフッ化ジアミン銀の塗

　布を行う。

　児童う蝕罹患の実態からみると，永久歯のう

歯のないものに対する予防の措置とともに，ご

く初期のう歯とくにう蝕病変の進行阻止を具体

的にはかることはきわめて重要なことである。

　しかしこれに対して治療の指示（治療勧告）

を行ったとしても，なかなかその達成がむずか

しい現状であることもたしかである。

　そこでそれらのものの進行阻止のために，学

校歯科医および歯科衛生士などによるフッ化ジ

アミン銀の局所塗布を積極的に実施することが

必要であると考えられる。

　これはいわゆる“う歯の処置”　（治療）では

なく明らかに，予防処置の範囲と考えられるの

で，学校歯科医の管理下において歯科衛生士に

よる処置が可能である。

　今回においては，この方法を積極的に導入す

べきであると考えられる。

　とくに歯科医療機関を十分利用しにくいよう

な地域の学校においては，この方法の実施を真

6
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　剣に考えるべきである。

　ウ）治療の勧告

　　児童のう歯の治療勧告を積極的に行うにぱた

　くさんの問題があるが，やはり地域歯科医療機

　関や団体と十分な連絡協議の上で，その実現に

　ついて努力するようにつとめる。

　　このため保健所歯科，口腔衛生センター，巡

　回自動車などの利用を十分配慮すべきである。

　　現実には，全体として児童のう歯の処置完了

　者の割合は，この数年の間に急激に増加し，こ

　の面での成果にはみるべきものがあることはす

　でに全日本よい歯の学校表彰の成果などからも

　みとめられている。

　　しかしまだもちろん十分でないので，今後と

　もその努力はつづけていかなければならない。

3．具体的な長期計画の方針

　以上の施策について，日本学校歯科医会として

はまず，保健指導面の一層の充実を図るととも

に，それと，調和した，保健管理面の対策の充実

によって，具体的な成果をあげたいと考えてい

る。

　そこで，当面，歯口清掃の徹底を前提としたフ

ッ化物による洗口の実施の普及をはかり，とくに

それを歯科医療機関の利用が十分できない地域の

児童におよぼすために，歯科衛生士の巡回による

実施を検討し，さらに初期のう蝕に対するフッ化

ジアミソ銀塗布の実施を普及しようとするもので

ある。

　これを実現するため，市町村などの自治体にお

ける歯科衛生士チームの保有の具現に努めたい。

　（ちなみに現在，横浜市，横須賀市，平塚市，

春日井市などでは歯科衛生士による学校巡回が行

われている）
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学校における歯科保健指導の効果的な進めかたについて

●

香川県香川郡香南町立香南小学校保健主事　太田繁夫

　1．　はじめに

　香南小学校は讃岐平野の中央部に位置し，四国

の玄関高松港から南へ自動車で20分，高松市の南

隣で小高い丘の上にあり周囲は緑にかこまれた静

かな学校である。

　学級数14学級，男子231名，女子246名，合計

477名。職員数20名である。

　2．　自己指導による健康な歯づくりをめざして

　子どもたちの疾患異常で歯科に関する罹患率が

非常に高いのはいうまでもなく，子どもの場合，

本人はもちろん保護者である親の関心たるやきわ

めて低いといっても過言でない。治療勧告をして

もすぐそれに応じない親も少なくない。また就学

前の健康診断の時，多くの歯が罹患しているにも

かかわらず案外無関心の親も多い。

　このような状態から考えても，もう少し歯に対

しての関心をもってもよさそうなものである。本

校はこのようなことから健康教育の目的を達戒す

るため，多くの児童が罹患しているう歯予防から

とりくみ，この10力年間研究を重ねてきた。すな

わち本校では歯科保健をコアとして学校保健を考

え研究してきたのである。

　（1）研究主題について

　本校は統合して10年になるが，その間健康教育

の目標を達成するため，いろいろな実践を重ねて

きた。しかし私たちは，すべてにわたっての健康

生活習慣の育成はむずかしく，したがって最も顕

著にあらわれ，より多くのものが罹患しているう

歯の予防を中心に理解を深め，自己指導による態

度化，習慣化をねらいとすることによって，さら

に自分の健康すべてにわたっての実践化をはかろ

うと考えたのである。これらの基点や方向から

「自己指導による健康な歯づくり」をめぎして研

究を進めているが，最終目標は「児童自らがから

だのようすを知り，健康生活を反省し，その健康

保持のために目標をきめ，すすんでそれをやりと

げようとする意欲を持ち，自己規制をしながら実

践し，よい習慣をはかるよう努力する」ことであ

る。

　このように，ひとりひとりの児童はもちろん，

それをとりまくみんなが，それぞれの立場から歯

科保健活動に主体的に取り組むことによって，向

上発展をはかろうと考え，この目標をきめたので

ある。

　（2）児童の実態

　a．昭和42年度からのう歯罹患の推移

定期健康診断時におけるDMFT率の推移

　（3）　う歯対策研究部の研究実践活動

　a．う歯対策研究部の誕i生

　保健管理と保健教育のすべての活動を円滑に推

進するためには，このふたつがお互いに関連づけ

られて組織活動として展開されることが必要であ

る。このふたつがうまくかみ合っていくと保健教

育の充実が保健管理の成果を高め，また保健管理

の徹底が保健教育の成果を向上させることができ

↓

■
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る。

　児童の歯の健康を維持，向上させるためには，

歯科保健のすべての分野における活動がそれぞれ

の機能を十分に発揮でき，それぞれの立場がお互

いに緊密な連係を保ちながら一致して協力しなけ

ればならない。これらの目的をはたすため歯科保

健活動は組織的に行なうことが大切であると思わ

れる。本校ではこの点を重視し，歯科疾患なかで

もむし歯予防について研究を進めることにした。

　しかし，この研究も関係者だけのものであって

はならず，う歯予防対策については，学校・児童

・ 地域社会が単位となって，あらゆる角度，分野

から討議・検討・研究してはじめて成果があがる

ものである。

　香南小学校では昭和44年度から，この目的達成

のためにう歯予防対策研究部をもうけ，それを4

班に分け健康な歯づくりをめざして児童ひとりひ

とりが自己管理・自己指導する子どもをつくるた

めの研究を進めてきた。

　自己指導は健康教育の最終のねらいである。今

では本校で実施している研究組織が活発化すると

同時に軌道にのり，目標に向かって努力してきた

効果があらわれることによってますます組織活動

の必要性が痛感されている。

各研究班の研究内容

＼　　＼
研究班

保
員嬰P

健

保
員
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児
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＼
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石
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長

成
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彫
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条

田
雲
村
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太
天
中
池

○

4名

3．習慣化をめざす歯科保健指導

4名

4名

4名

う蝕罹患老の推移率
どの位置の歯がむし歯にかかっているかの調査，児童父兄への調査
・ 児童

　　　歯の治療に行かない理由調査，歯みがき調ぺ，みがき方の知識，
　　　歯みがきができない理由調べ
　　・父兄（両親）
　　　歯がみがかれているか，子どものむし歯に対して親の関心，
　　　親の歯みがき用具調べ，子どもに対して歯みがきのしっけ
　　DFT率，　DMFT率，清掃者数，無う歯者率，軽度（C1＋C2）
　　う歯

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　う蝕の進度調査，個人のう蝕のようすを追求
　　むし歯と母乳，人工乳
　　親子むし歯調査
　　むし歯とし好関係
　　むし歯と体位
　　フッ素うがいの効果
　　パスレジンの効果（校医塗布）

　　歯みがき要領の指導
　　テスト錠による歯みがき調べおよび各自の評価
　　歯みがき用具保管箱（殺菌灯つき）
　　探針，ミラーを使って歯の清掃度を調べる
　　一斉歯みがき体形
　　各教室の鏡増設
　　保健指導計画

　　予防の図画，ポスター，習字，標語，作文集
　　治療状況月ごと調査
　　う歯治療完了学級は表彰旗を渡し啓蒙
　　学級保健コーナー，むし歯治療一覧表を掲示
　　家族ぐるみ歯みがき調べ板

　（自己指導のできる子どもをつくる）

　学級指導は集団活動であると同時に実践活動で

ある。教師はつねに児童の実態を把握し，実践に

結びついた指導をしなければならない。したがっ

て歯科保健指導は日常生活の中で実践されること

を前提として行なわれなければならない。ただ知

識だけを与える指導をさけ具体的に実践すること

について指導することが大切である。

（1）学級指導における歯科保健指導
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　毎週1時間は確保している学級指導のうち，月

1時間は保健指導の時間をとり，年間1～2年生

は9時間，3年生は10時間，4～6年生は11時間

とるよう配慮し，その中で歯に関する保健指導は

2時間組まれている。

　a　特設時間の歯科保健指導

　特設時間における歯科保健指導のねらいは教科

学習，保健学習で習得した知的理解を実践化にも

っていき，さらに進んで日常生活の習慣化をねら

っている。　　　　　　　　　　　　”．－X

　指導過程で特に注意していることは，日常生活

の中での問題点などをもとにしてつくり，学習活

動も児童各自が実際に行動させる作業化を多く取

り入れるよう配慮し，解決された問題は，すぐに

日常生活に生かされるよう指導している。指導過
　　　　　　　　　　　　　za騨　　　岡・毎側哩
程の中では，自己指導への着眼点を明確にし，最

後の発展と評価のところではいかに日常生活の中

へ習慣づけるかを明らかにしている。　（保健指導

全体計画参照）　　　　　　　　　　　　　・tt

　イ．朝の会，帰りの会における保健指導

　　学級指導で解決された問題はすぐに児童の生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　活に取り入れ応用させなければならない。しか

　し児童は指導された直後は忠実に守っている

　が，やがて忘れてしまう。したがって，くりか

　えし，くりかえしの指導が必要であり，この時

　間をあて指導するとともに，あらゆる機会，場

　所をとわず，そのつど個人指導している。

　　本校では，このショートの保健指導が計画的

　に，しかも継続的にできるよう年間計画をたて

　実施している。　（保健指導全体計画参照）

（2）学校行事における保健指導

　a　自己管理，自己指導ができる子どもをつく

　　る健康診断

　健康診断の目的から考えると，今まで自分が日

常生活に実践してきた歯科保健活動を反省し，評

価し，事後措置をするために行なうものであっ

て，学校保健活動の大部分が含まれている。健康

診断にあたっては能率的に行なうため，学校菌科

医，学校教職員とじゅうぶん打ち合わせをし，一

人の検査時間を長くして個人指導，生活指導をす

るようにしている。この健康診断には歯科衛生士
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に参与してもらい専門的指導をしている。

　b．歯の衛生週間における保健指導

　歯の衛生週間を有効で，価値あるものにするに

は歯の衛生週間の由来，本質をよく考えたうえで

学校や地域の実態に応じて計画をたて推進すべき

である。本校では歯の衛生週間を利用して児童，

教職員，地域社会の人々の関心を高め，実践意欲

をもりたてる期間であると考え，事前・週間・事

後の指導を適切にしている。

　c．歯の健康診断や歯の衛生週間行事と歯科保

　　健指導との関連

　本校では歯の健康診断，歯の衛生週間をそれぞ

れ児童の健康生活の流れの中で一つの「ふし」と

考えそれらの行事で今まで実践してきたこと，自

分なりにやってきたことに対して評価する場，反

省する場としている。そこで出てきた問題点の中

から共通した問題をとりあげ，歯科保健指導の時

間の話題としてとりあげている。

　清潔習慣の実践化，生活化をはかるには，小さ

い時からのしつけが必要である。

　小学校だけが学校独自の計画で進めていても，

幼稚園，中学校との結びつきがなければ習慣化に

もっていくのはむずかしい。子どもに徹底した保

健指導を実施するにはやはり幼，小，中学校およ

び家庭に一貫性のある一つの流れにそった指導が

必要であり，また発達段階に即した計画がなされ

なければならない。

　本町では，幼稚園，小学校，中学校が統合され

1校ずつなので一貫性の保健指導計画をたてるの

にも実践化させるにも大変好都合である。

　また，学校歯科医も，幼，小，中学校一貫性の

ある歯科保健指導計画作成には多忙にもかかわら

ず同席され，いろいろ指導助言をいただいてい
る。

　4．　歯科保健指導に関する施設，設備について

　（1）洗口場こついて

　歯みがき指導は，個人指導でなければならな

い。徹底した指導をするには，学級担任だけでは

限度がある。

　本校では，最初は各自決められた水道じゃ口で

亀
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自由に歯みがきをさせていたがそのみがき方が粗

雑で，しかも簡単に終えてはやく外に出て遊ぼう

とする気持が強かった。

　そこで，習慣形成指導班から，じゃ口数をふや

し，全員外に出て，いっせいに歯みがきをすれば

こういう問題は解決されるだろう。当班を中心に

保健主事も加わり，この施設について研究し，専

門の業者にも相談，校長に結果を話した。町当局

にも説明して設置の許可を得て，洗眼と洗口が併

用された施設をつくった。今では洗口用じゃ口数

も78個増設されたので，混雑も解消し，短時間に

上級生と下級生の「対の歯みがき」ができてい

る。　（じゃ口数3人に1個の割合）

　（2）家族ぐるみ歯みがき調べ板（各学級）

　歯みがきの習慣は本来家庭で養われるというこ

とはいうまでもない。学校が歯みがきの重要性を

感じ，その習慣をやっきとなってつけさせようと

しても，家庭の協力なしでは成功しない。本校は

昭和40年に家族全員の歯みがきを呼びかけて以

来，今日まで家族ぐるみの歯みがき運動を強力に

推進してきた。

　歯みがきをしてきた者は上段自分の番号の所へ

札の赤色の氏名の方を，家族ぐるみみがいた者は

名札の青色氏名にする。歯みがきをしなかった者

は下段。位置分け，色分けをしているため担任教

師の個別指導が徹底できるのでよい。　（みがいて

こなかった者は学級担任が朝の会で注意，外へ出

てみがかせ，赤色の氏名の名札を上段につるさせ

る）

　昼食後の歯みがき調べ：昼食後，歯をみがいた

老は，上段の名札を赤色にして下段につるす。（昼

の歯みがきを忘れた者は上段に残っているので注

意する）

　（3）歯みがき用保管箱

　本校では歯みがき用具を保管するため，いろい

ろな方法が考えられたが，昭和44年に習慣形成指

導班が研究を重ね衛生的な保管箱を考案した。

　（4）治療完了旗について

　むし歯の治療が全員完了した学級には，治療完

了旗が渡される。

　各学級で，全員むし歯の治療が完了したなら

ば，朝会で学校長から治療完了旗をその学級代表

に渡して，治療学級を賞讃すると同時に，早期治

療の啓蒙をはかっている。

　表彰旗は教室の入口の上に斜めにかかげてある

ため，完了学級とそうでない学級との区別がひと

めでわかる。この治療完了旗は，長期使用がで

き，またこれをかかげることにより，早期治療の

意識も高まり学級会の話し合いの議題にも取り上

げられ，短期間に完全治療ができる組がふえてき

た。

　この治療完了旗によって早期治療の理解，態度

を学級単位で評価でき，さらに学級会，学級担任

の反省材料として活用されている。

　7．歯科保健指導に関係する資料集しゅうと作成に

　ついて
　児童の思考は，具体的な事物や経験等に結びつ

けてこそ確かなものになり，深まり広がっていく

ものである。指導にあたって教師の一般的な解説

だけでは，児童の理解は困難であるし，学習に対

する興味意欲も半減してくる。したがって，学習
f’

内容を具体的にし，学習効果を高めるうえで，資

料そのものの役割は重要な意味をもつものであ

る。

　本校では，現職教育の時間を利用して，学年団

ごとに分かれて資料を作成して，また集しゅうし

て，それらの資料は，学年団ごと，題材ごとに保

管戸棚に保管し，いつでも，だれでも使用できる

ようにしている。

（1）教師による資料，教材の作成

（2）歯みがき用録音テープの作成

（3）学校歯科医・学校医・学校薬剤師による指導

　テレビ校内放送を録画

　講話のVTR等
（4）テレビ（全国放送番組）の歯についての放送V

　TR
（5）市販の教材資料の購入

（6）児童保健委員が図表の作成

（健康診断結果，歯垢着色診断結果，歯みがき調

べ集計等）
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視聴覚教材を活用しての歯の指導

亀

東京都品川区立品川小学校　金子敏和

●

　1．　はじめに

　視聴覚についての研究発展も年とともこ進み，

教科資料の自作や収集については，各学校でも多

く所有し，また，その利用度も高い。

　しかし，保健指導一特に歯の指導の視聴覚資

料となると乏しく，つい，黒板とチョークだけの

話合いで終わらせがちな指導をしていないだろう

か。

　児童に具体的に理解させ生きた指導をしていく

ためには，養護教諭・保健委員会等が十分に話し

合う機会を持ち，資料整理と視聴覚教材の利用を

積極的に考えていきたいと考えている。

　そこで，歯に関する既成資料の乏しい点から考

えても，教材の自作を主体に考え，計画立案して

いかなければならないと思う。

　2．視聴覚教材を利用するにあたって

　1，　視聴覚教材利用上の配慮

　特設時間や短い時間の保健指導に，視聴覚教材

を利用する場合，一口に視聴覚教材といっても多

種多様であり，その配慮事項は違ってくる。

　ここでは，特設時間に利用する場合の配慮事項

を，学習の流れにそってまとめてみると，

　（1）学習の準備　　最も適切と思われる教材や機

器を選び，最も効果のある所に位置づける。

　（2）学習の展開一選び出された視聴覚教材がよ

く見え，よく聞こえるものであること。　（視聴覚

教材の教育効果の第一歩）

　直前指導……視聴への意欲・関心を高め，視点

をはっきりとさせる。

　視聴中の指導……子どもの目・耳を，画面や音

に集中させ，子どもの反応を見る。

　視聴後の指導……視聴事項の整理，定着，適応

等を考える。

　（3）学習終了後　　利用した教材機器を，定位置

に返却する。

　以上は，どのような視聴覚教材を利用する場合

においても，基本事項として，つねに考えておき

たい。

　2．　視聴覚教材の複合的利用

　ある1つの視聴覚教材でなく，多種多様にある

視聴覚教材を，単独に利用する場合と複合的に利

用する場合とを，考えなくてはならない。

　それぞれの教材は，優れた特性と役割を持つ反

面，また，短所や限界をも持っている。

　たとえば，OHPは少し明るい場所で提示でき

るが，スライドや映画はそれができない。このよ

うな点から追求してみると，それぞれの特性を拾

い上げての組合せ利用・複合化が必要となってく

る。

　3．　視聴覚教材利用の一事例

　スライド「はをみがきましょう」　（小学校保健

シリーズ〈低学年〉学研スライド）を主体におい

た複合的活用（自作）の一事例である。

　スライドのねらい：歯のみがき方と治療の大切

さを理解させ，歯みがきのよい習慣を身につける。

　スライド構成：どうしてむし歯になるか（8コ

マ），むし歯になったら（5コマ），歯のみがき方

と検査（5コマ）。ナレーショソレコード付き，特

設時間での利用。

「はをみがかないと」

　特設時間利用に作られているスライドの数コマ

を活用して，下校時間の短い時間に提示する。夏

休み前や冬休み前等，長期の休みに入る時期が適

切と思う。

　その他多くの利用方法が考えられよう。

「じょうずな歯のみがき方」
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　保健に関する行事「歯の衛生週間」において，

よく歯みがき訓練を実施する場合が多い。これを

録画しておいて，スライドと複合利用をする。

　児童に歯ブラシを持たせて，視聴とともに，実

際にやらせてまとめるのも，より効果的な活用で

よいと思う。

　6月4日ころに実施されるので，これは2学期

の後半に，特設として計画するのもよい。

「ワニとワニどり」

　ある南の国に，ワニとワニ鳥が住んでいまし

た。ワニ鳥は，ワニの歯についている食べ物をも

らい，代りにワニの歯をそうじしてくれる鳥なの

です。ワニとワニ鳥は，大変仲よく暮らしていま

した。

　ところが，ワニの中にもへそ曲りがいます。

「ワニ鳥はどんな味がするのか，一ぺん食べてみ

たい」

と考え，そうじをしてくれているワニ鳥をパック

リと，食べてしまいました。

　それからというものは，どのワニ鳥も，あのへ

そ曲りワニには近づいていきません。

　とうとうへそ曲りワニの口の中は，むし歯が1

本，2本とふえるばかり……。

　ある日，そのうちの1本が痛みだしました。痛く

なかったうちはよかったのですが，さあ大へんで

す。獲物をつかまえて「パクッ！！」とやると，せ

っかくの獲物が痛いむし歯に当たって「イタイ，

イタイ」と口がゆるんで開いてしまいます。獲物

は，「助かった．U」とばかり一目散に逃げてしまい

ました。

　それからというものは，むし歯はますます痛く

なるし，獲物には逃げられるしで，へそ曲りワニ

は，やせおとろえてしまいました。このままでは

死んでしまうかもしれません。

　この資料を自演した後，スライド13をみせて，

「さようなら〃」と下校させる。

　細かく「歯をみがきましょう」等といった指導

事項はいらない。

「ガラガラうがいとブクブクうがい」

　資料の作り方

　児童に演技をさせて撮影する。「ガラガラうが

いは上を向いてとる。「ブクブクうがい」は下向

きでやるように指導してとることが大切である。

OHPでもできる。また，録音ができれば，複合

するのもより効果的ではなかろうか。

「歯によいたべものとわるいたべもの」

OHPで自作するもの
　食べ物（よいもの）キャベツ，ホウレン草，ニ

　　　　ンジン，トマト，ミカγ，肉，小魚，ワ

　　　　カメ，牛乳

　　　　（わるいもの）ビスケット，チョコレー

　　　　ト，キャラメル，ガム

　TPシートに，切りぬいた食べ物（カラーボー

ド，カラ・一一一シートの利用）を，ばらばらにして乗

せておく。子どもに「よいたべもの，わるいたべ

ものにわけさせる」

「児童の手によって，OHPの上で分ける。最後

　にプレートをのせてまとめる。スライド（6）を見

　せる」

口のまわりがきたない様子を，確認させる。給食

終了直後の児童の口のまわり等，スライドを利用

せずに，実際の児童事例でもよい。

「バイキンのあばれるとき」

　スライドを映写して，その位置に模造紙を貼

り，マジック等を利用して写しとり，掛図や掲示

物として利用する。下校時などの短い時間にさっ

と見せて注意をうながし，下校させる。

「むし歯になると」

　むし歯の進行を示すOHPシートを作る。合成

法を利用して，シート1．に2．3．4．を重ねていくに

したがって，むし歯の場合が多くなっていくよう

にする。それにともない，子どもの顔などもつけ

ておくと，効果はより高まっていくと考える。

「よい歯ブラシ，わるい歯ブラシ」

　ブラシのまっすぐなものを利用するように注意

するのであるから，作図が容易であろう。拡大絵

にしたり常掲したりすることによって，児童の注

意や関心を，より高めることができよう。

「1日3回　歯をみがこう」

　スライド13の画面は，朝・昼・夜，歯をみがい

ている様子を示している。これを教師が作図して

常掲用とする。転写してもよいが，教師の手によ
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る自作一枚絵で，掲示しながら少しずつ書き足し

ていく方法をとりたい。「おや，何だろう」と関

心をひきつけ，日増しに書き足され完成絵に近づ

くにつれて，児童がよってきて，「なあに？」等

の発言があれば，それらを利用して指導に生かせ

るのではなかろうか。

　以上のように，短い時間の指導についてはねら

いを焦点化して，日常の実践への足がかりとして

いきたい。

　また，特設時間と短い時間との結びつき等につ

いても，考察していかなくてはならない。特に，

短い時間においては，視聴覚教材の活用は，大変

有効であると考える。

　歯の指導（保健指導）に利用できるこれ以外の

視聴覚教材としては，16mm映画「さようならむ

しば」など，中学年向きのものがある。

　掛図や模型等は，各学校とも割合に多く持って

いると考えられるので，まずこれらの資料を十分

に活用することが大切である。

　養護教諭や保健委員等が話し合いを持ちなが

ら，全資料のあらいだし・整理をするだけでも，

より有意義な指導の展開が可能になるのではない

だろうか。

　4．終わりに

　歯の指導（保健指導）と他教科との関連につい

て考えてみると，

　5年生の理科　　　指導要領　A－（4）

　　人体の構造機能→の一部「歯の構造」

がある。

　このように，関連教科の視聴覚教材を利用する

ことも考えられる。できるだけ身近にある視聴覚

教材をおおいに利用していくことを常に考えたい

ものである。

　視覚や聴覚に訴えたり，さらに実習をとり入れ

たりして，児童自身の問題としてとらえさせ，手

をかえ品をかえて，ねらいを達成させることによ

って，歯の指導（保健指導）の成果もあがるもの

と思う。

驚

t

城東小における施設設備の整備と活用について

熊本市立城東小学校養護教諭　松見典子

　1．　はじめに

　本校が，学校給食後の歯みがきを開始したの

は，昭和39年であり，今年で12年目になる。

　その間，施設設備の整備，歯みがきの徹底的指

導，永久歯むし歯の完全治療，学年に応じた知識

指導，保護者への啓蒙を5本の柱に，年度毎に努

力点を打ち出し，学校あげて努力した。歯科保健

活動を中心になって指導助言してくださったのは

43年間という長い間，本校の歯科校医として活躍

された栃原校医である。

　本年度，健康上の理由から校医を辞任された

が，私達は，栃原校医の願いを，その歯科活動の

灯を消してはいけないと，口々，実践に力を入れ

ている。

　2．　本校の施設設備について

　（1）学級洗口場の由来

　本校は，昭和33年12月，放火により，講i堂を残

して全焼した。その後，3階鉄筋校舎が新築され

るにあたり，栃原校医は，長年の夢である学級毎

の洗口場設置を，各方面に働きかけた。しかし，

予算の都合によりまずは1階のみは提案どおり設

置されたが，2階3階は若干省略された。その後，

39年度から，給食後の歯みがき指導が始まった

が，不便でスムーズにいかないため，昭和45年に

各教室に洗口場を増設することとなった。この時

も，栃原校医は市の施設課や市長等へ，何度も交

渉に行かれたと聞いている。その時の費用も半分

は栃原校医の寄贈により完成したとの事である。
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こうして，昭和45年，新築後10年目にして，学級

洗口場は完成した。

　（2）歯ブラシ

　全児童，専用の歯ブラシを，年度末に一括購入

している。ローリング・ライオンジュニアで，植

毛部27mm，低学年には，歯ブラシの頚部に近い

毛束を一列抜き去って23mmに短縮している。歯

ブラシには，生年月日順の番号をテープではって

ある。

　（3）歯ブラシ保管箱

　歯ブラシ保管箱は，各教室毎に出入口に近い内

側の壁に掛けている。2～3年前までは，釘かけ

式と立て置き式の2通り使用していたが，立て置

き式は，隣り同士の歯ブラシが，くっつきやすく

不潔になりやすいため，現在は，ほとんど釘かけ

式を使っている。水切りという点では，立て置き

式に利点があると思う。

　保管箱のふたは，プラスチックでできており，

上から下へ開く上下開閉式が使いやすいようであ

る。

　歯ブラシと歯ブラシ保管箱の清潔を保つ上で，

次の点に留意している。

昭和50年度保健指導の年間計画

　歯ブラシは，使用後，よく洗った手指で毛束を

流水で洗い，水を十分切ってから，保管箱におさ

める。歯ブラシを早く乾燥させるように努める。

　歯ブラシ保管箱は，毎週木曜日，奉仕の時間（委

員会活動）に，各学級の保健係保健委員によりオ

スバン紙で，内部までふき，清潔に留意している。

　（4）鏡

　洗口場では児童の見やすい場所に鏡を設置し，

鏡を見ながら歯みがきが，出来るように配慮して

ある。自分の歯の観察や自己評価にも効果的であ

る。

　3．　保健指導計画

　毎月のめあてに，保健目標，歯の目標を定め，

毎月の指導内容を精選している。

　指導内容は，月始めに，保健部からプリントを

配布し，学級指導として，各担任で指導が行なわ

れる。6月は，口腔衛生週間であり学校行事とし

て，全校で取りくむため，特に特設時間として，

1時間の保健指導を計画実践している。1年生

は，養護教諭による指導を毎年，行なっている。

（資料参照）

月　　生活目標
主 題

保 健 歯

　　きまりよいく1

　　　　　　　　　自分のからだ4　　らしを　　　　：

　　しよう　　　　をしろう

歯の検査の結

果をしろう

特設時間での

指　　　　導 保

短い時間での指導
（朝，一帰りの話し合い）

健｝ 歯

○健康診断のねら　○歯の検査の意義

　い　　　　　　　○口の中の清潔

○健康診断の内　○むし歯の数と場

容，注意するこ所
　と　　　　　　　○給食後の歯みが

　　　　　　　　　き

5　　学校をきれい　環境を清潔に

　　にしよう　　　しよう

6
清潔で安全な1姿勢をよくし

くらしをしよ1よう

う　　　　　1寄生虫の予防

　　　　　　1わたしのからだと　　　　　　　　　　　　　　　・洗・場，蜥の1・む噛の害
　　　　　　廃育1．2年自分1使、、方　　。む噛のでき方
むし歯をなお1のからだの理解　　○教室の明るさ，　　すすみ方

そう　　　　13・4年自分のか　　騒音　　　　　○給食後の歯みが
　　　　　　1らだの理解と健康　○教室の清潔　　　　き

　　　　　　2生活5・6年

正しい歯みが

きをしよう

よいは　わるいはICI腰かけにすわる

1　　　　　1年　　姿勢
はの名まえとはた　○文字をかくとき

らき　　　　2年　　の姿勢

C歯に残る食べか

すの作用

○むし歯の予防

Cうがい
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月 生活目標
主 題 特設時間での

保 健 歯 指 導

7実窃歪惚脚劉

8

9

　　　　　　　むし歯の原因

　　　　　　　　　　　　　3年

　　　　　　　むし歯のすすみ方

　　　　　　　　　　　　　4年

　　　　　　　酸の作用　　5年

　　　　　　　歯と食物　　6年

　　　　　　　なつのびょうき

　　　　　　　　　　　　　1年

　　　　　　　夏の病気の予防

自分の歯をし　　　　2・3年
ろう　　　　1夏の伝染病の予防

　　　　　　　　　　　4・5年

　　　　　　　日本脳炎の予防

　　　　　　　　　　　　　6年

自分のことは　規則正しい生　必ず歯みがき

自分でしょう　活をしよう　　をしよう

礼儀正しくし

よう

　　　白分からすす10

　　　んでしよう

　　　才a壱＃iりつよく

11
　　　がんばろう

すいみんと休

養のとり方に

気をつけよう

けがの手当法

目をたいせつ

にしよう

男女の協力

　　短い時間での指導
　　　（朝，帰りの話し合い）

保　　　　健　　　　　歯

O立っているとき

　の姿勢　　　　　　き

○能率と姿勢

O食物のえらび方

　食物と腹痛

はえと食物

　食物の衛生と食

　中毒

二度目の歯の

検査の結果を

しろう

歯と食物

よいめ　わるいめ

　　　　1・2年
目の病気と予防

　　　　3・4年

近視の予防

　　　　5・6年

きれいなからだ

　　　　1・2年

わたしたちのから

だ　　　3・4年

からだと心の発育

　　　　5・6年

　　　寒さに負けず
12
　　　やりぬこう

○きまりある日課

　をつくり，すす

　んで実践する

c休養やすいみん

のとり方

Cけがの応急手当

歯ブラシにつ

いてしろう

冬休みの健康　口の中の病気

生活を守ろう　をしろう

○目の清潔

C近視予防

o水品体体操

C予防接種の意義

oうがい励行

C規則正しい生活

Cうがいのしかた

こ給食後のはみが

○歯の衛生

○歯の構造

○給食後のはみが

　き

○日常のはみがき

04月の検査と比

　較

Oすすんで治療

○給食後のはみが

　き

○菌によい食物

C歯にわるい食物

1給食後のはみが

　き

Oよいはブラシ

Cはブラシの手入

　れ

Cはブラシ保管箱

　のせいけつ

：’給食後のはみが

　き

こ歯そうのうろう

　の予防

こ歯ぎん炎の予防

⊂給食後のはみが

　き
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月　　生活目標
保

主

健

題

歯

特設時間での

指　　　　導

導
っ
虹

指

創
の
し
で
話
　
の
－

間
り
時

帰
健

い

帆
短
（　　　

保

1　　おちついたく　楽しい学校生

　　らしをしよう　活をしよう

3度目の歯の：

検査の結果を

しろう

かぜのよぽう
r

　　　　1・2年
かぜとインフルエ

ンザ　　3・4年

インフルエンザの
l

l予防　5’6年

○みんなとなかよ

　く　　　　　　　較

○心配ごとがあっ

　たとき

09月の検査と比

　　　　　　　　○すすんでちりょ

　　　　　　　1　う
○たのしい生活を10給食後のはみが

する工夫　　　　　き

健康で安全な　じょうずな着

2　　くらしをしよ

　　う

　　　　　　歯ならびにつ
物のきかたを
　　　　　　いてしろう
しよう

○寒さに応じた衣

　服

○せいけつな衣服

○衣服と病気

3

身のまわりを

きれいにしよ

う

　　　　　　1
耳・鼻・のど
　　　　　　歯と健康につ
をたいせつに
　　　　　　いてしらべよ1
しよう　　　1う

1年間の反省；

　1年間のようす　I
　　　　　　　　I
　　　　1・2年
11年間のけが，病　耳，ハナ，

膝康生活二麦鋼ついて

1

1　　　　5・6年1

のどに

○乳歯・永久歯の

　はならび

Cはならびと発音

○給食後のはみが

　き

○歯とからだ

○給食後のはみが

　き

　4．　指導の実際

　最も効果的に清掃ができ，しかも歯肉に生理的

刺戟を与える合理的な歯ブラシ使用法は，ローリ

ソグ法である。この方法は，歯ブラシの毛先で往

復運動を行なって「ゴシ，ゴシ」と歯面や歯肉を

こする方法ではなく，歯ブラシをしっかり握り，

手首とともにこれを「クルリ，クルリ」と運動さ

せ，主として歯ブラシの脇腹を利用して一方向へ

のみの運動を反復するのが基本である。この動作

は肱を上げた姿勢で行なうとやり易い。

　この方法は「上は上から，下は下から」という

ように上顎と下顎とは別々にする方法で，歯肉か

ら歯冠へと箒で，ゴミを縁先に掃き出すように歯

ブラシの脇腹で刷掃する方法である。横みがきや

縦みがきでは清掃困難である歯と歯の間も容易に

毛束が入りこみ効果的に刷掃しうる。

　なお，上下臼歯の咬合面に対しては歯肉を傷つ

ける心配がないから，毛先でかき出すように前後

運動を行なって清掃する。

　（2）給食後の歯みがき

　昭和39年，給食後の歯みがきを開始するにあた

っては，当時の養護教諭は大変苦労したと聞いて

いる。「家庭の躾を学校に持ちこまなくても」と

いうような声である。

　しかし，各家庭で食後の歯みがき等の歯科保健

思想が徹底しているとは思えない。

　新1年生の就学時検診で，乳歯う歯の多いのに

は驚く。本年度の1年生でも，90名中，う歯なし

の児童は5名であり，未処置の本数は平均して1

人6．9本であった。しかも重症の未処置をもつ子

どももかなりいた。母親が歯に関心をもって育児

したとは思えない実態である。本来の校区の特徴

歯みがき時間帯（12．10～12．55）

12．10

4
時
限
終
了

12．25 12．45　　　　12．55

給
食
準
備

会

食

あ
と
か
た
づ
け

歯
み
が
き

＼iJ分／＼2。分／＼1。分／

昼

休
み

として熊本市の中心地で商店街や歓楽街を含み，

仕事に多忙な主婦は育児中心の生活がむずかし

く，習慣形成の躾が十分でないと思われる。学校で

の歯みがきが習慣化され，家族ぐるみの歯みがき
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実践へと期待して，開始された。12年たった現在

では，城東教育の流れの中で定着し，給食後は，

歯をみがくことが習慣化された。放送による歯み

がきの歌に合わせ，スムーズに和やかに，日常活

動として行なわれている。

　（3）1年生の指導

　入学時，乳歯う歯に侵され，治療不可能な歯を

もつ子どももいる中で，卒業までの6年間，毎日

の歯みがき訓練，歯科検診早期治療をくりかえし

ながら，「自分の歯を大切にする心」を培う。そ

して，永久歯が生えそろい，歯ならびの美しいり

っぱな歯になって卒業していく。小学校時代に植

えつけられた「歯を大切に」する心は，その後，

生涯にわたって貫かれるものと確信している。小

学校の6年闘は永久歯との交代時期として一番大

事な期間であるだけに，家庭と学校が協力し合っ

て，徹底した管理と指導が必要だと思う。

　歯みがき指導は，1年生が，6年間の基礎にな

るので，重点的に行なっている。

　なぜ，歯をみがくのか？　みがく順序と部位，

手首のまわし方，カラーテストによる評価等，実

習を中心に1時間では時間が足りないくらいであ

る。1年生のこの特設指導は，校医や歯科衛生士

の協力を得て養護教諭が行なっている。

　2年以上は，各担任が指導している。入学前の

保護者会では，’歯の清潔の大切さ，早期治療等，

小学校時代の管理の必要性を訴え，歯に関心をも

っていただくよう話し，母親に，健康管理を主体

的に行なってもらうよう再確認して，歯のみがき

方の練習も行なっている。

　（4）口腔衛生週間行事

　6月4日～10日の口腔衛生週間には，ポスター

や習字の募集，1時間の行事計画，特設による保

健指導，5～6年の保健委員の指導等，計画実施

し，歯科保健思想を盛り上げている。1時間の行

事計画では，学校長の話・校医の話・表彰・保健

委員リードによる歯みがき体操，映写会や作文朗

読等が行なわれる。

　保健委員は，城東方式歯みがき体操の練習を十

分行なって，各学級に指導者として，特に低学年

に指導している。

　5，　PTA保健委員の活動

　歯みがきを開始した当初は，PTA総会や学級

懇談会等で，保護者の啓蒙を強力に行なった。そ

の後も，学校保健委員会を中心にして，保護者，

教師，児童の意識の向上と実践をめざして努力を

続けている。

　PTA保健体育委員（各学級1名）は，子ども

の健康を守る活動を展開し，なかでも歯科活動が

主である。学校保健委員会を中心にして，長期休

み（夏休み・冬休み）中の歯みがき実践を啓蒙し

たり，歯みがき実践表も自ら作成して配布したり

している。

　後の集計・考察・問題点は，学校保健委員会で

提案し，全体で討議する。結果は，保健便りで全

PTAに知らせている。このように子どもの健康

を，もっと皆が自覚しようと呼びかけるのであ

る。

　6．　う歯の実態

　歯みがきの徹底，年間3回の検診（昭和50年度

は校医の健康上の理由で定期検診のみ実施し，51

年度は，新しく，片岡新校医による検診が行なわ

う歯の実態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1検査

　　　　　　　　　　　　　　　1人員

36年度5年生　　　　　　　　　　　210

40年度5年生（歯科保健推進1年）

47年度5年生（入学時より歯科保健）

永久歯罹患数と　　未治療の永久歯を1
本数　　　　　　　もつ人と本数

未治療歯内訳

人　　％

　　　154

1781巨0

1露　6954．7

50年度5年生

　　　本数

73．3　　314

67．4　　274

　r癖

人　　％

117　55．7

本数CI　C・IC・C・

181　8gi　32　31　29

41　　23．0　　　　66　　　　44 9111
　ト

2

10　　7．9

5　　4．5

12 8 4 0 0

111　　　　72　　64．8　　　158 6 巨一　1 0 0
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■

れた。），保健指導，早期治療等歯科保健を推進し

て，う歯の罹患状況はどうか？

　下図は，本校児童5年生の年度別比較で，36年

度普通にやっている年度，40年度は，本校独自の

歯科保健推進1年目，47年・50年は入学時より歯

科保健を受けている児童のう歯の実態である。

　永久歯罹患率では，36年と47年では，18％減少

しているが，50年は47年より10％増えている。こ

れは，保健指導面でゆるみが来たのではないかと

反省している。

　う歯罹患率の減少は，実にむずかしい課題であ

る。未処置率では，36年の55．7％から，50年の

4．5％まで確実に減少し，早期発見，早期治療が

徹底したと評価できる。

永久歯未処置率推移

％

年度

　これらの実態を考察するとき，次の4点のこと

が明らかになった。

　歯みがきによる口腔内の清潔は徹底して食後す

ぐみがく習慣化ができれば，う歯減少につなが

る。

　歯みがきのよい習慣は，歯を大切にする心を育

て，早期発見，早期治療につながり，歯の健康に

役立つ。

　しかし，歯みがきを過信しないで，歯と食物

（特に砂糖）について，十分保健指導が必要であ

る。

　小学校時代の6年間，母親と協力し合って，歯

の管理を十分行なえば，生涯の基礎を築くことが

できる。

　7．　まとめ

　本校は，学級洗口場完備のもとに，日常活動と

して，給食後の歯みがき・うがい・目洗い等の保

健指導がスムーズに行なわれているが，熊本市内

の他校はどうか？　歯みがきを実践している学校

も数校あるが，洗口場が不足して不自由をしてい

る学校もある。

　しかし，栃原校医はじめ，歯科医師会のご尽力

により，熊本市においては，学校建築をする場

合，学級洗口場をつくるということを，市長と約

束されている。昭和49年に新校舎が完成した市立

東町小学校には，りっぱな洗口場が完成してい
る。

　熊本県段階では，現在，下準備中と聞いてい

る。ここに昭和8年4月から昭和51年3月までの

43年間，初代校長から現在の13代阪本校長の長期

にわたる城東校の歯科医として，児童の健康ひと

すじに活躍された栃原校医の言葉を紹介したい。

本校のPTA会誌「ひまわり」に掲載されたもの

の最後の部分である。

　これまで私が，ともかくも，学校保健・学校歯

科の分野で永く強く働き続けられたのはバックに

城東校なるホームグランドが控えていたためであ

ります。ここであえて申します。

「学級洗口場は保健教育の母たる価値がある」

と。

　近年，全国的にこれを施設するきぎしが見えて

来ました。私は文部省当局が小学校新築に際し，

学級洗口場を施設する行政指導を確立する日を見

届けたいと思います。

　栃原校医の生涯かけての夢が，

する日を望むものである。

1日も早く実現
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「歯の健康」の作成と活用について

京都府相楽郡木津町立相楽小学校教諭　梶川俊、典
い

　1．　はじめに

　本校は，京都府の南端に位置し，奈良市と隣接

する人口12，000余人の木津町の西部を校下とする

小規模校である。児童数366名11学級，教職員16

名の養護教諭未設置校であるが，近年宅地化の波

がおしよせ，従来の農村地域から住宅地域へと変

貌しつつあり，ここ1年間の転入児童が100名を

越す現況にある。

　健康で文化的な生活を営むことは，国民の権利

である。養護教諭未設置校であっても，学校教育

の中で児童の健康安全は，当然保障されなければ

ならない。

　このような観点に立って本校では，主体的に実

践する「心身ともに健康で，たくましい子ども」

の育成をめぎして計両的，組織的；二健康教育に取

り組んでいる。また，歯科保健活動の分野では，

管理面に比べて遅れていた指導面にも力点を置く

ことの重要性を認識して，昭和41年度から給食後

の歯みがきを実施するなど，多様な取組みを有機

的に関連づけながら具体的に発展させてきた。

　昭和45年度には，全口本健康優良学校特選校に

選ばれ，昭和46年度には奥村賞を受賞した。

　さらに昭和49年，第38回全国学校歯科保健大会

が京都で開かれた際には，視察校の一つに選ばれ

「生活化をめぎす保健教育一みんなが取り組む

歯科保健活動一」のテーマで実践発表をした。

　ここでは，その機会に教師集団，学校歯科医を

中心に作成した保健指導資料「歯の健康」につい

て報告したい。

2．　「歯の健康」作成の意図

（1）歯科保健に関する科学的な知識を身につけ

させる。

　保健指導は，児童が現在および将来の日常生活

における健康上の問題に気づいて，これを合理的

に判断し，処理する能力や態度を養うものであ

る。その際，科学的な知識をどの程度身につけて

いるかによって，気づき方や判断・処理のしかた

に大きな違いが生じるであろう。

　したがって，健康生活の実践化への前提とし

て，知的理解の内容を児童の実態や学年発達をふ

まえて系統的に指導する必要がある。

　（2）小学校の児童に適合した教材が少ない。

　昭和43年改訂の現行学習指導要領には，歯科保

健に関する指導内容が明示されているが，断片的

な教材はあっても，小学校の全学年を通じての体

系づけられた適当な教材がみあたらない。そこ

で，本校の過去の実践を検討して，独自の指導資

料を作成しようという機運が盛り上がった。

　（3）だれでも，いつでも活用できる副読本的な

指導資料を作る。

　生活化していくためには，全学年を通じて計画

的に，しかも，継続して繰り返して指導を積み上

げていかないと効果はあがらない。

　しかし，公立学校では異動によって教職員組織

が毎年のように変わる。そのため，時としては，

指導が中断したりして伝統的に形成された特色で

さえ薄らいでいく可能性や学力保障に逆行するよ

うな状況が生じないとは言えない。そこで，歯科

保健指導を特殊化しないためにも，着任すぐの先

生であろうと，非常勤の講師であろうと，だれで

も指導できる教材を整えておく必要がある。

　（4）教職員の歯科保健についての研修を深める

機会とする。

　転勤してきた先生の中には，「3・3・3方式って

何のこと」といった質問をよくされる。これはむ

りのないことで，過去の学校教育の中では歯科保

健についての指導が極めて不十分であり，一般の
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弓

，

教職員の歯科保健についての知識は，ほとんどな

いといってよいくらいである。このことが，歯科

保健指導を具体的に進展させにくい大きな要因と

なっていると考えられる。本校では，副読本をみ

んなで作成することを通して，まず教職員の研修

を深めることから出発した。

　幸い，熱心な学校歯科医の全面的な協力を得る

ことができた上に，大阪歯科大学の小西教授，同

付属衛生士学校宮脇校長の指導と助言を仰ぐこと

ができた。これらの専門家の全面的な援助によっ

て，研修が深まり，副読本作成への道が開かれた

と思っている。

3．「歯の健康」の構想と配慮

（1）歯科保健指導の目標を達成するに必要な内

容が盛り込まれ，指導計画に適合していることが

基本である。

　歯科保健指導の目標

　①　自己および自己の所属する集団の歯科保健

状態を理解し，問題点に気づいて，これを主体的

に改善，向上させようとする意識を高める。

　②　健康を権利としてとらえ，これを保持増進

させることの意義を知って，歯科保健に必要な知

識を理解させ，健康習慣の定着化をはかる。

　③将来の生活においても，常に，主体的な判

断によって歯科保健に適した生活が実践できる態

度と能力を体得させ，生活化をはかる。

　④　歯科保健活動を通じ，みんなと力を合わせ

てよりよい健康生活を創造しようとする積極的な

生活態度を育てる。

学年別歯科保健指導計画

学　年　　主 題 ね ら し・ 指 導 ヨド 容

1　　　きれいなは

1自分の歯について関心をもたせ，歯みがき

の必要性をわからせる。

歯の正しいみがき方を理解させ3・3・3

方式の歯みがきの習慣を養う。

自分のむし歯のようす

歯をみがくわけ

正しい歯みがきのしかた

子どもの歯，おとなの歯

歯によくないくせ

2

o

3

むしぼとおやっ

歯をたいせつに

1自分の歯の健康状態を知らせ，むし歯の治

療の大切さと予防のしかたを理解させる。

よい間食のとり方を知り，歯を大切にする

習慣と実践態度を養う。

自分の歯の状態とその問題点を正しく知
る。

歯の役目を理解し，むし歯予防の実践意欲

を高める。

4　1むし歯の予防

　　1

自分のむし歯のようす

歯の形と大きさ，よい歯，わるい歯のち

がい

正しい歯のみがき方，歯肉のマッサージ

歯の健康とおやつ

自分の歯のようす

むし歯のすすみ方

歯のはたらき

歯ブラシのえらび方とみがき方

フッ素のはたらき

歯についての理解をふかめ，むし歯および

歯ならびの早期治療の必要性を知る。

自主的に正しく歯をみがく習慣，態度を身

につける。
1

じょうぶな歯は栄養と深い関係があること

を理解させる。

う歯予防のため，気をつけねばならないこ

；とを自主的に実践する態度を身につけさせ

る。

1歯の名称と構造およびその働き

歯の働きに合ったみがき方

1むし歯の早期治療
i麟らび（不正咬合）

5 じょうぶな歯

学級のう歯の現状

う歯の原因とその症状

栄養と歯との関係

う歯予防について

歯みがきの正しい方法
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学年1主
　　　1

題 ね ら い 指 導 内 容

6　　歯の健康

歯の病気や異常の予防について理解し自主　歯の構造とむし歯の症状にっいて

的に実践する態度を身につけさせ家庭で実　歯の病気とからだへの影響

践させる。　　　　　　　　　　　　　　　歯と歯ぐきの病気の予防法

早期治療を自主的に実践できる習慣，態度1

を身につけさせる。

　（3）作成上の留意点

　①指導時間数，児童の発達や生活の実態を考え

て内容を精選する。

　②言語表現，図版など教科との関連に配慮す
る。

　③児童の生活につながり，興味をもって実践に

うつるよう平易で，よびかけるような表現にする。

　④歯科保健のために，日常生活で実践すべき事

項については，学年発達を考慮して繰り返して指

導するものと当該学年で重点的に指導するものを

明確にしておくこと。

　（4）「歯の健康」の内容例（5年の1部）

　むし歯の原因

　全国の5年生のうち，87％の人がむし歯をもっ

ているそうです。

　むし歯は，どうしてできるのでしょう。歯と歯

の間や歯の表面のくぼんだところに食べ物の残り

かすがつくと，やがてねばねばしたじょうたいに

なり，歯の表面にくっつきます。一般にこれを歯

垢（歯くそ）といいます。この歯垢は，ばい菌の

かたまりと考えてよいのです。つぎに，その中の

ばい菌がつくり出す強い酸と毒素で歯のエナメル

質をとかし，どんどん歯をこわしていきます。こ

れがむし歯です。

　いちどこわされた歯は，決してもとにはもどり

ません。だから，むし歯にかからないように気を

つけましょう。

　むし歯の予防

　歯は心身の健康に深い関係があります。そのた

いせつな歯をむし歯から守るためにつぎのことに

気をつけましょう。

　①333方式で，正しく歯をみがきましょう。

　②歯みがきのできないときは，わすれずブクブ

クうがいをしましょう。

　③強い歯をつくるために，フッ素をぬったり，

フッ素でうがいをしましょう。

　④歯によい食べ物を選び，時間をきめて食べま

しょう。

　⑤ときどき自分の歯のようすに気をつけましょ

う。

　⑥もし，むし歯になっていたら早くなおすよう

にしましょう。

　むし歯の予防の第1に，歯みがきがあげられて

います。みなさんは，1日3回，3分以内に3分

間，P一リング法により歯みがきをしています

ね。この方法は，食べ物のかすや歯垢をとりさ

り，菌をふやさない方法です。毎日333方式を

正しくやっていれば，むし歯にかかりにくいので

す。しかし，食べ物をとるのは，1日に3回だけ

ではありません。ジL一スをのんだり，おやつを

食べたりします。そのあとも歯をみがかねばなり

ません。

　けれども，いつもみがけるとはかぎりません

し，歯ばかり5回も6回もみがくわけにはいきま

せん。それでブクブクうがいなども必要になって

くるのです。ブクブクうがいによって，あるてい

ど食べかすなどがとれるのです。

　つぎに，よくかんで食べること，歯の検査をう

けるなども，むし歯を予防するのにたいせつなこ

とです。

　もうひとつわすれていけないことは，食べ物で

す。食べ物によってむし歯を予防することができ

ます。

4．　「歯の健康」の活用

（1）歯科保健指導の時間での活用

保健指導の特設時間を年間11時間，そのうち歯

o
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ゆ

り

科保健指導については，年間1時間を6月の健康

週間の中に位置づけている。しかし，それだけで

は極めて不十分なので，毎週木曜日の業間20分間

を学級指導のショートタイムの場として位置づけ

各担任が計画して指導を進めている。

　教職員の多忙化現象の進行する中で，学級指導

における歯科保健指導が円滑に進められるために

は，指導にすぐ役立つ教材が手近に常備されてい

ることが一つの条件と言える。

　本校では，各学級文庫に「歯の健康」を児童数

分備えつけ，必要に応じていつでも使用できるよ

うにしている。

　（2）教科学習の資料としての活用

　理科…歯のつくり（5年）

　　　　咀しゃくと消化（6年）

体青 ｛撫鰻鷺｝（5年）

　（3）父母の認識を高めるための活用

　保健指導では，学習したことが日常生活の場で

実践され，生活化していくことが目的である。し

たがって，家庭の理解と協力が不可欠の条件とな

る。

　両親学級の研修の教材として活用したり，長期

休暇中に家庭で読んでいただくなど父母の認識を

高める上でも役立っている。

5．歯科保健指導上の留意点

①歯科保健の問題は，個人的な側面が多いけれ

ども，集団の問題にまで高めていく配慮が特に

高学年では重要である。

②歯の健康と心身の健康を区別して考えるので

はなく，統一的にとらえて指導することが基本

的に大切である。

③知的理解を科学的認識に高め，必要な技能を

習得させるために，実習的なものを組み入れて

指導するよう配慮する。

④健康手帳を指導の場で活用するなど，指導と

管理の有機的な関連をはかり，全体計画に基づ

いて組織的に継続して指導すること。

　6．　おわりに

　「歯の健康」を活用しての指導をはじめ，多角

的な歯科保健活動をすすめる中で，習得された知

識・技能・態度が実践の場で生きて働くようにな

ってきた。このことが各自の生涯を通じて生活化

されることを願っている。

　しかし，課題解決の道は，なお遠く，子どもを

中心にすえて，学校歯科医を含む教師集団と育友

会・地域社会の人びとが一体となり，さらに充実

した歯科保健活動を継続発展させていこうと考え

ている。

学校における歯科健康診断の実施と事後措置を

効果的に進めるためにはどうしたらよいか

大阪市立高見小学校　深井照子

　はじめに

　健康診断の実施と事後措置を効果的に進めるた

めには事前に綿密な学校保健年間計画の中に特に

歯科の管理と指導を位置付けて，それに伴う諸準

備に万全を期しておかねばならない。そして児童

ひとりひとりを大切にするためにそれぞれの家庭

でかかえられている問題をよく把握しておちこぼ

れのない教育と管理と指導ならびに結果処理が完

壁に実践されてこそ素晴らしい学校保健となるこ

とを信じる。ために事後措置は各教科指導と同様

に何がその児童の障害になっているかを知り，そ

の児童に合わせた教育でなければ成果を期待する

ことは不可能であろう。次に本校で実践している

ことを記して諸先生方のe批判を仰ぎたい。

1．年間計画の樹立
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・歯科校医検診年3回　・健康相談　・－歯科校医

による講話　。フッ素塗布　。歯みがき訓練年6

回（大阪市学校歯科医会より1回，児童保健委員

会による5回）　・スライドによる全体指導。歯

の清潔しらべ9回　サフラニン色素塗布指導　。

児童保健委員会　・学校保健委員会　・作文やボ

スターかき。

　2．歯科校医の協力態勢

　検診年3回

　歯の検査前は必ず磨かせて検査をうけさせる。

。就学時健康診断には部位を具体的に記入できる

検査表を用意する。事後処理の必要な児童に対し

ては歯の状態に応じた図表を3枚かき児童と保護

者に見せて具体的に理解できるよう指導し，入学

式の日に受付で治療完了報告書を回収する約束を

1　　　　就学時歯科検診通知および受診票

昭和51年度　大阪市立高見小学校

一一1

1児　童　名

右9 EDC§λ 1　2

AB　C

性別男女1
　　－一一一一1

　D　E

CD　E

6左

　　　　ED　C　BA　A　B
　　　6　　　　　　2　1　1　2　　　　　　6
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿

上記の数字は永久歯，アルファベットは乳歯

C，＝かるいむしば（いま治療すると，かんたんにな

　　おる）

C2＝ひどいむしぽ（いま治療しないと困る）

C3＝特にひどいむし歯

C、＝根っこだけになったむし歯

　×＝ぬかねばいけない歯

　保護者殿
2　口腔診断のけっか上記のとおりです。はやく歯科

医と相談の上ちりょうをうけてください。ちりょう

がおわったら入学式の日に受付にだしてください。

　歯科医師各位殿

　上記の者，受診に参りました節はよろしくお願い

申しあげます。なお治療完了後はご面倒ですが下記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IIへ記入の上お渡しくださるようお願い申しあげます。1

処置歯

1治療医師捺印
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して帰らせる。歯の治療の成果を挙げるコッは小

学校では就学時健康診断，事後処理の説明できま

る，といっても過言でない。私は必ずこの事後処

理の説明のときに時間をかけて説明している。

　歯の健康相談について

　一・般児には保健だよりに詳しく相談口時を連絡

しておき，ぜひ相談に来てほしい児童に対しては

別途に案内状を作成し封筒に入れて渡し，保護者

の関心を深め成果があるよう配慮している。健康

相談が終了したあと担任，教頭，校長に健康相談

簿を回し児童の健康状態を知ってもらう。

・校医による講話　う歯予防週間の講話には年1

回必ず歯科校医先生から児童の実態をとらえた上

で適切な保健指導をしていただく。「手おくれ」と

いう題でお話をされた。これは児童も興味深く聞

き歯の治療も成果があがる。

　学校保健委員会

　本校歯科校医先生と本部からの応援された先生

で指導を深める。なるべく保護者も児童も多く入

れて開催し地域ぐるみの保健活動が盛りあがるよ

う工夫をする。

。フッ素塗布時の指導　歯みがきを入念にさせて

フッ素塗布をうけさせる。フッ素の効果につい

て，フッ素は歯の成分とむすびついて歯質をかた

くし，酸にも強くなる性質をもっている。フッ素

は，むし歯にかかりにくくする薬であるが，絶対

むし歯にならないという薬ではないのだから塗布

後も歯の健康管理は十分にする。

　臨時健康診断

　う歯撲滅運動を期待しての診断である。定期健

康診断は各校ともに一番に実施されるのでどこの

歯科医先生も満員であるためにシーズンオフをね

らって診断する。これは児童もお医者さまも治療

ができて好都合である。2月検診をうけて3月始

め頃治療票を渡すようにすると，児童は春休みを

利用して治療をうけるので効果的である。

　3．　養護教諭の活動

　年間・月間計画を樹立するにあたり，校医・保

健主事・教務主任とよく相談の上作成し，学校運

ら

o

’



ら

○

営上最も成果のあがるよう全教職員の応援を求め

られるよう配慮する。

　保健だよりの発行

　必ず月末には来月の保健だよりを児童を通して

家庭に渡す。内容は月間行事とその月の努力目

標，および留意すべきことを児童にもなるべく読

みやすく楽しい雰囲気でしかも教育的になるよう

工夫する。

　健康診断および健康相談に関すること

　健康診断事前の保健調査は4月上旬に家庭に渡

し記入をうけ一覧表に転記の上，該当児の問題点

を読みあげ診断が一層適切に行なわれるよう配慮

する（学校の規模によっても異なるが，ミラーは

100本以上用意し，古いものについては更新して

診断に便利なように整備する）。

　事後の措置はすばやく治療票に書き，学級一覧

表の歯の記入欄に治療歯の記号を書いておく。完

了報告のあった時「処置完了」の印を押して学級

の状態が担任，養護教諭にすぐわかるように整理

しておき，未治療者に対しては学級一覧表を見

て，あらゆる場を通して指導できるようにする。

完了して来た児童に対しては記号を見て完全にで

きていることを賞め，再度う歯にならないよう指

導と励ますことを忘れないよう心がけている。

　健康相談については，実施中保護者がどんなこ

とでも話せる雰囲気づくりをする。児童を必ず同

伴させ，その児童の歯について具体的に指導をう

け，経済的な面もあるので低学年から気をつけて

相談をうけさせている。

　歯に関する保健指導の資料作成配布

　学級における保健指導のために，歯の構造や臨

と食べもの，食品，大切な唾液，むし歯のできる

わけ，むし歯のすすみ方，歯ブラシの選び方，ブ

ラッシソグの仕方など，大阪市学校歯科医会が編

纂されたものの中から抜粋して，資料として担任

に配布し活用してもらう。

。医療費援助をうける児童に対して，家庭に健康

保険証の有無について尋ね，児童の治療該当歯の

見積り計算を校医先生と相談して作成し，教育委

員会の許可を得て，一般家庭の児童とともに治療

ができる態勢を準備し，治療票と同時に担任から

指導をうけて渡される。

保護者殿

お　　　し

このたびお子さまの

1いと思います。

べく

一一一

　　　　　’　　　　　』「

大阪市立高見小学校長　吉井昌一　r

ら歯せ　　　　｝
　　　　の治療を国費でいたした
　　眼
　　耳鼻科
っきましては書類作成の関係上なるi

゜錨欝鑑へ麟鱒甥轡号
◎上記のお医者さまで書類作成のためなるべく治療

　をおうけになられますようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1◎下記に健康保険の有無についてご記入の上担任の1

　先生までお願いします。　　　　　　　　　　　1
　………・…・……き　り　と　り・…・…・・………・…・

いずれかに○印をつけて折かえしすぐ担任の先生へ

出して下さい。

保 険　　あり　なし　　備

学年　　組 氏名

学校保健委員会と資料の作成

考

　地域社会ぐるみの健康管理が考えられるので主

として保護者は保健委員だがひとりでも多くの保

護者の参加を求めている。児童は4年生以上の保

健委員全員と学級代表男女各1名，各種委員会の

部長・副部長，児童会役員を参加させ活発に発言

させる。資料は具体的で理解しやすく，本市・本

校・国の数値を比較したもので教育的価値を高く

するため大きくグラフを作成して説明する。

　学校新聞の原稿について，児童の関心をひくた

めにユーモアと教育が有機的に結ばれたものを考

えてつくる。

　資料5：鶴は千年　亀は万年　保健　深井照子

　鶴はツル，ツルーと食べものを，かまずに丸の

み，亀はカメー，カメーと食べものをよくかんで

食べたので，胃腸も丈夫に，からだを大切にすご

しました，そこで鶴は千年生きた，亀は万年生き

たという笑話があります。歯が丈夫であることは

健康の第一条件です。

　神さまは親切

赤い色素（サフラニン）を歯につけて，ブクブク
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うがいをすると，歯のブラッシングのできていな

いところだけ真赤にそまる。

　どうしてなの？　私，みがいたのに〃

　僕もみがいたのにね〃

　不満そうな顔をときどき見かける。学校では，4

月，9月，1月，を省いた月は体重測定のとき歯

の清潔しらべをしています。5・6年生になると

自分から進んできれいにするようになりますが3

・ 4年生は，まだ自分のからだを守る自覚が乏し

いようです。1・2年生は乳歯（赤ちゃんの歯）

が多いため，みがいてなくても食べかすが永久歯

と比較すると，歯の表面がッルリとして美しいよ

うに，常日頃から子どもの口の中を見て感じる。

このようなことから神さまは，私たちのからだを

親切に作ってくださると思う。

　考えなおそう食生活

　けさパン食した人と尋ねると，8人～10人。チ

リメンジャコたべた人，2人～3人といったよう

に，私たちの子どもの頃とは，すっかり変ってき

た。炭水化物の摂取量はよいが，カルシウム分の

摂取量のバランスがくずれていないだろうか。

　最近の子は，骨も弱いように思う。ちょっと転

んでも，すぐ骨に異常がおきる。

　「ママ，チリメンジャコ忘れないでね」

　歯の清潔しらべ

　毎月体重測定時に歯の清潔しらべ10点法で実施

する。この際乳歯から永久歯の交換期には歯列不

正が発生しやすいので十分気をつけてしらべる。

発見した時は家庭連絡をすぐ作成して歯科医へい

かせる。

歯の清潔しらべ

ぬラ．

学年＼

　性別

区分t’

男　　（297人）

数・％ よくなし、　 ふつう よ い

ら
～O－

刈

＼

　
　
　
　
　
　
フ
ロ
　
　
　
ヨ

2
n
l
Z
2
瓦

数
％

数

％
数
％

－
▲
　
　
　
ワ
臼
　
　
　
3

6～7！8～10

女　（282人）

1

よくない　　ふつう　　よ

0～5 6～7 8～10

い

2

1

2

3

数
％
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％
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％
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2
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2
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3
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o

5

1

2

3

数

％
数
％
数
％

　
3

6乙
3　
1
　
3

9
臼
つ
」
　
1
　
4

Q
U
ー
ム

　
2

6

1

2

3

数
％

数
％
数
％

2
10．5

2
11．8

3

16．7

13
86．7

13
86．7

11

78．6

15
88．2

14
93．3

14
87．5

17
89．5

15

88．2

15
83．3

2
11．8

15
88．2

◎17
100．0

◎16
100．0

全 体 十二＝
口 40 1 256 27 2

0．7

253

百 分 率 13．5 0．3 86．2 9．6 89．7

。評価と保健指導を深めるために児童に身近なア

ンケートをして実態を把握し，指導の一助とす

る。スペースの関係上事例を一部掲載します。

　すきな食品の調査では，トップは児童のおやつ

にもなっていると推測されるラーメンが男子では

1位，女子はハソバーグが1位でラーメンが2位

である。このような状態は日常多忙な保護者の手

を借りなくても高学年では自分の手で簡単に操作

ができる安易さがラーメソの王座を占めた原因で

はなかろうか。ハンバーグやソーセージは児童も

好物のようであるが，牛乳・卵・チリメンジャ

コ，わかめなどは大体似かよった数値であった。

丸干は保護者が用意する食卓だけの食品であり，

児童には嗜好食品ではないようにうかがえる。

　歯ブラシを1年間にどの程度使用しているか。

　男女ともに2本～3本と答えた児童が一番多

く，1年間に4本使用は男子の方が女子に比べて

やや多い。5本使用は女子の方が多くなってい

る。7本以上使用するのは男子が女子の2倍強と

なっている。ブラシの大きさ，ローリングしやす

い，8角形の柄付きブラシ，学校歯科校医会推せ

んの「わかば号」を1年に1回学校用を購入して

児童が正しいブラシの選び方とブラッシソグし易

いように心がけているが，問題は家庭で使用しな

いと答えている児童と保護者に対して啓蒙や健康

相談をする必要がある。

4，　学級担任の活動

　大阪市は保健主事会から保健学習の年間計画表

を配布しており，それをもとにして本校のカリキ

ュラムを作成し学級指導をおこなう。

。知的理解を深めるため補助資料として，低・中

・ 高学年別にスライドを利用している。

。学級指導は継続的に行ない特に重点をおく場合

は学級指導の時間割に弾力性をもたせて理解させ

実践にうつすまで指導している。

・3年生の事例を挙げると青い治療票をについて

学級で話し合いをさせて毎日，反省表にかかせて

みる。担任は何故こうになったのか，う歯の本数や

記号についてシ。一トの保健指導を行なう。児童

が自分から進んで治療に行く気持ちを抱かせる。

その翌日歯のお医者様へ行った人と尋ねる。早い

児童は「はい予約して来ました。来週月曜日2時

～ 4時までの間に来なさい」このような返事があ

る。忘れないように暦に○印しておきましょう

ね。治療完了した時は青い治療票の記号を見て，

よかったね，頭を撫でながら，これからむし歯に

ならないようにしっかり磨いたり，うがいを忘れ

ないように励ます。そうすることによって他の児

童の教育にもつながる。毎月保健だよりが発刊さ

れた時は，その保健だよりによってショートの保

健指導をそのつど実施している。

　まとめ

　歯に関する健康教育もすべて学校教育活動全体

のなかで有機的にしかも活発に運営されなければ
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ならない。歯科校医先生が活動しやすいよう配慮

するとともに，校医先生を中心に，教職員・保護

者・地域社会の方がたの協力によって児童ひとり

ひとりが成人してから自分で正しく健康管理ので

きる人づくりをする原動力になるよう養護教諭は

情熱と愛情をもっておちこぼれのない教育を心が

ることが大切である。

●

学校における歯科健康診断の実施と事後措置を効

果的に進めるためにはどのようにしたらよいか

　1，　昭和42年当時の実態

　ア．健康診断時，校医の“もち上り検診“でな

かったため，前年度と比較し，問題点が数多くみ

られた。

　イ．検診医と治療医との見解のずれが起こるた

め，生徒の不信感が強かった。

　ウ．生徒の口腔内をみれば，歯ぐきの異常があ

るだろうと思われるのに，「歯周疾患はゼロ」と

いう実態で，検診の主眼点は「むし歯の有無」だ

けにおかれていた。

　エ．校医と学校との関係は，人間的な交流が殆

どみられなかった。

　ナ．校内の体制は保健に対する関心度が薄く，

協力体制も弱かった。

　カ．事後措置については，「家庭通信」だけで，

保健指導の充実さに欠けていた。

　キ．処置率も30％前後であるため，歯痛を訴え

る生徒が続出した。

　ク．保健指導の欠如から，生徒は歯科に関する

知識が薄く，歯科用語の無理解，歯科治療の受け

方等が，全くわからない状態であった。

　ケ．生徒保健委員会が不活発であった。

　2．改善点

　健康診断

　検診は“もち上り検診”とし，歯科校医3名の

検診のずれをなくすようにした。

　中学生の検診内容および，指導事項の重要ポイ

ントに歯周疾患があることを校医の先生にお話

し，歯ぐきの検診をしてもらえるよう要請した。

千葉県佐原市立佐原中学校　多田美津子

　健康診断前に，生徒に事前指導として，用語の

理解と治療の必要性を指導し，また保健調査も実

施することとした。

　健康診断後，校医と話し合いの場を必ず設け，

そこで「学校の当面している問題」をうち出し，

打解策を話し合った。

　事後措置

　要保護・準要保護生徒の診療日の設定（引率治

療）

　校医による歯科講話の依頼

　治療勧告を定期的に実施

　保健指導の充実

　44年，45年と文部省指定の特別活動研究指定校

になったのを機会に始めていった。　（資料2）

　歯科思想の普及，用語の普及

　カラーテスター錠による歯みがき欠陥箇所の把

握（資料1S．43より実施）

　正しい歯みがきのし方の指導（S．46歯科衛生

士による，S．47以降は養教）

　ウォーターピック使用による歯ぐきの重要性を

強調

　食事指導（アメリカのビビーによる，食品脱灰

能一覧表による）重要性を強調

　正しい治療の受け方

　治療開始後は必ず完治させる。

　医師の選択（内科，外科と同じように歯科にも
“一・般診療”　“口腔外科”等10種以上の科がある

ことの理解）

　校内の体制

　保健安全指導，生徒保健委員会，学校保健委員
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●

会に養護教諭は参加し，協力助言をしていった。

　生徒保健委員会の充実

　健康診断の補助

　歯の衛生週間における活動（ポスター，標語入

賞者への賞状，賞品は手造り）　（資料3）

　治療勧告用紙の配布

　治療状況調査表の記入

　保健だより発行

　地域社会への啓蒙

　毎学期，父兄会時に保健だよりを発行し，校長

先生から啓発してもらう。

　3，変わってきたこと

　a．検診が“もち上り検診”となったため，3

年間同じ医師にみてもらえる気安さから，生徒側

に親近感が生まれ，検診時に小さな相談もできる

ようになった。

　b．養教は校医と学校の問題点を相互の立場で

自由に話し合えるようになったため，校医が非常

に協力的になってくれた。

　c．校医を通し，地区歯科医師会と養護部会の

話し合う場が設けられるようになり，打開策をう

ち出している。この結果，50年から千葉県におい

て，中学3年生を対象に健歯コンクールが発足

し，また，51年から中学生もポスター，標語のコ

ンクールに参加でき，県審査まで行くようになっ

たのも，香取郡，佐原市から発案している。

　d．校医の講話をS．47年から相談形式とし，

一斉指導は放送を利用するようにして未治療者へ

の啓発に努め，効果を上げてきている。

　e．「よい歯の学校」として，S．43，　S．44，

S．45，S．47は，千葉県表彰で準優秀となる（S．

48以降は治療率60～70％である）。

　f．校内の職員の協力体制ができ，保健的見地

から，生徒を見つめてもらえるようになってき
た。

　9．保健指導の時間（短学活・学活）が実施さ

れるようになってきたため，また，生徒保健委員

会活動が充実してきたため，保健意識が高まって

きた。

　h．生徒会保健委員会も，43年（むし歯），44

年（むし歯），45年（体型と体力），46年（歯周疾

患），49年（体型と体力），50年（体型と体力）に

関する研究テーマで，県主催中学校保健研究発表

会に郡代表として参加し，44・45・46・49年は第

2位，第3位に入賞している。

　i．父兄もかなり熱心な親が増えている。

　4，今後の課題

　（1）マソネリ化になってきている刷掃指導の原

因究明と指導法の研究

　（2）以前生徒治療に一斉治療を取りいれて実施

したこともあったが，現況では絶対むりな状態で

ある。そこで，S．50年から歯科医師会との話し

合いで“年間治療”をする体制になり，その方向

で進めている。今後さらに医師会との連携を密に

して授業時間に影響の少ない時間帯で治療しても

らえるようにしていきたい。

　（3）生徒保健委員会活動の工夫

　（4）C3，　C4といった大きなむし歯の治療促進

　（5）健康相談の充実（個別指導）

　（6）保健指導の工夫

　（7）地区歯科医師会への要請

　妊婦の指導はされているが，幼児を持つ母親の

育児相談とに一一貫したものがなく，系統的な指導

がほどこされていない。歯科医による相談が，3

歳児検診の検診だけでなく，1歳時，2歳時，3

歳時と実施されることを希望したい。

　6月の保健指導要点

　全体目標：歯に関する予防処置がきちんととれ

ようにする。食中毒，伝染病予防のため健康観察

の徹底。

学年題材　　指　　導　　内　　容 資 料

　　　○要注意乳歯について　　　・個人別歯科治

1歯…（歯列が悪くなる事に気づ療票利用

の；。鏡翫重甦（C、，　C2）．個人繍輪

　　衛　　　　　　　　　　　　　　療票利用

年生　　　　　　1（CIC2C3C・）
　　　C歯みがきの正しい使い方　1・カラーテスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　ーの結果利用
　　　　　　　　　　　　　　　1
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2

年匪

　1・早期治療の重要性を強調指「・個人別歯科治

　　　　　　　　　　　　　J歯　導　　　　　　　　　　　療票利用
の：（全学年で2年生が一番悪い実態である事を知らせる）1

衛゜歯周疾患者の歯石の除去と・個人別歯科治

　　正しい歯みがきのし方の必　療票利用

　　　　　　　　　　　　　11灘籠うなるか一i

　　　1・治療後の新規う歯を防ぐに・個人別歯科治

3　っ　　はどのようにしたら良いか　療票

1露難後の管理のし方1

年礁1職矯庭二岬
　I　F　開　　　　　　　　1

共

通

1・つゆに起こりやすい病気に・6月の保健参

｛瞬毒　　i照
つ

ゆ
の
衛
生

・ 単なる下痢

・ 水虫，はやり目

・ 予防法

・ 給食時の身仕度，手洗い，

爪

・ハンヶチ，チリ紙の常用

・靴下は毎日とりかえる

・ 上履は清潔なものを

●

学校における歯科保健指導を効果的に

進めるためにはどうしたらよいか

　1．　施設・設備の活用

　現在の旧校舎は手洗い用だけだが，新校舎に移

転すれば（今年10月予定）手洗い兼洗口場ができ

る。歯ぐきの病気予防（46年から実施）のために

ウォーターピックの活用をしている。

　2．　歯科保健の教材教具の活用

　歯の模型と歯ブラシ

　教本：「むし歯をつくらないための食事とおや

つ」歯科衛生保健指導プラン（本村静一），保健指

導の手引き（中学生用自作）

　スライド：むし歯の弊害，ウーターピック使用

効果（本校の実態），カラーテスター使用効果（本

校の実態），正しい歯みがきのし方，むし歯のな

りたち

　図表：歯科に関するデータ，夜食の実態，歯み

がきとうがいの実態

　放送利用（むし歯予防週間）：生徒保健委員会

（本校のデータ），本年度の健康診断の結果から，

むし歯の進度と治療について，歯ぐきの病気と治

療について，歯の正しいみがき方について，カラ

ー テスター実施方法と効果について

　ポスター・標語・健歯コンクールについて：新

聞切りぬき，健康カード・歯科家庭通知，治療促

進表……未治療者への啓蒙，保健だより

　以上のような資料をもとにして指導を行なって

いるが，歯科保健の効果は一進一退しているのが

現状である。学校と家庭，医師の協力，そして，

何よりも生徒自身のやろうとする意志力が大きく

結果を左右していると思われる。そうした意味

で，環境や資料を整備することはもちろん大切で

はあるが，教師はもう一度原点に立ちもどって，

歯科保健がなぜ生徒たちの生活化に結びつかない

のか反省し，分析して，現況のともすればマソネ

リ化しやすい指導法に新鮮な目をもってあたり，

生徒にやる気を起こあせることが重要であろうと

考える。

むし歯の状況（本数）

塗態

　Cl

　C2

　ce

　C，

　合

　要　抜　去

学年
　　1年　2年　3年合計

　　　　472
　　　　　114

　　　　　84

　　　　　68
　　計　　738

乳　歯　　　58

451

517

1331

58

753

42

530：

218i
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1
59 i
898 i
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場所別むし歯の状況（本数＝人数）
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3学校における歯科健康診断と事後措置を

効果的に進めるにはどうしたらよいか

横須賀市立汐入小学校学校歯科医谷幸信

　はじめに

　学校における歯科健康診断の実施と事後措置を

効果的に進めることに関して，過去学校歯科医が

設置になって以来の懸案であり，古くてしかも今

も最善の策が待ち望まれていることだろうと思

う。毎年各種学校保健関係の研究集会において，

校長，保健主事，一般教員，養護教員，学校歯科

医，教育委員会関係者等の絶えぎるしかも献身的

な業績が発表されてきている。都会地，農村，山

間部，離島等それぞれ異なった環境においてすば

らしい成果を挙げてこられたのである。しかし

P．67の左図に見る通りで，交部省の学校保健統計

調査報告書で見ても，年を追ってう歯罹患者率は

増加し，昭和43年には90％を越えるにいたったの

である。年齢別に見てもほとんど差がない状態で

ある。また表1を比べてみても各学校種別疾病異

常の中で最も高い罹患率を示しているのがう歯で

ある。表5によると近年近視，心臓疾患，ぞんそ

く，腎疾患が急増しているものの絶対数ではきわ

めて低いのである。しかし心臓疾患とか腎臓疾患

は直接生命に影響があるので大きな問題として取

り上げられているのであろう。

　各学校種類別にみたう歯の状況は10本以上むし

歯のある％は小学校13％，中学校7．　8％，高校16

％であり，その処置状況はP．67右図のように低年

齢者ではう歯罹患率の低い者がよく治療を受けて

おり，高等学校生徒になるとう歯罹患率の高い者

がよく治している。

　さてわが国の学校保健管理の制度が，学校保健

法という法律に基づいて，学校教育活動の一環と

してとらえる仕組みとなっている点では他の国に

比類のないものであるといえよう。したがって考

え方によっては，わが国ほど教育の立場から学校

保健管理に力を入れている国はないといってもよ

いかもしれない。法の意図する通り具体的に生か

されているかどうかに問題があると考えられる。

　欧米先進国においては，学校教育の一部分とし

て学校保健管理を考える必要がないのかもしれな

い。児童，生徒は地域社会や家庭の一員である。

学童の保健管理も，地域における保健や医療の営

みの中で把握していけば，学校はなにもよけいな

仕事に（一般教員の中には学校保健に関すること

は雑事と思っているものがいる）手を出す必要も

なく本来の使命である教育活動に専念できるであ

ろう。
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　わが国の場合，当然家庭においてなされるべき

しつけ教育，安全教育，ことに交通安全教育，清

潔習慣等もろもろの事柄があまりにも多く学校の

場に持ちこまれ過ぎているようである。こうした

問題の多くは家庭や地域社会の責任に主として委

ねることの方が本筋なのではないだろうか。

　しかしいま一挙に，学校保健に関する多くの事

柄を家庭の責任においてなすべく，学校側が放棄

したならばどうであろうか。今日この席でわが国

の現状に即した形のものとするにはどうしたらよ

いか検討すべき時期だろうと思う。

　次にわが国の歯科医師数の状況について表2に

見られる通り逐年増加してはいるが，地域による

偏在がいちじるしく，人口10万人当りの分布を見

ると表3のようである。全国平均以上の都道府県

はわずか12，10大都市で見ると横浜市，川崎市を

除いた所は平均以上であり，大都市に集中してい

るのがわかる。欧米先進国と較べてもはるかに少

ないのが現実である。人口10万人当り，ノルウエ

ー 71ノ＼，西ドイツ55人，アメリカ54人，デンマー

ク52ノ＼，スウェーデン49人，ニュージーラソド45

人，スイス39人であって，現在のアメリカ並みの

比率になるのは昭和60年頃になる見込みである。

このような格差の下で学校歯科保健を推進してい

くことはきわめて困難なことといえると思う。

　学校歯科保健推進の方途

　組織活動・保健管理・保健教育

　以上3つの領域が有機的に行なわれなければな

らない。健康優良学校，歯科保健優良校はみなこ

の点が一卜分に行なわれている結果到達したもので

ある。学校教育活動の全領域と有機的な関連を図

りながら運営される関係上，学校の校長以下全職

員の理解と協力を必要としているのである。保健

管理の面では学校歯科医がその専門分野からの指

導と助言をし，学校，家庭，地域社会相互の関連

を一層密にすることによって初めて成果が期待で

きる。

　こうした学校保健推進向上の諸問題解決に対処

するための組織活動の展開が必要となる。
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学校保健委員会

　学校保健の組織活動の中枢となるのはなんとい

っても各学校において組織された学校保健委員会

である。この組織は，学校医，学校歯科医，学校

薬剤師，保健担当教員，関係教科担当教員，養護

教員，教員代表，父兄保護者代表，地域社会にお

ける学校保健関係機関代表等によって構成され保

健主事が運営に当たるもので，学校長の学校保健

に関する諮問機関としての性格をもっている。こ

の委員会の活動が活発に，しかも有効に働いてい

る学校こそ，いま表題にある健康診断の実施と事

後措置が効果的に進めることができる。学校保健

委員会のない学校においては学校ぐるみの学校保

健活動は期待できないのではなかろうか。学校歯

科医としては学校保健委員会に対して，学校の現

況，健康診断の結果についての実態，地域の他の

学校との比較，全国との比較等，各種の情報を提

供し，それに基づいた具体的な計画をたてるよう

に指導助言を行なうべきである。

　学習指導要領の改訂に伴い，健康診断が特別活

動の中の保健体育的行事として位置づけられたの

である。この定期健康診断を行なうにあたって学

校保健委員にはかり，学校全体として取り組み・

事前の周到な準備連絡がなされて初めてスムーズ

に行なえるのである。小学校においては各学級担

任がその担当するクラスの健康診断に立ち合い，

受持児童1人1人についての健康状態を把握し，

理解して初めてその後の学習指導，日常の健康観

察，学級指導に成果が挙がるのである。中学，高

校においてはホームルームの教師が立ち合うこと

が望ましい。このように学校長以下学校全体の協

力理解が得られて初めて次の保健教育への道もひ

らけ，保健学習が体育だけでなく，関連教科たと

えば理科，家庭科等においても指導が行なわれ，

道徳においては整理整頓，清潔等の指導も十分に

行なわれるようになる。

　児童会活動，学級会活動，その他保健体育的行

事である歯の衛生週間等も全校的に歯科保健に対

する意識を高めるのに役立つ。学級担任の理解が

深まればそれにつれて学級指導の面でも具体的に

しかも積極的になり，特設時間を設けて指導する

●



，

などのことも行なわれるようになる。

　保健管理

　前述のように歯科医師の絶対数が不足している

現在，学校歯科医に定期健康診断のほかに臨時健

康診断を毎学期実施するように要求するのは困難

であるができれば毎学期検診し，事後措置の実態

を把握し，再勧告するのが望ましい。

　小学校高学年からは勧告書よりも反復検診し直

接児童に指示する方がよいと思われる。中学生，

高校生に対しては治療勧告書を出すのももちろん

必要だが健康診断の際に時間をかけて話し合い，

治療の必要性，歯周疾患，咬合異常等について理

解をさせることが極めて重要であり，効果を挙げ

ることができるものである。

　健康相談

　学校保健法第11条に，学校においては児童，生

徒，学生又は幼児の健康に関し，健康相談を行な

うものとすると規定している。

　健康相談を実施するにあたっては事前の連絡，

関係記録等を準備しておく必要がある。歯科の健

康相談を行なうには以下に述べるような者を対象

者とする。

　（1）未処置う歯が多く咀噛能力が著しく低下して

いるもの。

　（2）う歯の進行が著しく早いもの。

　③要注意乳歯の所有者

　（4）放置すると不正咬合になることが予想され，

あるいは治療が困難になると思われるもの。その

他歯及び口腔の疾病異常が見られるもの。

　（5）う歯や歯周疾患に原因すると考えられる微

熱，倦怠等の全身症状が見られる者。

　（6）歯科治療に強い恐怖心をもっている者。

　（7）う歯の多発，歯周疾患，不正咬合，強い口臭

などが精神的な負担になっている者。

　（8）歯の清掃状態のきわめて悪い者。

　（9）食生活習慣の上で著しい偏食傾向が認められ

’

る者。

　⑩児童，生徒，保護者，担任教師が相談を希望

するもの。

　以上のような者を対象にし，学級担任，保護者，

養護教員立合いの上で行なうのがよい。集団でた

とえば母親学級のように多勢で保健指導を行う場

合と違い，1対1で話し合うためふだん聞きにく

い点にも触れることができ，きわめて効果的であ

る。特に偏食傾向の強いもの，食生活を改善する

必要のある者に対しては有効である。

　保健教育

　学校における歯科保健教育は，詳細に研究され

た指導案に基づいて計画的にすすめられねばなら

ない。

　理科で身体の構造や機能を学ぶ機会，あるいは

他教科における歯科関連事項および道徳における

習慣形成，その他あらゆる歯科関連事項を詳細に

調査し，整理し，さらに健康診断，保健指導，健

康相談，歯科関連学校行事などを考慮に入れて学

習指導計画を立てる必要がある。

　保健教育は知的理解が直接生活に活かされねば

ならないものであるから，保健指導との関連を考

慮せねばならない。

　保健教育は地域社会の協力を得るための考慮が

十分払われねばならない。

　学校教員，養護教員に対する現職教育

　（1）資料，情報の提供

　　歯科保健に関する各種の資料，情報を提供

　（2）教材と教具を整備

　　児童，生徒の歯科保健に関連する生活経験，

　　家庭環境，地域社会の歯科保健状態など，す

　　べて教材となる。

　以上種々述べたが要は，学校歯科医を中心とし

て学校長以下全教職員，保護者父兄，地域社会の

理解と協力がこの問題を効果的に進める根本だと

信ずる。
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学校段階で異なるう歯罹患率の増加状況

　　（昭和39～43年度学校保健統計調査報告書）
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年齢別，う歯の本数区分別に見た処置完了者の比率
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表2　歯科医師数と人ロ10万人対歯科医師数の年次推移
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定期健康診断（歯科）と

　　　東京都における歯の疾病異常について

東京都教育庁体育部保健課主査　高橋郁雄

1．　学校における定期健康診断（歯科）実施の構造と

　考察

3．東京都における疾病異常う歯状況（区・市部）昭

　和50年度

2．　定期健康診断票の再検討について

項目一　年齢16

　検査人員　　　　　　179910
男
　処置者数　　　　　　14595

　処置率％　　　　　　　18．3

　未処置者数　　　　　159268

　未処置率％　　　　　　74．2

　口腔の疾病，異状者数　　547

呈腔の疾病及び異状煮。．7
　’響　　　　　　　　　　　　　　　　1

7 8 9 10

77648　　　　66965　　　　71383　　　　71085

13099　　　　12223　　　　15966　　　　20916

16．9　　　18．3　　　22．4　　　29．4

60559　　　　52290　　　　53724　　　　48876

78．0　　　　　78．1　　　　　75．3　　　　　68．8

　703　　　　　819　　　　1，053　　　　1，051

　0．9　　　 1．2　　　 1．5　　　 1．5

女検査人員　　　　　77792
　処置者数　　　　　　　14742

　処置率％　　　　　　　19．0

　未処置者数　　　　　　58396

　未処置率％　　　　　　　75．1

　口腔の疾病，異状者数　　591

　口腔の疾病及び異状者
　　　　　　　　　　　　0．8　率
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　　　　　69



4．　養護学校（養護学級）とへき地歯科診療について

　就学時疾病異常う歯状況

年度

　項目
＼＼

性別＼

50

49

48

47
　　　　1

処置完了者 未処置歯のある者 口腔の疾病及び異常ある者

　　男

（89，575人）

14，377人

（90，751人）

13，569人

（88，418ノ＼）

12，607人

（75，232人）

　9，937人

女

（84，194人）

13．626人

（85，362人）

13，　236人

（81，835人）

11，683人

（70，312人）

　7，　603人

男 女

66，849人

69，725人

68，119人

57，189人

63，　176人

65，338人

65，566人

53，695人

男

713人

680人

895人

833人

女

764人

808人

840人

793人

亀

o

就学時疾病異常精神薄弱者数

＼　　1＼

年度

　　項目

性別＼

一｝・1

精神薄弱と判定された者 就学猶予が適当と認められた者

男

184人

198人

178人

196人

女 男

O
Q
ゾ
8
7
9

5
4
4
4

106人

114人

113人

123人

21人

25人

28人

53人

女

11人

16人

11人

41人

（注）カッコ内の人員は受検老総数を示す。
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第39回全国学校歯科保健大会収支決算書報告

収入総額　　13

支出総額　　13

差引残額　
収
入
の
部
∂

科　　　　　目 1予　算 額　！　決　　算 額　　　増 減　　1　備

一一一一一一『
一

1872×5，000
，　　　　会　　　　費 5，150，000 5，256，500 106，500　　265×3，000

21x2，000

負　　担　　金 3，600，000 4，000，000 4・¢…1暑難31

協　　力　　金 1，300，000 1，300，000

1
！
日
　
歯
　
6
0
　
香
　
歯
　
7
…

協　　賛　　金 200，000 50，000 △150，000　　香川県学校

助　　成　　金 、　　　1，300，000 1，300，000　1　　1 0

寄　　付　　金 1，200，000 1，250，000 50，000　1

雑　　収　　入 10，000 48，579 38，579

一 『一一一一一 1

計 1，2，760，000 13，205，079 445，07gi　l

　　一丁一一 『一一

支出の部

科　　　　目 予　算　額1 決算額1 増　　　減 備

一一　一　 一一一一一一一 1

大　　会　　費 8，150，000　1 8，847，278　1 697，278

　一　『設　　営　　費 850，000 1，069，918 219，918

報　　償　　費 900，000 1，066，450 166，450 講師発表者旅費日当謝金等

需　　用　　費 3，200，000 2，880，000 △　320，000 大会誌印刷代

交　　通　　費 300，000 282，820 △　　17，180

会　　議　　費 600，000 895，331 295，331 前夜祭反省会

記念　品　費i
昼　食　費1

1，000．0001

900，000i

1，019，200

1，028，200

19，200

128，200

参加者記念品

渉　　外　　費［1　3・・，…1 456，780 156，780

雑　　　　費 100．0001 148，579 48，579
1＿＿一　　　一一一

一一 　　一
学　　会　　費 500．0001

50αooo　l o！

　一一

準　　備　　費 3，500，000

　1
3，857，801 357，801

『一一一一
1 一一一』

会　　議　　費 700，000 844．000i 144，000

庶　　務　　費 300．0001
289，768「 △　1傷2321

ψ

　　　通　　信　　費 200，000 171，720 　　1△　　28，280

会務連絡費 200，000 380，931 180，931

需　　用　　費 1，000，000 949，957 △　　50，043　　1

．　　　学校指導助成費 800，000 927，560 127，560

雑　　　　費 300，000 293，865 △　　6，135

一一一 　一一一 一一
予　　備　　費 610，000

ol
△　610，000

　　一一一一 　一一一一一
一一

計 12，760，000 13・205・0791 445．07gi

　　一
一



第17回全日本よい歯の学校名簿／県別内訳表

＼鞭 44年度
第10回

45年度
第11回

46年度
第12回

47年度
第13回

48年度
第14回

49年度
第15回

50年度
第16回

51年度
第17回

県別

石
宮
秋

山
福
茨
栃
群

埼
千
束
神
新

富
石
福
山
長

岐
静
愛
三
滋

山尽大
丘
ハ
菰
爪
和

鳥
島
岡
広
山

徳
香
愛
高
福

佐
長
熊
大
宮

鹿
沖

奈

歌

日
］ラ

＼
道
森
手
城
田

形
島
城
木
馬

玉
葉
京
川
潟

山
川
井
梨
野

阜
岡
知
重
賀

都
阪
庫
良
山

取
根
山
島
口

島
川
媛
知
岡

賀
崎
本
分
崎

島
縄

O

115

45
49
185

84
18

174
51
105

128
30
14
　　1

29

97
12

103

　0
49

110
152
90
　6
43

12
76
53
105

　　1

107

　3
15

42

O
Q
！
6

6
〆
0
〔
」

0

54

17

18

102

O
i
2
1
9
　
3
8
3
　
2
　
6
8
2
0
5

4
1
3
2
3
　
4
　
　
　
1
　
2
　
3

191

36E
321

21
ilt　1

0
6
4
8
1

　
2
　
0
）

1

∩
》
2
6
3

Q
）
　
　
　
－

111
201
16i

　　i

小

9

118

53
53
1331

81
16

196
68
98

146

44
13

23

64
19

112

58
　　　1

1！91

1401
102

48

11

73
64
148

　5
116
12
131

52
1

　　T

1
5
2
4

　
6
8
∩
◎

2

2

50

4
1
1

1
〔
∠
7

38
7，

321
　4

38’

59｝

11

　3

7

7
‘
只
）
！
O

I
　
（
∠

11

221
26！

36

11

6
1
0
3

1
　
4
凸

0
2
4
4

3
　
　
1

小

2
3

　
1
9

146i

58！

60
154

901
72
246
71

206

174
69
15

　2
34

217
22
116

65

　　　1
1441

143
109
　　　i

561

141

1
1204，

，112；

5
9
1
6

1
2
∩
Q

22　i

l21
77

87
i53i
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中

（
∠

5

3

65

4
4
1
凸
Q
／

1
3
フ
よ

6
0
2
8
0

3
1
に
」
2
83
Q
／
6
3
5

6
1
　
　
　
1

3
0
9

0
1
2

1

15
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65i
39；
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4
7
‘
4
轟
1

3
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3
8
5
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4
　
　
　
2

1
2
6

（

∠
F
D
3

小

只
》
6
8
9
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1

185

27
72
137

79
26
257
90
265
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44
14

31

218
31
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88

144
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118

　2
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19

100
54
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12

　　8
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　　9

74

　　1

121

161

119
21

中

4
ゐ
フ
‘
1
1
579

只
）
［
Q
4

1
3
7
32
11

54
31
103

7
2
7
‘

7
1
9

5
7
Q
／

9
1
3
15

9
6
2

2
3
4
33

小

4
＾
6
7
4
1

　
1
■
占
　
　

1
1
■
ム

234

l
l
l，471

127
48
275
84
267

211
53
13

35

204
30
230

84

159
157

29
　2
92

1　　18
391112
8　　68
711179
8　　　8

3
Ω
）
り
Q
Q
／

4
占
　
　
　
－
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59
46i
　7

I
Q
1

　
2
　
1

8
6

　
8
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O
Q
！

－
（
」

1

中

4
ム
一
！
り
Q
3
4114

8
2
0

1
3
∩
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3
0
8
2
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∠
7
3
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D
ノ
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∩
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－
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4

り

Q
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▲
－
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2
7
6
5

4
占
　
∠
0
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2
8

　
1
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77
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121
　　」

小

〔

9

5
4
2
Q
／

　
2
1
1
1
271
　　8

99
72
163

107
45
292
98
333

205
47
　　9

　　2

77

153
39
227

87

144
128
131

　2
76

16

106
88
180
36

7
∠
n
◎

　
1
　
1

4
7

　
9

135
229
109
33

1
1

中

－

◎
8
2
2
1
126

　2
38
28
98

56
17

92
33
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！

0
ハ
∠

r

D
1
4
轟

7
1
　
　2

4
0
1

7
2
F
D
20

0
8
4
1
8

3
1
4
　
2

37

翻
20

2
Q
／

　
3

2
4

　
2

4
6
6
9
3

4
8
3
1

小

6
5
3
5
7

　
つ
∪
つ
9
1
ー
ム

245
11

116
90
145

154
46
315
104
351

220
44
13
　　7

49

204
41
386
　　3

83

161

124
140
　　1

86

18

113
83
199

50

0
7
5
6
6

1
凸
－
　
　
　
Q
／

　
1

　　1

136

243
105
38

3

中

7
4
2
7
4
7
‘

　
1

4
（
」
5
6
2

9
　

4
3
8
55
42
81

29
125

0
8
6
4
9

00
　
　
　
　

1

104
27
93
　　1

35

4
轟
7
8
1
亀
Q
り

3
1
4
　
2

1
1
0
6

4
・
1
7
‘
2－
凸
7
6
Q

　
3

35

2
8
4
ゐ
4
ゐ

4
0
Q
4
ら
ー

小

3
！
0
1
r
D
「
D

1
3
4
＾
1
2
214
　11

128
103
157

166
33
349
99
414

191

29
16
　　1

62

215
59
448
　　5

72

170
130
140
　　5

73

　16

122
91

212
72

23
101
　　7

11

107

138
163
122
48

10

中

8
4
5
4
．
4

　
1
　
1

0
3
5
9
0

9
　

4
2
8
56
28
97
41

155

Q
／
5
6

6

19

104
29
145

　2
24

4
凸
6
2
1
4

4
1
5
　
2

合 計 2312 747　2452 725　3215　　1095　　3540 1212 3889 1335　　4050 1417

1
9
2
0
8

　
り
Q
1
7
3
5
2
2
2
4

　
3
　
　
　
3

7
0
4
9

4
6
5
1
3

4468　　1528　　4663　　1627
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ら
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小学校70％以上

＊は5年，＊＊は10年連続，＊＊＊は15年連続表彰校

i

学校名学級数処野学校名学徽処野学校名学徽処野学校名学慮処野

■

北海道

　盤漢

　喜門岱

青森県

　八戸

　柏崎

　大久喜

　金浜

　是川東

　有戸

　蛯川

　豊川

　三川目

　島守

　車力

岩手県

＊緑が丘

　蛸浦

　盛

　生出

　橋野・中村

　橋野

　栗林

　福岡

　川代

　上斗米

　御返地

　舌崎

3
224
28
、i

31

3

5

6

3
6
7
7
321

7
ト
161

4

2
6
6
7

　
　
　
241
7

10

4

仁左平・大萩野3

石切所

釜沢

浮田

土沢

成島

衣川・大森

亥年

上折壁

小本

一　岡

9
3
6
3
6
1
4
6
4
0

　　秋田県
85．2；＊平元

71．21花輪北

　　　鷹巣西

70．5

80．4

82．8

76．5

70．7

74．0

98．0

88．1

　船川第二

＊東湖

　西滝沢

　秋ノ宮

＊田村

宮城県

＊東二番丁

　南材木町

74．4野県立もう

86．2　宮沢

91，2　長岡

　　1敷玉
73．9　田尻

81．6山形県
　　1
70．91山形第一

81，6＊＊山形第四

71．2　山形第八

81．41＊＊山形第九

88．5　千歳

70．6　明治

92．2＊＊山寺

97．9

85．4

86．4

72．7

80．6

94．2

75．0

85．3

75．9

72．2

100．0

73．2

71．0

86．8

＊東沢

蔵王第一

蔵王第二

蔵王第三

南山形

＊西山形

双葉

村木沢

＊西郷第一

西郷第二

上山東

宮生

＊山元

＊田麦野

津山

7

14

0
6
1
6
6
6

15

26

7

7

7

9，

13’

0
8
9
2
9
6
6
7
5
0
6
7
7
4
6
6
6
6
6
4
3
8

2
1
1
1
1
　
　
　
1
1
　
1

　　L75・4i

70．0

80．9

73．0

96．8

70・91
87．3…

87．oI

91．5

79．ol

89．21

71．5

72．1

82．4

74．0

77．0

74．2

8L2
77．0

88．7

84．4

74．9

84．6

　大寺

　寒河江

　西根

　柴橋

　高松

＊三泉

　西里

　谷地南部

　谷地西部

＊＊水沢

＊立木

　上郷

　送橋

＊大谷・大沼

　左沢

　三郷

　本郷西

　楯岡

大久保

神町

東郷

東郷・猪野沢

東郷・入

東郷・沼沢

大富

小田島

72．2＊＊沼田

81．11

71．gI

81．9

78．6

　　：72．2

73．6

93．0

72．2

77．8

73．1

100．O

日新

泉田

本合海

瀬見

舟形

＊富長

＊＊北部

万世

関根・赤崩
三沢西部・
　　　入田沢
窪田

71．OE＊梨郷

90．61中川
　　1

6
6
2
3
1
7
9
3
6
6
3

　
3
1
1
1
　
　
　

1

61

31

1

18

4

61

25

71

26

9

2

2

21

12

101

20

28

12

8

61

111

6
：
221

61

2
3
（
∠
7
’
7
‘

82．01

70．1

88．0

80．7

70．9

81．4

81．3

82．31

93．51

72．3

81．0

78．4

86．2，

100．0

73．0

75．8

73・・6ト

82・　9：
72．4

73．1

70．lI

72．0

81．5

76．0

73．1

86．　2i

80．4

77．71
75．1：

74．0

82．2

89．5
76．1i

74・11

80・61

73．3＊＊八幡

80．4，内郷

84．2幽干布
・4．・i醐

85．0；宮宿

小滝

荻

＊漆山

平野

伊佐沢

蚕桑

鮎貝

荒砥

飯豊第二

＊手ノ子

手ノ子・高峰

中津川

黄金

湯田川

狩川

余目第一

余目第二

余目第三

大和

十六合

藤島

長沼

＊渡前

＊羽黒第二

羽黒第四

櫛引西

浜田

亀城

港南

西荒瀬

本楯

浜中

遊佐

杉沢

青沢

5
0
4
9
5
3
7
5
5
2
2
3
5
4
4
5
8
7
0
1
1
3
9
9
1
7
7
4
7
6
0
3
6
9
3
0
0
7
3
3

a
5
．
a
α
α
α
2
5
6
a
L
O
，
Z
L
4
λ
α
8
．
4
，
α
6
．
5
1
．
L
Z
2
2
L
5
9
a
3
．
0
．
L
λ
⑤
叡
λ
L
a

7
7
8
9
9
8
7
7
7
9
9
7
7
8
9
7
7
8
7
8
7
9
8
7
8
7
9
7
8
7
9
7
7
8
8
7
8
9
8
8

3
6
2
7
6
0
1
5
7
7
3
6
6
6
3
2
2
3
7
6
3
6
6
2
4
9
9
6
8
6
6
7
5
4
3
4
6
1
3
9

　
　
1
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
2
1
　
　
　
1
　
　
1
　
1

73



学校名学徽嘆率学校名学徽1処野学校名学徽讐率 学校名 学級数処野
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一
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第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

部
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
第
松
　
　
第
　
　
　
　
　
　
丘
湊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

焔
椥
葡
瀧
餅
粧
艦
瀧
酩
餉
剛
蛛
鑛
コ
耕
細
酸
脚
蜘
顯
卿
嫌
蘇
概
醐
鵬
腰
襯
襯
欄
軌
横
順
鰹
棺
源
灘
舗
舗
暢
縢
縮
慣
弛

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＊
　
福
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨
料
　
　
　
　
　
　
料

51

12i

9

111

42

2
！7

6

5

26

61

34i

23

13

9

6

12卜

6

37

6

24

28

12

10

28

7

6：

10：

　1
21i

7

6

3
3「

3圏

401

24

22，

2
6
8
7

　　　1

94．91柿岡
75．9、柔＊栄

82．2　竹園東

81．7　桜南

73．lI藤代

1・…縞須
73．61栃木県

94．4

76．1

71．0，

81．5

95．8

71．5

76．6

92．0

99，4

95．6

100．0

99．7

100．0

70．4

70．91
765i
70．　s　1

73．4

78．2

76．71

72．41

80．0：

76．41

82．1

86．7

　　1
90．2

82．53

70．4

75．Ol

71．OI

71．0

76．2

82．0

92．3

7179・°

寒井

須賀川

黒羽

西那須野西

志鳥

小川

小川南

＊＊薬利

大木須

佐良土

湯津上

佐久山

阿久津

氏家

喜連川

船生東

田所

葛生

常盤

秋山

多田

戸奈良

山形

赤見

＊船津川

錦

雀宮南

栃木第三

野口

安良沢

小来川

小百
／＊＊大平西

　大平南

、西方

16i

12i

14

8

24
　L
6

70．51群馬県

73．4

84．4

76．0

73．4

74．31

　　t

6　　80．2

，173．．0

13　190．．3，

、1，3．，

6
3
6
6
4
7
6
7
9
0
6
6
6
9
3
5
1
6
6
3
4
9
2
8
6
1
6
5
3
7
2
3
7
1

　
1
　
　
　
　
　
　
1
3
1
　
　
1
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東
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田
条
清
羽
山
県
之
磐
田
県
郷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

見
輪
良
川
輪
華
徳
山
羽
枝
松
島
山
武
羽
下
岡
井
並
地
呂
泉
木
木
里
地
山
山
山
山
山
基

吉
下
大
赤
中
阜
木
常
木
方
七
岩
芥
三
長
藍
三
金
明
白
下
松
笠
川
北
西
稲
坂
福
野
武
飯
毛
小
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綾
宮
徳
徳
徳
徳
徳
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5
3
7
6
8
8
3
2
0
1
0
6
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3
6
7
6
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6
6
9
6
3
1
6
6
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3
2
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1
1
2
1
2
3
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2
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82．2　山王

74．6　高山北

75．1　高山南

76，8　高山西

75．2　　お房1同

　　　国府

72・乙稲越
73．7i上原

70訓竹原
78．51 小坂

70．○　下原

75．O　I　東第一

74．51山之口

75．0！朝日

70．61　祈i土

73．。1五加

74．9　越原

86．〇　　　三ノli

72．1　伊深

71．2　蜂屋

82．3　三和

72．2　＊兼山

74．7　江東

78．1　＊丹生川

70．1　　　神ξ同

72．0＊＊洲原

87．OI倉知
　　171．6　下之保
　　J
7Lli＊中之保

82．1　i　iJ、Jll

84．8＊＊立花

73．5三重県

78．9　下野

80．　0新潟県

72．0＊＊浜浦

　　　　82．7　関屋

97．2　＊＊新2鳥

90．5　大畑

100．0＊＊礎

97．1　笹口

100．O＊＊東山ノ下

！OO，　O　＊太夫浜

86．4　新通
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8
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6
3
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6
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6

3
2
3
1
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1

70．1＊＊有明台

72．3＊＊丸潟

81．5　酒屋

83．6　南万代

フ3．O　青山

75．9　阪之上

73．7　中島

72．6　表町

76．○　新町

7・・　s　1川崎

71．2＊＊千手

85．勾　富曽亀
　　　1
100・OI＊新組

74．2

72．4

75．9

99．3

77．7

84．○
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川
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浦
乙
柿
栖
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＊

75．○＊＊石坂

97．31竹之高地
99．4…太田

72．21＊六日市

80．OI十日町
78．31大島

79．9　王寺川

74．2，下川西

75．8　東本町

75．8

79．　0

70．7

86．9
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峠
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旭

牧
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吉非
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北西海

＊東小千谷

大手町

＊関

94．61長野県

76．7　芋井

100．0　川中島
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82，gi共和

85．91朝陽

99．2

99．4

84．1

89．2
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81．4
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83．3

74．6

78．3

　　　176．31

100．0：

84．6

95．7

82．9

80．9

88．4

93。4

91．1

73．7

79．6

豊殿

西塩田

神科

浦里

高瀬

＊塩川

北御牧

本郷

松本ろう

島内

須原

五常

会田

中川

松川

竜丘

川路

竜江

平岡

高森南
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鼎
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2
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玉

，。．，階里東

99．7　上郷

71．6　伊那西

73．41赤穂東

70．ol赤穂東

74．6

81．7

90．1

74．6

77．2

76．3

74．6

96．5

70．6

73．3

74．O

75．2

85．5

77．6

98．1

96．7

71．4

82．0

92．8

100．0

71．6

76．6

77．8

　中沢

＊東伊那

　辰野東

　宮田

　南箕輪

　箕輪中部

　箕輪東

　箕輪南

　中川西

　上の原

　岡谷

　川岸

　田中

　長地

　神明

　永明

　坂城

　伊那北

　高森北

富山県

　境

　笹川

　新屋

　入善

80．0［＊田家

97．0・＊村椿

6i　　：

12　　　　　i

　17　　　71．7　1＊』ヒカロ積

19　99．5　滑川東部
　　　　　　，：t：；：1醐積

85．9

84．6

85．9

85．0

96．7

90．4

75．7

97．7

100．0

＊若栗

＊石田

黒部中央

大町

＊経田

道下

村木

松倉

西加積

61　96．3

29　186．1
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91．1

89．4

89．ol

88．71

88．2

88．1

87．4i

金山

＊大島

作道

中伏木

片口

＊堀岡
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63．3」

67．61

60．O＊＊金古

61．31＊＊国府

67．3＊＊堤ケ岡
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原
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69．6　吉井
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13　67．31幕張東

13　158・9i丘山

20　6L2　寛成
12「61・2「南志津

17　56．2　金杉台

12　65．61石出

lg　69．7　井野

14163．71i琴田
19　　56．9　　　富崎

17164．31飯山満

5
8
4
6
6
6
6
5
5
2
9
0

1
2
　
　
　
　
　
　

1
1
2
1

54，6　中野木

65．9　市川

50。6　 ＊～奏田丁
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55．7　大日

60，0　長尾

62．8

6［61．9
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52

64

55

64

67

69

64

68

67

57

副
固
射
鰺
鋤
，
3
2

臥
6
珍
ロ
刎
7
鍵
n
乳
，
6
創
38

％

6
2・

32

2・

賂

ロ

艮

m
ゐ

鎗

お

6
6
1
路
7
6
か
6
7
7
3
3
6

！

○

　
〆
○
　
！
○

59．8　上土地亀

69．9　下土地亀

57．1　豊栄南

66。7　保田

60．7　京ケ瀬

63．4　水原

57．5　笹岡

65．○　＊中浦

55．4　加治川

57．9　米子

60．8　藤塚

67．7　本条

68．1　築地

66．3　十全

52．3　村松

51．7　横越

64．4　中島

64．4　島上

62．7　吉田南

68．4　＊佐渡山

69．1　松野尾

67．2　鎧郷

68．2　黒鳥

65．5　板井

54．21潟東東

57．g　潟東南

53．1　月潟東

56．9　中之口西

69．5　栄中央
67．1　　　：il！Jll

67．4　栄山

68．4　津川西

59．6　西川

55．6　西川・鍵取

68．○　西川・神谷

52．4　谷花

55．9　　三三Jll

53．5　’　三J【1・rlコノ2尺

59，3　綱木

60．8　下条

52．2　越路

58．9，塚山

68．7　岩塚

6
6
9
3
1
4
7
2
9
7
6
8
6
6
5
8
6
6
3
5
6
6
6
6
6
6
9
1
2
4
3
4
6
2
2
6
6
2
4
6
6
7
9
6

　
　
　
1
1
2
　
1
　
　
　
　
　
　
2
1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

55．8　西越

62．1　野積

62．6　大河津

59．11山ノ脇

53．51堀之内

57．9　明神

60．9　＊小出

67．9　伊米ケ崎

65．0　東湯之谷

52．0　大沢

63．4　＊井口

　　1
56．3　広神東
66．2…福山

69．7　上条

56．〇　六日町

63，3　五十沢

66．11五日町

65．7　三箇

62引上郷
58．8　貝野

68・3 1＊法末

69．31高町

63．9　勝山

5L41石地
58．6　下保倉

63，61末広

51．5　中保倉

62．7：松之山

69．2　松之山・黒倉

61．61松之山・川手

63．1　三省

67．5［松里

52．8　浦田

51．2　保倉

50，8　七ケ

51．5　＊下黒川

63．9　黒岩

60．5　南川

58．6　明治

53．3　東田中

64．9　勝穂

62．9　妙高北

62．7　妙高南

53・81関山

5
9
6
4
3
0
3
4
3
1
8
3
1
6
0
1
9
2
3
0
0
1
6
0
0
6
5
5
8
9
6
6
7
2
5
3
4
9
3
8
7
9
9
2

1
6
3
4
2
1
1
1
3
1
9
8
8
2
9
7
4
7
3
8
0
0
1
0
5
9
1
8
8
4
7
5
9
6
0
1
6
8
1
8
9
5
9
7

6
6
6
5
5
5
5
5
6
5
6
6
5
5
5
5
5
6
6
6
5
6
6
5
6
6
6
6
5
6
6
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

5
6
2
6
8
3
8
7
6
6
4
3
3
6
9
6
7
5
6
6
3
6
6
7
7
4
6
7
3
2
3
6
6
6
3
6
4
6
7
6
3
9
1
2
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浦
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崎
川
　
　
町
会
田
　
　

も
南
川
月

輯
轄
離
蘇
難
蟹
嫌
剰
難
懸
慾
燗
瓢
藤
構
懇
佃
繋
鉱
鷺
錦
糠
麟
螺
捺
泊
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0

7

6
121

71

6

6i

16

6

4

6
6
7
6
3
3
7
6
6
0
6
2

4

11

6

331

7

191
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0
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4
5
2
6
7
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’
8
緬
8
8
0
9
7
8
6
0
3
4
0
5
5
9
0
7
6
7
7
9
6
　
　
2
4
7
1
8
2
0
7
7
4
1
　
　
8
0
ω
邸
留
6
8
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・
詔
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ω
6
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別
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弱
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6
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説
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ω
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学校名学鱗処野学校名学級数処野学校名学徽処野学校名学徽謬率

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　
　
三

山
津
志
出
　
　
上
上
野
　
　
第
第
津
々
川
　
戸
田
原
　
　
口

誰
雑
競
離
湊
蔀
燭
講
榊
臨
縫
諺
榊
熊
齢
譲
讐
籠
畑
課
戦
講
姻
欝
禦
灘
釧

＊
　
　
　
　
　
　
料
　
　
料
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
京

8
6
6
8
8
1
1
8
3
1
3
0
6
6
5
7
4
4
6
6
3
3
4
1
6
6
4
6
3
6
6
5

1
　
1
2
3
1
2
2
1
1
　
1
1
1
　3
6
2
6
6
4
9
8
3
8
6

2
1
2
　
　
　
3
1
1
1

61．3　佐賀

59．8　細見

55．5　川合

53．7　倉悌第二

59．7　峰山

68．7　溝谷

69．O　上賀茂

52．○　紫野

61．4　楽只

58．7　大将軍

53．7　成逸

61．1　京極

53．11乾隆

63．5　仁和

54．2　正親

52．91日彰
68．，！教業

65．71朱雀第二

…2隊翻四
57．9　朱雀第七

68，0　i　昌目智

　　1
65．1　菊浜

55・8 1格致
61．71淳風

55．0

57．4

62．6

56．9

66。7

61．5

60．7

57．9

64．1

52．1

65．3

69．5

56．7

67。3

69．0

65．0

64．8

69．3

64．2

七条第三

九条弘道

南大内

唐橋

東和

山王

明徳

八瀬

鞍馬

八桝

北白川

有済

粟田

一橋

山階

陵ケ岡

音羽

南太秦

安井

醍醐西

6
6
6
5
8
6
0
0
1
5
2
3
6
5

　
　
　
1
1
　
3
2
1
1
1
1
1
3

68．51下鳥羽
59．6　＊向島

54．91明親

69，0　呉竹養護

69．11納所
　　1
67．9繋醒泉

66．2大阪府

　　53．6

　　56．8

　　60．9

　　68．9

　　59．7

　　68．0

　　61．5

14 163・0

6　　69．5

8　　60．1

東郷

＊石橋南

東豊台

＊刀根山

少路

清渓

葦原

中条

天王

八上

18157．51芦部

6
9
2
8
2
5
8
2
5
4
3
7
2
7
6
5
8
8
7
5
8
9
1
8
2
1

8
7
6
8
9
4
1
1
8
3
4
0
9
5
8
2
9
2
4
1
5
2
6
9
3
9

6
5
6
5
6
6
5
5
6
5
6
6
5
5
5
6
6
6
5
6
5
6
5
5
6
5

2
3
6
8
7
2
1
0
7
3
8
8
4
6
6
6
5
2
2
8
8
8
7
9
4
．
1

2
2
　
　
　
1
2
2
1
2
1
1
2
　
　
　
2
1
1
1
3
2
3
1
2
2

城東

田尻

舞

西南

萱野

曽根崎

西天満

梅香

豊崎東

福島

大開

大阪市立ろう

本田

桃園

真田山

生魂

柏里

香簑

福

大宮西
高殿

東都島

星江

加賀屋

神路

オ川

樽井

12　57．41深田

2556．3城東
2752・・ 錯北
27　63・O　巽東

14　67．61中川
15　61．8　加美北

　　　　　1喜連

7
2
6
1
5
6
3
1

　
2
1
3
1
　2
3

64．4　加美南部

53．2　喜連西

57．3　弘済

55．6　＊北天満

66．9　　淀JII

65．1　野中

63．71＊＊内代

　　　桜塚58．9

・7155．2兵庫県

5
1
3
7
6
4
　

4
4
5
8
6
　
9
4
8
6
3
1
0
8
6
1
1
4
3
4
7
0

9
4
8
3
9
1
7
9
8
3
1
4
7
1
4
8
8
8
9
8
5
9
8
8
6
9
9
5
5

5
6
5
5
6
6
5
5
6
6
5
5
6
5
5
6
6
5
6
5
6
6
6
6
6
5
6
5
5

3
2
1
1
0
6
2
7
0
3
7
2
7
1
5
4
4
1
1
8
2
8
7
5
8
6
8
3
4

2
2
2
2
2
2
1
　

1
2
1
1
1
5
2
1
2
1
2
1
1
2
4
・
2
2
2
2
3
2

　　宮本
・

　＊＊春日野
．

　　神戸
．

　　東川崎
・

　　＊湊山
・

　　入江
o

．o　中道
　　＊明親

　　有馬

　　有野

．　有野東

　　唐櫃
●

　　箕谷．2

．　桜の宮

　　小部束
．

　　泉台
・

　　南五梨
●

．　　君影

　　道場
・

　　雲雀丘
・

　　御蔵
・

　　真野
．

．　　千歳

．　　白川

．　　東垂水

．　　名谷

．　舞子
．　　多聞東

　　櫨谷

28　　51．7
　1
24　　59．7

27163．0
31　66．2
8　58．2

31　59．4
30　　59．3

26　169・4

19　　57．6

44　　57．0

7　　59．3

13　　55．7
3S　151．7

7　　52．8

18　　68．5

19　　57．O

　l

19　　62．4

21168・9
12　　62．4
　」
11　　66．8

201　65．5

19：　57．6

121　60．2

29　　52．5

6　　61．4

10　　67．5

28［68．6

261　58．7
　1
191　68．6
　1
49i　57．1
　L

0
8
1
4
4
3
5
8
5
0
7
6
6
1
6

4
7
3
3
7
9
5
8
7
7
4
9
1
7
8

6
5
6
6
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6

3
6
7
2
2
5
5
9
2
3
6
7
2
5
8

2
　
3
2
1
2
1
1
3
3
3
　
3
2
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学校名学級数1処野
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里
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ノ

講
講
講
難
林
峙
鞭
聾
鮪
舗
構
灘
羅
蝿
駈
薦
讃
牧石

鯉山

高島

伊島

飛島

吉田

大井

陶山

神島外

6
3
7
3
4
1
3
1
8
2
1
6
8
3
6
3
1
3
2
1
6
3
5
2
8
2
6
3
2
9
2
8
2
7
4
6
3
2
2
5
3
3
2
4
3
9
2
3
2
9
1
9
3
1
2
7
4
2
3
3
2
1

7
8
1
0

1
　

3
3
，1

1
引
・
1

9
9
1
5
5
7
5
0
6
6
3
0
2
8
5
5
9
8
8
7
1
9
1
7
4
5
2
9
5
4
7
4
4
1

衡

砿

衡

衡
覧

衡

砿
脇

砥

鳳

㏄

砿

脇

瞼

皿

舐

α

衡

脇

砿

覧

砥

砿
乱

乱

砿

凪
覧

覧

協

訟
乱

覧

砥

67．5

65．3

64．0

56．0

69．1

67．53

66．51

64．61

・凋三田
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講
隔
謝
議
議
枷
螺
議
霧
饗
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霧
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学校名学徽処野学校名 学級数
処野学校名 学級数
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轍鯉
鍵
細
嚇
燭
観
語
欝
難
薙
懸
細
蝋
翻
誰
撫
難
儲
醗
驚
翻
轍
旛
甜
講
縣

2
9
0
5
5
6
7
6
3
0
6

1
1
2
　
　
　
　1
　
　
　1

　　1
58．3　仁摩・馬路

63．4　水上

56．31大田
　　L
69．31五十猛
　　163．8　静間

68・引久手

67．5　朝山

50．0　志学

56．31大森

67．6　美川

532 ド細

18　　62．9

20162・5
2sI　59・2

11　63．9

21，　69．5

6160．3
6

Q
6
6
7
7

3 66．7

66．9

69．1

58．4

64．5

，3）63．7

61　67．4
7i　67．　6

13　66．8

32　　55．8

19　　67．1

7：　63．7

16　　60．9
8i　64．2

10　　68．3

24「63．5

7163．9

6
6
7
4
4
3
3
2
6

　
　
　
1
1
2
1
1

65．3

66．7・

68．0

69．4

68．6

69．7

56．4

69．8

64．2

津宮

都賀行

＊西益田

　真砂

安田

　名賀

　須川

　東仙道

　道川

山ロ県

　

庄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　

　

　

　

下

木

内
名
瀬
木
笠
門
中
積
水
田
積
戸
集
村
須
島
向

島
下
野

浮
安
椋
灘
川
叶
河
杭
小
和
根
北
北
日
高
島
室
笠
公
中
中
大
大

処野学校名学徽処肇

6　53．4　小畑

6　53．2　夜市

25151．9　富田西
・1・8．1　1和田

7
3
4
7
3
7
4
3
4
3
4
6
3
3
6
3

64．4

57．7

64．3

55．i

62．2

68．　9

66．1

67．0

56．6

63．O

　　197．Ol

65．4

64．5
62．・　i

59．7i

61．1

福川

大蔵

秋穂

神原

恩田

1岬

小野

本山

高千帆

大嶺

伊佐

豊田前

宇田

岡枝

三豊

吉母

王司

・1…6鵤県
i7i　56．3　徳大附属

　h、lii　ll：1蠣東

27i65．21堀江北

3151凶林崎
　　　　　16i　63．4　板野南

d53．7－・条
6167．5　新町
　　　　　　
23 164・gl飯谷
3　51．1　堀江南

3154．2　大津西

3　50．81高川原

6153．7：白地

7！51．11井内

17164．7香川県
29［　60．7

5　　67．8

21　51．7

：ll！：；

9　　68．0

4163・6

桓紙
香川大
　付属高松
王越

与北

丹生

三本松

星城

4　　65．5

9　　68．3

241　64．8
・154．・

25　　53．1

13　　67．2

151

3
2
2
7
9

∩
∠

4
．
2

221

　1r3

13

7
16
7

41

6161．7

16

181

22

61

11

19

7
118i

211

岡田

滝宮

琴南東

仲南南

桑山

紀伊

4
1刻

7

12

7152・41千年
7　61．ol篠山

　　　　　　山川

8
8
6
7
4
．
8
3

57．4愛媛県

60．O　石井

52．1　高浜

63．1　麻生
54．6屡須賀

69．1　岩城

54．9，由良

61．9高知県

61．4　高須

65．OI稲生

69，0　大杉

52．7福岡県

64．・o　西吉富

　　　　山田

67．7　川内

　　1寒田
67．31大村

64．OI吉富

62．2旨畑

61．0　南吉富

61．8　築城

63．61神興

61．2　須恵第2

58．6　久原

56．8　新宿

52．61志免東

57．3　水縄

52．1　姫治

62．5

66．4

57．1

67．2

64．5

66．7

65．5

上津

川尻

上内

吉野

上宮

笹原

松ケ江

3
2
7
7
7
6

56．5

60．6

57．3

51．4

57．5

66．9

46　　61．4

19　　50．5

181　67．2

12　　63．8

10　　67．6

　1
11　　52．4

13　　60．1

7　　60．5

7　　54．9

O
O
8
7
5
3
3
4
8
0
1
3
8
9
9
6
0
9
5
2
1
8
9
3
3
0

協

皿

砿
砿

砿

舐
覧
砿

阻
砿

阻

砿
覧

礁

砿
騎

砿

礁
阻

砿

協
訟

舐

礁
砿
託

6
6
4
6
6
1
9
3
6
1
9
2
6
1
7
1
2
2
3
2
8
6
6
1
2
1
9
n
2
3
1
4
6
1
8
1
8
1
4
1
1
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o

o

学校名

南

課
顯
韓
駈
讐
貫
諜
醐
難
轍
離
綱
欄
難
羅
欝
撫
縢
鮪
職
測
魏
覗
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

紳

＊
＊
　
長

将

　

　

＊
　

＊
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

学級数轡学校名学級数1嘩学校名学級数際学校名学級数

19

I
O
6
0
3
7
4
1
4
9
9

1
3
2
2
2
3
2
3
4
1
1

54．4　稲佐

66．8　＊城山

56．9　北陽

61．4　銭座

69．13＊矢上

64．0

64．3

56．3

63．1

61，0

23　　55．8

26162．1
23　　60．3

2刎69．9

18　　61．7

27　　65．8
　1
18　　64．3

19　　58．9

12　　56．2

23　　53．8

　1

古賀

長崎大付属

＊佐須奈

＊久田

三浦

　　60．51＊鈴田
　　　　　　　63．6＊＊大村

13165．71＊東大村

　　　　　　三城

－0

30

12

7
3
5
2
1
3
3
1
3
2
7
7
1
2
2
4
9
n
l
o
H
2
2
2
3
3
0
4
8

檸重
　松原

　西大村

＊萱瀬

＊波佐見南

＊音琴

＊彼杵

＊富津

　小浜

　八斗木

50．OI糞＊岩戸

62．・哺蠣

6L61＊＊加津佐東

66・・ 沙林
65．11第二

58。7　第五
　　ト52．O　湯江

63．9　＊野田

50．0　堂崎

60．31第一
　　162．3　＊雲仙

65．51鶴田
66．oi真崎

52，51上山

53．5　＊本野

53．3　西諌早

50．0　御館山

67．4　上諌早
　　169．5　＊有喜

61・3 1＊真津山

30　　　59．1　1　iヒ諌早

28　62．8　世知原
29　65．71吉井南

18　50。1　口石
34　59．21佐々

17　50．9　小佐々

21166．7；楠栖

6　52．9　歌浦
616。．　2　i江迎

6167．O　田平南
6　68．Oト田平北

28　59．8　鹿町

4　50．OI志佐
18　68．6　＊御厨

760．41今福
10163．81＊三原

22166．8
61　58．0

121

6

131

7

201
61

61

13

181
7！

25「

19

15

10

151

121

6

101

14：

201

12

2
1
i
17

6

18

12

楠

園

大

大

＊

50．Ol大分県

　　1　　　別府養護
52．61
　　　朝日
63．9
　　［上人
66．2
　　＊＊亀川
57．OI
　　　鶴見
50°OI南立石
63．7
　　　別府西
66．1
　　　　別府北

60・81境川

63・9　野口

66・　81
井田

66．0
　　　大恩寺
56・9　温見

5L4！北部
55．11　　　阿南
　　　51・31阿蘇野

5L7　神崎

6Lsl真玉
60・　3　杵築東

52・9　豊岡

60・5　桂陽

52・3　田染

67・2　宇佐

65．1　西馬城

57．8　高並

62．0　安心院
　　1

処置率
　％

281　50．7

14 「50・O

I2　　52．5

161　50．0
　」

12

10

13

131

131

61

16！

7
il7
131

13

271

6

51

　1
13
26　1

25

8
h
∠
Q
／

2
3
1
23　1

1
9
：231

17

7
0
3
4
8
5
7
7
1
3
7
0
3
6
5
4

58．7

50．0

51．6

50．0

50．0

50．0

50．0

50．1

51．1

50．0

50．0

50．0

50．5

50．0

55．3

60。0

61．6

55．0

69．8

57．7

59．3

　竹田

！諜

　日田養護

　朝修

　月出山

　有田

　朝日

　日隈

　月隈
1北山田

飯田

東飯田

坂ノ市養護
大分大付
属養護
小佐井

丹生

坂ノ市

宗方

植田

判田

吉野

高田

別保

鶴崎

69．・1＊＊三佐

68．4

54．1

57．0

65．4

56．5

64．2

57．9

53．4

57．gl

57．51

　津留

　舞鶴

＊＊東大分

＊＊桃園

　森岡

　神崎

　豊府

　城南

　南大分

　春日町
・2．・1＊＊中島

65．11金池

56．5　堅徳

ll：1嘆意

68．41伊美
60．．Ol

熊毛

・叫竹畔

，6161．3

13

7

8

7

4

13

11，

12

32

12

9
1
3
8
9
1
1
9
1
7
1
9
3
4
1
7
7
1
1
1
5
2
5
1
4
2
1
1
8
1
7
2
0
1
2
6
2
1
3
5
3
4
2
7
2
5
3
4
n

’
l
l
：
：

7
1

2
9
3
6
4
7
0
2
2
0
0
0
2
7
5
0
1
9
0
3
0
7
3
2
2
1
5
3
9
0
3
0
3
6
2
4
4
2
8
0
1
1
7

砥
ω
晩

砥

舐

砥
砿

＆

陪

砿

硯

⑩

覧

砿
阻

礁
砥

砿

覧

α
砿

砿

乱

砿

砿

衡
砿

α

砿

磁
騒

硯

砿
砿

α
＆
駈

覧

砿
砿
協

砿
覧

99



学校名

　上伊美

＊明野西

　若宮

熊本県

　大江

　春日

　健軍

　御幸

＊池上

　城山

　松尾北

　竜田

＊中島

　桜木

　網津

　杉上西

　三角東

　松合

　三角

　睦合

＊菊水東

　桜山

　山北

　小天

＊清里

　大野

　築山

＊大浜

　荒尾第三

　木葉

　八嘉

　鍍

学級数処野 学校名　学級数
処野学校名学徽処野学校名学徽陽率

6
5
2

　
ハ
∠
－

52．7　1　三ツJII

62．1　玉名町
63．　2　1来民

　　　六郷

23163．41吉松
211
　64．2　1　城」ヒ

21・b・・．・i大津

1256．41七城

12　65．3　水源北

17　63．6　洒水東

、ll：：：1［響中央

13　65．lI大津南
17163．，1ug　zT〈西

1：i：1：li轟

6　59．81馬見原
10　167．7　嘉島東

15　63．8　嘉島西

10152・7御岳
6　65．5　滝尾

14158．4　田代東部

121
　ト
111

6

111

12

11

12

11

11

12

65．1＊＊鏡

64．O　藤本

68．4　＊田上

65．71種山

55．3　河俣

56．2、文政

62．4　＊太田郷

64．4　植柳

53．8　金剛

67．5　金剛・敷川内

6165．・1高田

33　66．11郡築

13、69．0　宮地

7　66．7　昭和

12，67．71二見
・｛・・．li竜峯

　　57．8　古石

　　67．01湯出
：1：1峰鞠

　　56．3　計石

　　63．2’女島
　　　　　A　　l：：1陵奨

　　：1：11錨

22

13

6
6
6
1
3
8
6
1
8
6
6
1
3
1
3
6
5
6
2
2
6
6
7
6
1
8
4
0
3
9
1
4
3

59．9

54．3

50。9

67．1，

63．8

58．ol

66．8

58，1

64．71

63．9i

52．8

51．61

55．7

52．6

63．1

57．6

野原

五木西

高沢

下田南

天附

久玉

牧島

維和

棚底

池田

赤崎

大多尾

佐β｝津

下津浦

志岐

8
2
3
6
9
8
3
6
6
5
6
4
7
6
6
6
3
4

5，

3［66・7

9

121

6
gi

6　　67．5

3i　58．1

6　　58．7

6　　52．9

13152．1

41　52．1

15　　60．8

69．6宮崎県

59．0　内海
69．31青島

60．4　大宮
　　160．81＊古城

65．6　国富

51．6　延岡

69．7　恒富

61．1　都於郡

66．〇　三財

54．〇　三約

69．11庄内
61．2i都城西

68．41大王

66。2・三松

54，6　小林

66．7　山之口

　　150．0　江平
　　169．5　高崎
　　1　　　上岩戸

51．0　山瀬・長崎

59．61大平

68．4　田野

59．41沖縄県

　　1
山
城
城
内
里
嶺
平

当
浦
玉
山
美
高
川

6
2
9
9
2
4
4
2
8
9
8
6
9
5
9
0
9
9
9
2
7
9

λ
L
＆
8
。
3
。
λ
＆
＆
⑤
L
λ
α
色
5
。
⑤
a
生
－
。
α
9
。
a
Z

6
6
5
5
5
6
5
6
6
5
6
6
5
6
5
6
6
6
6
6
6
6

8
3
5
6
5
1
5
3
5
2
2
8
8
3
3
3
8
4
3
1
6
0

　
1
3
　
2
2
2
1
1
1
1
1
2
1
3
1
　
1
　
　
　
2

12

33

13

20

29

131

5

56．0

60．2

54．9

59．0

61．5

55．6

50．4

じ

σ

lOQ



轟

‘

，

中学校70％以上

学校名

　

　
三

　

　

　

　
三

　

　

　

　

う
　

一
一

＝
二
五
六
八
二
九
　
　
　
　
一
三
　
　
　
　
部
川
　
　
　
一
三

　

　

　

　

　

　

地

第
　
田
　
　
も

　

　

第
　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

第
第
第
第
第
第
第
第
　
南
　
　
第
第

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

地

西

百

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

第
第

県
老
戸
県
田
岡
返
波
県
和
県
橋
立
県
形
形
形
形
形
形
王
形
属
山
川
元
童
童
辺
南
岩
谷
川
五
宿
岡
山
恨
根
原

森
長
八
手
金
福
御
紫
田
十
城
五
県
形
山
山
山
山
山
山
蔵
山
附
上
宮
山
天
天
山
陵
白
北
西
西
宮
楯
葉
東
東
福

青
　
岩
　
　
秋
宮
将
＊
山
＊
　
　
＊
　
　
＊

学級数処野学校名学徽処野学校名学徽1処野学校名学級数処野

　　　　　1新庄
181 7・．・i金山

13 、81’7 。驚呈東

1：ぷ鑛
91；1：餌額

、1，8．，i類菱孟

【

∠
／
0

3 70．1

84．5

5
5
9
0
2
8
3
4
1
5
5
0
9
7
8
0
6
0
1
9
5
5

2
7
4
。
5
8
。
ε
生
9
4
、
0
、
a
1
0
5
α
λ
2
・
生
2
q
9
4
・
9

7
7
8
8
7
8
8
7
8
7
8
　
8
8
7
8
9
9
7
9
8
7

5
4
9
6
4
0
3
0
2
8
7
3
6
8
4
2
6
4
6
7
8
6

2
2
2
1
2
1
　
1
1
1
　
　
1
1
1
2
　
　
　
　
　
1

＊米沢第四

米沢第六

南原

南原・綱木

赤湯

中川

宮内

大塚

吉島

長井

致芳

西根

平野

豊田

白沼

小国

　　1

72．gl酒田第二
　　1
95．9　酒田第三

76．1　酒田第五

70．8　鳥海

＊＊白鷹西

　白鷹東

　飯豊

　中津川

　立川

　余目

＊櫛引

　温海

　福栄

　酒田第一

16、

　　　　ア5．　

3188．3

9圏　75．2

6
4
3
9
7
2
6
7
7
2
3
5
3
5
6
1
7
7

　
　
　
　
1
2
1
　
　
　1
　

1
　
　
2

4

6
3
3
0
3
1
3
2
4
2
9
3
1
2
9
2
8

　
　
1
1
1
1
　
1
2
1
　
　
2
2
1
1

75．sl遊佐

6
8
8
0
1
8
7
9
9
6
3
0
2
5
3
2
4
5
6
4
6
7
9
2
0
6
6
5
1
0
6
9
9
6
7

瞼

翫

鎗

π

捻

π

鳳

肱

π

石

鳳

飢

瓦

π

紘

雛

n
乃

雛

融

紛
κ

π

雛
叡氏

鳳

兀

飢

π

凪

紛

絡

兜

鉱

蒐

1＊菅里

　飛鳥

福島県

　川内

会津坂下第二

茨城県

　見川

　平磯

　内原

＊平沢

　中郷

　有明

　古河第二

栃木県

＊三島

＊西那須野

　佐野西

　吾妻

　城東

　葛生

　田沼東

　栃木西

＊東陽

　小来川

　日光東

　日光

　大平

　古里

群馬県

　前橋第三

　前橋第四

　前橋第五

　桂萱

　元総社

　前橋東

＊木瀬

　高崎第一

　高崎第二

74・1 1＊＊高崎第四

2
9
08
4

3
∩
0
6
2
4
7
3

1
1
1
1
1
　

3

3
6
5
4
9
5
0
1
6
3
5
2
1
6

1
1
1
　
1
1
2
2
1
　
1
1
2
1

3
5
3
9
5
7
5
9
3
9

2
1
2
1
1
1
1
1
1
1

73．41高崎第五

19：1鱗

，。．，鷹更幡

90．7

72．8

70．2

71．5

71．7

80．3

77．8

71．9

9
6
3
6
2
8
3
4
4
0
3
5
1
4

0
7
4
8
0
6
3
8
4
9
3
3
2
6

7
7
7
7
7
8
8
7
7
7
7
8
7
7

75．0

71．7

77．7

83．0

71．0

72．9

84．1

81．5

76．4

76．3

桐生北

昭和

境野

桜木

伊勢崎第三

伊勢崎西

渡瀬

渋川

金島

古巻

藤岡東

富岡

富岡西

小野

安中第一

安中第二

富士見

大胡

子持

入野

松井田東

松井田南

中之条第三

中之条第一

入山

藤原

世良田

群大付属

箕郷

千葉県

幕張西

手賀

萬飾

南部

清和

171
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9

2
劉

4
．
2
2
5
6
6

1
1
1
1
2
1

4

9
7
0
8
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3
5
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6
6
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1
1
1
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1

5
7
‘
0
9
5
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5
9
9
8
0
0
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3
0
0
3
7
5
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9
6
9
9
4
8
6
5
0
9
4
2
6
0
6
6
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4

a
2
Z
2
4
9。

α

7
。
腹
7
．
λ
生
a
3
2
λ
L
8
。
α
L
5
α
3
＆
生
生
5
、
－
。
生
生
9
L
6
生
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8
7
9
8
8
7
8
7
7
7
7
7
7
9
8
7
7
8
7
7
8
9
7
7
7
8
7
7
7
7
7
8
8
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78．7

78．4

76．6

74．5
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根
東

　

　

　

東

西

鷲
篶
謙
鱗
叢
赦
罐
雛
餅
鐸
誰
鎌
獺
縢
燐
熱
綴
講
櫨
麹
欝
鑓
噺
剤
暇

4
2
　
、
8
潟
3

72

71

70

70

70

脚

脚
蜘
概
騰
脚
観
卿
㎜
脚
脱
加
躍
臨
脚
脱
配
脚
酌
枷
耐
蜘
㎜
蜘
蜘

酌
脱
細
卿
脇
郷
枷
短
伽
概
脇

3
5
4
▲
4
．
一
／

5
5
9
3
9
3
7
7
5
0
3
5
6
1
5
3
4
5
5
3
0
2
0
9
2
9
2
3
3
6
8
7
3
8

1
2
1
2
　
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
2
1
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2
1
2
1
1
1
1
1
1
1

処贈学校名学級数処野

11

221

12

14

一

南
　
四
五
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

五

六

七

　
部

講
甑
鱗
灘
藤
騨
鞭
舗
響
騙
講
礪
驚
細
灘
細
舗
縣
繋
讃
叢
離
講
刷
驚

6
1
7
3
潟
　
澄
つ
’
6

　

　

　

駈
77

　
7
8
7
9
7
7

％
75

鳳

廉
漁

⑩

2
2
澄

』

謁

80

71

77

89

70

72

脚
駕
課
8
」
　
’
3
つ
』

　
　
　
　
　
潟

脱
73

70

75

92

89

脳
禰
那
m幽
卿
晒
郁
綿
細
枷
視
踊
脳
72．71浜松西部

1
4
4
6
5
5
3
1
6

2
（
∠
1
2
【
∠
【
∠
　－

9
0
5
3
9
1
0
7
3
2
0
4
2
0
7

i
1
2
　
　
2
1
2
1
4
3
2
1
3
1

281

20

21

23

48

32

19

24

42

6
6
9
1
1
0

2
3
2
2
3
3

，91

211

19　1

26「

77．0

74．3

71．8

76．0

77．2

76．2

83．3

74．0

84．7

0
6
5
2
2
2
3
7
6
8
1
0
2
7
2
6
0
9
4
0
0
2
4
5

6．

生

L
生
α
λ
2
、
a
a
α
λ
翫
Z
α
λ
6
凱
＆
a
L
L
a
g
a

8
7
7
7
7
7
7
7
7
8
7
7
7
8
8
7
7
7
9
8
8
7
7
7

82．4

78．3

81．9

80．3

80．1

77．7

84．6

86．8

82．2

73．3

学校名　学級数

　曳馬

＊丸塚

　篠原

　浜松北部

＊高台

　沼津第一

　沼津第四

愛知県

今池

振甫

千種台

浄心

黄金

前津

＊＊津賀田

一
柳

昭和橋

鳴子台

豊明

味岡

篠岡

北里

西枇杷島

長久手

松原

水無頼

本山

幡山

岩倉

藤山台

坂下

春日井東部

春日井中部

・一宮北部

一宮中部

一宮南部

葉栗

西成

丹陽

北方

大和

千秋

明治

＊常滑

4
・
！
○
「
D
7
4
4
Q
／

2
1
1
2
2
1
1

1
3
8
0
0
7
5
3
9
7
0
5
1
4
9
3
6
9
5
1
4
0
5
2
3
0
5
2
6
5
3
2

2
2
2
3
2
1
2
3
1
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
2
1
3
4
3
2
3
1
2
1
1

191

16

12

22

処置率
　％

76．3

70．6

78．4

93．6

89．6

71．6

81．6

1
0
7
1
4
6
2
2
9
2
9
1
3
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4
5
5
4
0
1
6
5
1
9
8
9
0
1
6
8
9
9
5
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3
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0
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甑
α
L
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L
L
a
＆
引
生
a
9
翫
λ
－
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a
a
α
a
a
飢
生
翫
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9
α
α
α
6
L
6
生
α
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8
7
7
8
8
7
8
7
7
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7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
7
7
8
7
8
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9
2
7
3
1

7　　64

8　　69．2

広島県

　大州

　祇園

　可部

　沖

　大柿

　和庄

　情島

　海田

　向

　黒瀬

　豊北

神田

美土里

　甲田

長江

＊木江

瀬戸田

＊御調

福山東

鷹取

城東

山野

府中第二

府中第三

＊至誠

樽辺
＊常金

　中央

　小畠

　吉舎

島根県

　松江第一

　美保関北

　美保関南

　野波

　安来第一

　旭丘

＊大社

＊湖陵

＊出雲第四

　大田第三

　静間

　桜江

3
6
8
9
3
0
7
3
8
9
2
9
5
7
4
1
0
6
9
9
4
0
9
0
9
8
4
0
7
8

瞼

礁

砥

砥

飢

砿

色
貌

侃

礁
砿

砿

α

砿

砥

砿

阻

砥

⑳

α

α

衡

衡

硯

砿

砿

硯

硯

肌

乱

14

25

22

5
1
5
2
4
2
2
8
3
1
0
6
6
7
8
1
3
8
1
3
1
3
2
8
2
0
1
7
3
2
4
1
0
9
3
3
6
2
3
4
8

29

7
6
3
1
9
1
0
鎗
8
5
6
3

6

有福

横田

益田東

東陽

山ロ県

　久賀

　河内

　藤河

　柳井南

　下松

　小野

　厚東

　西岐波

　豊田前

　大嶺

　秋芳南

　小川

　大畠

　南桑

　俵山

　豊北第二

　内日

徳島県

　勝浦

　瀬戸

　井内

　　i香川県

　　　　山田

　　　愛媛県

　　1勝山
　　　　玉川

　　　高知県

58．1　三崎

68．3　下川口

68捌福岡県

57．71角田
65．8　E　金刀1

67．31稲築東

69．9　津屋崎

66．3　江南

56．3　宮ノ陣

57．2　諏訪

58．8　足立

65・　2　j思永

3
7
1
6

　1
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31

31

6
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7
9
4
3
6
3
6
3
3
6
3

9
7
5
14

［

D
7

（

O

！

Q

4
．

4

8

13

14

21・

8

28

26i

56．2　霧丘

68．9　志徳

64．6　戸畑

68。8　枝光

　　長崎県

58．0　愛宕

64．8　野崎

66．7　日宇

58．6　　三川IF勺

68．O　大島西

65．9　大浦

60．1　長崎

55．1　江平

65．0＊＊山里

65．9　＊佐須奈

61．2　＊久田

50．5　西大村

61．2　郡

68．0　瑞穂

50．7　＊島原第一

56．2　島原第二

58．8＊＊有明
　　1・雲仙

68．5　湯江

65．3　江迎

55．3　小佐々

　　　鹿町

63．6　田平

　　　今福
60．11＊御厨

64．8　　ノ」・浜

　　大分県

65．3　国見

69．5　青山

　　　朝日

55．2

68．7

61．6

60．0

63．2

51．5

67．9

50．8

＊東山

日出

南端

山香北部

四浦東

碩田

南大分

鶴崎

26 i・2・・1煉

斗
35　　64．8

32　　64

12・　59．6

11i63．6

13　161．1

3　　50．0

28　　62．3

9　64．3

4　　57．0

21　56．3

17　　69．9

19　　68．6

30164，6

3　52．5

3　　50．0

25　　50．0

20　　66．6

10　　68．7

22　　68．8

21　　50．4

18　　55．6

3　60．4

9　　69．8

101　50．0

11　　50．4
　ヤ
lol　50．0

14　　50．0

9　　50．0

13　50．0

16164．6

1
9
6
3
5
3
7
3
2
2
2

1
2
1
　
1
　
　
　

2
2
2

68．6

69．2

60。0

63．3

52．2

59．0

53．2

60．0

55．5

69．1

61．O

i8163・8
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学校名

　稿田

　北山田

　鶴谷

　大入島

　大野

　小野市

　宇佐西部

　宇佐北部

　香々地

熊本県

　熊本東部

　不知火

　砥用西

学級数処野学校名学級数処野学校名欄処募率学校名学徽処野

27嘲

7

26

6

11

4

13

12

7，

58．5

53．0

62．3

52．8

68．4

66．9

62．7

54．3

52。7

12　　67．8

12　　55．5

10　　60．1

横島

荒尾第三

菊鹿

五霊

鹿本

名連川

益城

八代第二

八代第七

水俣第一

葛渡

田浦

佐敷

一

「一

9
0
2
9
3
3
3
5
9
2
3
1
4

　
1
1
　
1
　
1
2
　
1
　
1
1

62，5

54．2

67．6

58．3

61．3

69．3

62．6

67．8

66．4

67．9

66．8

53．8

61．5

＊湯浦

一勝地

上村

天附

宮野河内

＊大矢野

維和

長浦

本町

御所浦北

苓北

新和

深海

0
6
0
5
5
5
5
3
5
3
3
6
6

1
　
　
1
　
　
　6
∠
　
　
　
　
　
　
－

63．6宮崎県

52．6　宮崎西

56．1　島野浦

65．5　岩脇

58．61妻ケ丘

57．9　市木

61．O　　 Fl］Jll

59．5　南郷

62．7沖縄県

67．5　浦添

52．3

62．7

56．5

9
3
5
8
4
．
8
6

2
　
　
　

1
　
　
1
1

64．9

62．8

65．5

69．8

51．0

67．6

62．8

27　　51．8

e

響
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編集後記

　あすは立春というのに，今年は北半球は寒気団におおわれ，ことのほかに厳しい。日本列島は何

十年ぶりの厳冬である。

　北海道幌加内では，氷点下39．6度を記録するなど，各地で猛烈な寒波に見舞われた。

　本州も青森，秋田ほか松本，軽井沢など内陸部も記録的な寒さで，不況にあえぐ庶民生活に，交

通に，経済等，社会盾動をはなはだしく阻害している。

　全国の会員のみなさまは，どうされておられるかと思い，春暖の日をひたすら待っている。

　歯科医療問題の解決もほど遠く感じられるさなかに，1月28日の日歯代議員会で，川崎勇会長の

病気辞任に伴う，会長補充選挙が行われた結果，11崎数男新会長の選出があった。

　新会長の納得するまで徹底した説得と，話合いをするという姿勢と方針が，禍いを転じて福とす

ることを期待する。

　会誌直送第2次の33号は，これからの学校保健のあり方と題して，日本女子大学教授医学博士船

川幡夫先生と，第39回大会の誌上発表，京都市学校歯科医会の京都市の小学校児童の歯口清掃状態

についてと，東京都において51年9月9日，10日催された，昭和51年度学校保健（歯科）講習会に

おける，詫間晋平先生，森本基先生，榊原悠紀田郎先生をはじめとして学校の保健担当者の先生方

の，貴重な原稿をいただいて編集してあるので，会員のみなさまのご精読を願う次第である。

　巻頭言にもあるとおり，本年度文部者が児童う歯予防対策として，国庫予算措置を新しく計上し

たが，第1次ではti　p回答であったので湯浅会長，関口副会長，専務等が再三にわたり，自民党本

部，衆参議員会館等に，陳情に出向いた結果，当初の予算の1／、の額が復活した。小額とはいえ，

このまま予算化されれば，今後の学校歯科保健の礎石となる。会員とともに一層強力に学校歯科保

健を推進したい。ご協力をお願いする次策である。（飯田嘉一）
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